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　　　プロローグ　ある街の片隅で





「自分が殺される、理由が分かるか？」

　男は、呟つぶやくように尋たずねた。

「……」

　息が詰つまる。胸の動どう悸きが治まらず、少女は喉のどの奥おくから形にならぬ言葉を漏もらし、震ふるえる足で一歩下がった。踵かかとが堅かたい壁かべを叩たたく。行き止まりだった。つまり、もう、逃にげ場所はない。

「自分が殺される、理由が分かるか？」

　もう何度目だろうか。同じ問いかけを、男は繰くり返かえす。しつこく、答えを待つように。

　だが、少女は口を開かない。いや、現状を未いまだに理解出来ず、頭が正常に働かない、と言った方が正しいだろう。

　どうしてこんなことになったのか？

　自分の、何が悪かったのか？

　己おのれの行動を反はん芻すうする。

　だが、どこにも落ち度はなかった。

　いつも通り。

　昨日と、一昨日と、一年前と、なんら変わらぬ日常。朝起きて、高校に行って、つまらない授業を受けて、友達と放課後にカラオケに──些さ細さいな部分は違ちがえども、これまでと同じ、特にどうということもない一日。

　それなのに。

　どうして自分は今、こうなっているのか。危ないと思いながらも、好きなバンドがテレビに出ているからという理由で、人気のない近道を独り、走っていた。ただそれだけ。こんなことは、誰だれでもやっていること。確かにニュースでも言っていたし、あるいは、友達や、雑誌で噂うわさされていることが本当だったなら、【彼かれ】は存在して、【誰か】を無差別に殺していた。

　だがそれが、その標的となるのが、他ほかの誰かではなく、なぜ、【自分】であったのか？

　分からないからこそ理り不ふ尽じんと呼ぶのだと、彼かの女じよが理解するには、まだ幼過ぎた。

　視界が滲にじむ。知らず流していた涙なみだを、拭ぬぐうことも出来ず、少女はその場にずるずると落ちた。

　何な故ぜ。どうして。なんで。誰が。助けて。助けて。助けて。助けて。

　頭の中で、同じような言葉がリフレインする。

「自分が殺される、理由が分かるか？」

　男は抑よく揚ようのない声で、ただ、そう言う。

　大おお柄がらな体だった。こちらを圧あつ倒とうするほどに。その身を隠かくすようにロングコートを羽織り、厚手の皮手て袋ぶくろを嵌はめている。そこには、背後の街灯が逆光となって分からないが、細く、長いものが握にぎられていた。

　そしてなにより、男の異様さを示すのは、その【顔】だった。

　仮面だ。白く、冷たく、凍こおりつく光を照り返すような。

　そこに刻まれた紋もん様ようは、微笑ほほえみだった。穏おだやかではなく、おどけるような──そう、ちょうど、ピエロを思わせる。そんな、人工的なスマイル。

　それが男の持つ畏い怖ふたる雰ふん囲い気きと不ふ釣つり合あいで、不気味さを助長していた。

「……れ」

　ようやく、少女が囁ささやいた。弱々しく、今にも消え入りそうに、

「あなた……誰、なの……？」

「……」

　無言。男は静かに、一歩、踏ふみ出だした。少女が体を竦すくませる。

　ず……かん……。

　摺すり足あしのように進む中、男の持っている何かが、甲かん高だかい音を立てる。

　ず……ずず……かん……。

　規則的に、まるで、少女の最さい期ごの時を計るように。

　男は、少女の目の前に立つ。そして、こう言った。

「自分の殺される、理由が、分かるか？」

　それ以外は何も言うことがないというように。その必要はないというように。

　少女は、真っ白になった頭の中で、必死で、最善の方法をとろうとした。

　つまり、

「……か、らない」

　彼女は、正直に答える。

「わ、分からない……」

　それが。

「……そうか」

　結果的に、彼女を、絶望へと叩き落おとした。

　男が、ゆっくりと手にもったものを振ふり上あげる。少女は、目を見開いた。















「い、いや……！」

　拒きよ絶ぜつする言葉。それが、眼前に迫せまった圧あつ倒とう的てきな暴力へ逆らうための、彼女にとって出来る最後の手段だった。

　しかし、

「──お前もか」

　視界一いつ杯ぱいに、大きな闇やみが迫る。



　……静せい寂じやくの夜に、鈍にぶく、ひしゃげる音が響ひびいた。







　　　第一章　死なない男と都市伝説





『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』

「きゃーっ！」

　テレビからおどろしい声が聞こえると同時、りんが金切り声で叫さけんだ。オレは読んでいた漫まん画が本ぼんから顔を上げて、呆あきれたような声を出す。

「……またかよ」

　画面の中では、巨きよ大だいな化け物を前にして、双そう剣けんを武器にした女戦士が倒たおれていた。

「こ、このゲーム難しいよぅ」

　泣き言を口にするりんへ、オレは本を横に置くと、優やさしく言ってやることにする。

「久く遠おん、人間は皆みな、弱い生き物なんだ」

「ほえ……？」

「弱いなりに精せい一いつ杯ぱい生きようとしている。それは何も悪いことじゃない。だからオレは、特にそのことを、愚おろかだとは思わない」

「……クギちゃん、なに言ってるの？」

　理解出来ないというように、首を傾かしげるりんへ、オレは答えた。

「少し難しいか？　じゃあ、分かりやすいように言ってやろう」

「うん」

「ゲームが難しいんじゃなくて、お前がど下手なんだよ」

「最初からそう言ってくれた方がよかった！」

　りんがコントローラーを放ほうり投なげて、その場に跪ひざまずく。

「遠まわしに言われた分、二倍傷ついたよぅ」

「これが悪口拳けん二倍の威い力りよくだ」

「……どこかの必ひつ殺さつ技わざみたいな響きですね」

　傍はたで見守っていた桐きり崎さきが、苦く笑しようしながらりんの頭を撫なでる。

「大体お前、さっきから見てるとろくに攻こう撃げきしてないじゃねえか。なんで避さけてばっかりなんだよ」

「だって……」

　鼻をすすり上げながら、りんが顔を上げる。

「このゲーム、斬きったら血がどばって出るんだもん。可哀かわい想そうで攻撃できないよぅ」

「だったら買うなよ、そんなもん」

「お、面おも白しろそうだったから。斬ったら出血するだなんて思わなかったんだもん！」

「間ま違ちがった教育を受けてきた子どもかお前は」

　昨今の社会情勢を反映しているかのような言動だ。まあ、それはさておき。

「大体、遊んでる場合じゃねえだろ。オレたち、勉強しにきたんじゃなかったか？」

　漫まん画がを読んでいたことは棚たなに上げて、オレは自分が今、居る場所を見回した。

　季節は十一月後半。高校三年であるオレたちにとっては、いい加減、エンジンをかけていかなければならない時期だ。いや、それでも遅おそ過ぎるくらいなのだが。とにかく、そろそろ受験勉強なるものをしなければならないという嫌いやな現実を、ひしひしと周囲から押おし付つけられるようになってきた今日きようこの頃ごろ。出来れば時間をどうにかしてすっ飛ばせないものかと頭をフルに回転させていたのだが、桐崎恭きよう子こから、

「そんなことに脳みそを使っている暇ひまがあるなら、その分を勉学に向けたらどうだ。どうせファミコン並にビット数の少ない頭なんだから」

　と的確かつ余計な助言を受け、まあ、それはその通りであるため、仕方ないから大人しく勉強するかと考えていたところ、

「それじゃあ、うちで一いつ緒しよに勉強しない？」

　と久遠りんにお誘さそいを受けたというわけである。だが、大人しく教科書を広げていたのなんて、数時間あまり。休きゆう憩けいがてらに始めたゲームに桐崎とりんが熱中してしまい、所在なくなったオレは本ほん棚だなから適当に選んだ漫画を読み進めていたら意外に面白く、そのまま三人、無む駄だ以外の何物でもない時間を過ごしてしまった。まあ、知り合い同士の勉強会なんてこんなもんか。

　りんの部屋は、桐崎のそれに比べて、いかにも年とし頃ごろの女然とした並びをしていた。淡あわい桃もも色いろを基調としたカーテンやベッドのシーツ、花はな柄がらのカーペット、勉強机にはぬいぐるみが並んでいる。

「く、クギちゃん、あんまり見ないでよ」

　りんが恥はずかしそうに言った。

「あ？　なんで。なんか見られちゃ困るもんでも置いてあんのか？」

「そ、そんなことはないけど……」

「日記とかあったりするわけか？……もしかしてこの、本棚に挟はさまってる薄うすいノートか？」

「わー！　それはダメー！」

「うおっ！」

　りんが突とつ然ぜん飛とび掛かかってくるので、思わずそのまま後ろへすっ転んでしまった。

「……ふぃー。確保完かん了りよう」

　満足げな声を上げるりん。だがオレは、

「……おい」

　と注意する。

「ふえ？」

　きょとんとした顔で、オレの方を見て──りんはその場で固まった。

　りんが飛んできて、オレがそれを受け止める形になり、そのまま倒れたということは、つまり、こういうことだ。

　久遠りんさんが、オレを押し倒しました。

「っ！　ごごご、ごめん！　クギちゃんごめん！　ごめんなさい！」

　慌あわてたように飛びのく、りん。そのまま遠ざかり、沸ふつ騰とうしたかのような赤面顔で、オレに謝あやまった。

「いや、別にいいけどよ……」

「ああ、あのあの、あの、別に、あの」

　あたふたと手をばたつかせ、混乱しているのか、りんは自分の胸を触さわって言った。

「ごご、ごめんね！　わ、わたしおっぱいないから、全然、つまんなかったよね！　ね、ねえ!?」

「とりあえず落ち着け。誰もそんなシチュエーションに期待は寄せていない」

　オレはわずかに苦笑して手で制した。

「だから、気にすんな。お前が乗っかったくらいで、どうもしねえよ」

「そ、そう……」

　その言葉にやっと冷静となるも、何故だか少しショックを受けた顔で、りんはシュンとした。

「……お二人とも、仲がよろしいですね」

　微笑んだまま、桐崎が言う。そしてりんがそちらに背を向けているのをいいことに、自分の胸を張り、意味ありげにウィンクした。大方、『後で私も同じことをやってやろうか？』というサインだろうと思うので、オレはありがたくその好意を受け取って、りんに見られないよう、中指を立てて差し上げた。

「……にしても、すっかり遅おそくなっちまったな」

　窓の外を眺ながめて、呟く。既すでに夜の帳とばりは降りており、闇がただ広がっているばかりだった。

「ああ、ほんとだ。もう九時だよ」

　りんが時計を見上げてそう言うのに、オレは立ち上がった。

「んじゃま、そろそろ失礼するかね」

　りんが、「桐崎さん、すごい動き……」とこぼしている。オレは、コントローラーを握って、画面の中の化け物を巧たくみな捌さばきで次々と惨ざん殺さつしている桐崎に向かって言った。

「おい、そろそろ殺傷行こう為いをやめて家に帰る時間だぞ」

　尋じん常じようならざる動きで剣けんを操あやつる桐崎は、さすが本業と言うべきか。ん？　本業？

「え、ええ、そうですね」

　血しぶきが飛ぶのを、冷静な顔をしつつも楽しんでいたであろう桐崎は、名な残ごり惜おしそうにゲームの電源を落として腰こしを上げた。

「それでは、久遠さん、失礼しますね」

「あ、うん。分かった。二人とも、今日はありがとね」

「おう」

「こちらこそ。あの……今度は、泊とまりに来てもいいですか？」

「うん！」

　りんが嬉うれしそうにうなずく。そして、帰り支じ度たくをしているオレたちを見ながら、テレビのリモコンをとった。チャンネルを、何気なく、ビデオモードから、地上波の番組へと変える。

　ちょうど、夜のニュースをやっていたらしい。真面目まじめそうなアナウンサーが、滑なめらかな口調で事件を告げた。

『……のようで、現在、住民は反対署名を集めているとのことです。それでは、次のニュースです。

　昨日深夜、路上で人が倒れているとの通報から警察官が駆かけつけたところ、変死体を発見したとのことです。被ひ害がい者しやは福ふく本もとめぐみさん十八歳さい、○○県明めい答とう市内の高校に通う女性で、頭部に複数回、重い鈍どん器きで殴なぐられたかのような跡あとが見られることから、当局ではこれを殺人事件と断定。捜そう査さに踏み切きる決定を下しました。また、以前より続く『連続女子高生撲ぼく殺さつ事件』と手口が似通っていることから、同一犯に拠よるものではないかとの見方が出ていますが、警察からはまだ正式な発表が出ていません』

　それまで和なごやかだった空気が一変、暗く沈しずんだものとなる。

「……まだ捕つかまってないんだね、犯人」

「もう、かれこれ、半年くらいになるんじゃねえか？」

　最初にこの事件をニュースで知ったのは、確か、夏ごろのことだったと思う。それからちょくちょくと、事あるごとにニュースはこの事件を取り上げるが、未だ解決の兆きざしさえ見えていないようだ。今回が巷ちまたを賑にぎわせているものと同じなのかはまだ分からないが、多分、そうなのだろう。捜査の不備を疑うマスコミからの追及も厳しいらしく、明答署に勤めている姉さんは、『県警からも出張ってくるし、署内がピリピリしてて鬱うつ陶とうしい』と、ぼやいていた。

「心配ですね、インターネットでも妙みような噂がまだ出回っているらしいですし……」

「噂？」

「もしかして、デス・イーター・クラウンのこと？」

　りんが尋ね、桐崎が頷うなずく。デス・イーター・クラウン？　そういえば、どっかで聞いたような。どこだっけか。あれは確か、そうだ、映画館前で、桐崎が……、

「──『死し喰くいの道どう化け』」

「そう、それだ」

　思い出した。夏に桐崎が、語ってくれた都市伝説だ。

「確か、なんだっけか。女子高生ばっかりつけている男のことだっけか？」

「クギちゃん、それじゃただの変な人だよ……」

「大体当たっていますけどね」

　苦笑して、桐崎は続ける。

「巨大な男で、大きい丸太をもっているんだそうですよ。それで夜、一人で帰っている女子高生の前に現れて、質問するそうです」

　低く、這はうような声で呟つぶやいた。

「……その問いに答えられないと、その手に持った丸太で撲殺されてしまうんだとか」

　暖だん房ぼうで温まっているはずの部屋に、心なし、冷えた空気が漂ただよう。

「わたしは、金属バットって聞いたけどなぁ」

「その辺りは、諸説色々あるようですね。ゴルフのクラブという話もあります」

「それが、今の事件の犯人だって言うのか？」

「あくまでも都市伝説、ネットで広がった噂ですよ」

　ただ、と前置きして、桐崎は考え深げに顎あごを引く。

「以前は一部で流れていただけのものだったのが、このところ、爆ばく発はつ的てきに広がっています。事件が未いまだに解決しない点、本当に女子高生だけが狙ねらわれている点等々もその理由なんでしょう」

「ふぅん。女子高生を撲殺する大男ねえ」

　居ると言えば居るかもしれないが、居ないと言えば居ない気もする。微び妙みようなところだ。まあ、だからこそ都市伝説なのかもしれないが。

「多分、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、恐こわいね」

「そうですね……恐おそろしい話です」

「まあ、りんはともかく、桐崎は大丈夫だろ」

　生きつ粋すいの元・殺さつ人じん鬼きである上、超ちよう人じん的てきな能力をもっているこいつのことだ。死喰いの道化だか、漆しつ喰くいの大工だか知らないが、相手が追おい詰つめられて『自分が殺される理由が分かるか？　ん？　分からないか？　それは貴様の体が臭くさいからだ』とかなんとか逆に問われてやられそうな気もする。

「クギちゃん、ダメだよそんなこと言っちゃ。いくら強いって言っても、桐崎さん、女の子なんだからね」

「いや、それはまあ、そうだが……」

　だからってライオンのメスを女の子扱あつかいするのも違ちがう気がするんだよなぁ。

「ちゃんと、桐崎さんを送っていってあげてね」

　しかし事情を知らないりんは、そのまっすぐな瞳ひとみで、訴うつたえかけたものである。



「さみぃ……」

　まだ季節的には秋の名な残ごりがあるものの、夜、外に出ると、途と端たんに寒波が押し寄よせてくる。オレは、思わずコートの襟えりを掻かき合あわせた。

「この辺りは、街灯もあまりないから真っ暗だな」

　隣となりを歩く桐崎が、マフラーに顔を埋うめて言う。確かに、どうかすれば足元もおぼつかないほどに闇に満ちていた。

「知っているか？　クギト。こういうのを、『タヌキに袋ふくろを掴つかまされても分からない』と言うんだ」

「へぇー、そう」

「…………」

「…………」

　しばし、無言の時。

「……突っ込んでくれないと、ボケというものは昇しよう天てんし切れないわけだが」

「このくそ寒いのにより寒い冗じよう談だんに真面目に付き合う度量はオレにはない」

「もう少し心を広くもてば、世界も広がるぞ」

「そんな世界、畳たたみ切って消しよう滅めつした方がマシだ」

　鼻を鳴らして、オレは足を進めた。

「まったく、温かみの欠片かけらもない男だな……。そんなことじゃあ、きっと血も氷のように冷たいのだろうな！」

「…………」

「冷たいのだろうな！」

「…………」

「あの、冷たいの……だろう……」

　つっこまないからな。

「大体、お前のパターンが掴めてきた。そこで『んなわけねーだろ』と答えようもんなら、『本当か？　物事は実証こそが全すべてだ。では私の説と貴様の説、どちらが正しいから調べるために、いざレッツ掻っ捌きクリエイション！』とかなんとか言って襲おそい掛かかってくるつもりだろ」

「……まさか、『レッツ掻っ捌きクリエイション！』まで当たっているとは。恐るべきクギト、これ以上進むともう前置きなしでいきなり刺さしても文句を言われない状じよう況きように」

「なんねーよ！」

　ほんとにお前は自分に都合のいい人生だな！

「じゃあもう理り屈くつはいいから刺させてくれ。返り血と興奮であったまりたいんだ」

「ついに心の壁かべをなくして本音でぶつかってきやがったな……」

「これぞ本当の信しん頼らい関係というやつだ」

「築いた端はしから裏切るしかねえ」

　オレは、言うや否いなやすかさずダッシュ、

「えい」

　ぐさ。

「ぎゃああっ！」

　する間もなく、わき腹をぐっさりやられた。

「ウフフフ、最近、ようやく動作を悟さとられずにナイフを抜ぬき取とれるようになったのだ（ぐりぐり）」

「あだだだだだだ！」この野や郎ろう、どんどんろくでもない技術だけは着々と習得してやがる……！

「ああ、どろっとした血が指を伝う……人間こそが、防寒グッズとはよく言ったものだな。冬山で裸はだかで抱だき合うというのも納なつ得とくできる話だ」

「ち、違う。あれはもっとロマンチックなもんのはずだ……」

　などと言っている場合ではない。オレは、渾こん身しんの力で桐崎の頭を引っぱたいた。

「あふんっ！」

　悩なやましげな声を上げて、吹ふっ飛とぶ桐崎。

「いい加減にしろ！　お前、まじで最近、節操ねえな！」

「なんだと！　私に節操なぞ求める貴様がどうかしているのだ！」

　オレに問題提起されたぞ!?

「……帰る。これ以上、お前と一緒になんていられるか」

「そう言うな。分かれ道までは、まだ少しあるだろう」

「うるせえ。独りで帰れ馬ば鹿か」

「私が【死喰いの道化】に襲われてもいいというのか」

「襲えるもんなら襲って欲ほしいくらいだね」

　オレは肩かたを竦すくめ、さっさと桐崎とは逆方向に歩き出した。しばらく背後で「クギトのアホー！　バカー！　世界に現存する生物の中で最も塵ちりに近い男ー！」とかさんざんわめいていたが、オレが歩みを止めないので、諦あきらめたらしい。何も聞こえなくなった。

「ったく、あいつは……」

　最近、甘あまやかしちまったせいか、どうもますます、暴走に拍はく車しやがかかっている気がする。大体、オレが【死なない】だけで、痛みはあるってことを、忘れてんじゃねえだろうな。しょうがねえ。まったくしょうがねえ奴やつだ。

「まあ、でも、そこが可愛かわいいんだけどな──」

　オレは、振ふり返かえって、遠えん慮りよのないチョップを下した。

「痛いっ！」

「後ろで勝手に台詞せりふを捏ねつ造ぞうしてんじゃねえ」

　桐崎は頭を抱え、涙なみだ目で見上げてきた。無視して前を向くと、再び歩き出だす。

　しばらくそのまま進んだ後で、ふと、顔だけを後ろへやった。

　桐崎が、チョップされた部分をさすりながら、「クギトひどい……」と独り、帰ろうとしているところだ。

　その時──、

　不意に、一ひと際きわ強い風が、吹き荒すさぶ。

　思わず目を細め、体を縮ませた。

　明めい滅めつする街灯の下、桐崎は、独り、闇やみへと進んでいく。一歩ずつ、ゆっくりと。しかし、確実に。

　……ふと。

　唐とう突とつに、特に理由もなく、オレは、妙な胸むな騒さわぎがした。

　あいつとの、いつも通りの、やりとり。桐崎と、りんとの、嫌になるくらい、繰くり返しの日々。

　その一つが、終わろうとしている。ただ、それだけのはずで。

　それでも、

「……桐崎！」

　オレは、何な故ぜか、声をかけていた。

「どうした、クギト」

　振り返って、桐崎が首を傾かしげる。だが、これと言って何かの考えがあって、呼びかけたのではなかった。オレは、自分で言っておいて戸と惑まどい、それから、

「……気ぃつけて帰れよ」

　などと、口にしていた。

「なんだ、それは」

　呆あきれたような顔をした後で、桐崎は苦く笑しようした。

「そんなに心配なら、送っていけ」

「……ま、それもそうだな」

　頭を掻いて、オレは、先ほどまでの怒いかりはどこへいったのか、桐崎の元へ向かって歩き始めた。

　……大丈夫だよな？

　わけのわからない、誰だれに投げかけているのかも分からない問いを、心の中で呟きながら。



　他ほかの奴は知らないが、少なくともオレにとって、起き床しようというのは大切な儀ぎ式しきだ。これから長くだるく面めん倒どうくさい一日が始まるにおいて、少なくとも朝、家を出るまでの間くらいはゆっくりと過ごしたい。そうすることによって、どうにかそれ以降を乗り切れるわけである。

　午前六時前。姉さんと自分の弁当を作ったり、それ以外にも洗せん濯たく物ものを干したりだのという諸もろ々もろの家事を行うため、オレはいつもこの時間に目覚める。眠ねむ気けを堪こらえながらじりじりと鳴なり響ひびく目覚まし時計の頭を叩たたき伏ふせ、欠伸あくびを噛かみ殺ころしながら服を着き替がえると、階段を下りていった。

「とりあえずはコーヒーだな……」

　オレは、そう呟きつつ、朝食をどうするかという考えに没ぼつ頭とうしていく。いかに理想的な朝を過ごせるかで、今日の運勢が決まるようなもんだと思っているからだ。

　そして、いつもとそう変わらぬ朝は、

「おはよう、あなた！」

　……大だい凶きように違いなかった。

「ご飯にする？　朝あさ風ぶ呂ろにする？　それとも……グ・サ・リ？」

　迷いのないビンタを放つ。

「いやんっ！」

　なよなよと崩くずれ落おちたその女──フリフリのエプロンまでつけた準備万ばん端たんの桐崎恭子の胸むな倉ぐらを、オレは思いっきり掴みあげた。

「なんのつもりだコノヤロウ……遂ついに寝ね込こみか？　寝込みを襲うつもりになったか？　朝起きたらベッドの上は日の丸国旗か？」

「お、落ち着け。裸エプロンの方がよかったか？」

「そういう問題でもねえよ！」

「っ！　そうか、寧むしろダボダボの男用シャツということか！」

「間ま違ちがった方向にひらめきを働かすな！」

「と、とにかく離はなしてくれ。誤解なんだ」

　オレはしばらくそのままでいたが、やがて、長く息をついて、手の力を抜いた。

「まったく乱暴だな……。せっかく乙女おとめが理想のシチュエーションを用意してやったというのに。据すえ膳ぜん食わぬは恥はじと言うぞ」

　毒が入っていると分かりきっている飯を誰が喰らうか。

「で、どういうことなんだよ。爽さわやかな朝に不法侵しん入にゆうとは、中々に法的陵りよう辱じよくを犯おかしてくれるじゃねえか」

「陵辱だなんて……いやらしい」

　おめーほどいやらしいって言葉にギャップを感じる人間もそうはいねえな。

「別に忍しのび込んだわけではない。堂々と玄げん関かんから入ったんだ」

「あ？　どういうことだ？　ちゃんと鍵かぎは閉めたはずだが」

「うむ。だから開けて入った」

「お巡りさーん」

「国家権力はやめて！」

　桐崎は、腕うでを組んで言った。

「だから誤解するなと言っただろう。私はきちんと招待されたんだぞ」

「……誰に？　姉さんか？」

　ちなみにオレの姉、乃の出で雪ゆき華かはいつも出勤時間ぎりぎりに合わせて起きるため、現在、二階で爆ばく睡すい中である。

「いや、貴様の姉ではなく、そして貴様でもない人物だ」

「なんだそりゃ。この家にオレと姉さん以外の人間は──」

　そこまで口にして、オレは、ある予感を覚えた。

「まさか……」

　しかし、それを桐崎へ伝えるよりも早く、

「おはようございます」

　予感は現実へと変わった。

「……お前」

　オレは、声のした方を向いて、心底うんざりしたような声を上げた。

「今日もいい朝ですね。珈琲コーヒー、勝手に頂いております」

　相も変わらぬ棒読み口調で、そいつ──花か王おう曽そ根ね宮みや春はる香かは優ゆう雅がに言った。いつも通りのダボダボのスーツを着て、その裾すそから覗のぞく小さな指で、カップを握にぎっている。朝の柔やわらかな光さえを受けて、ぞっとするほど白い肌はだが際きわ立だった。

「……なんでお前がオレんちにいるんだよ」

「鍵を開けて入ったからですが」

「だからなんで鍵があるんだよ」

「貴方あなたの家の鍵が然しかるべき手段を経へて鋳ちゆう造ぞうされたからですが」

「だから！　なんで！　その鍵を！　お前がもってんだよ！」

　朝っぱらから腹立つなこいつは！

「一いつ般ぱん家庭の施せ錠じよう機能程度なら、どうとでもなります」

　うわー、今、さらっと犯罪行為をしかも上から目線で言われたぞ。

「昨日の夜、ハルから電話があってな。朝六時に貴様の家に来いと。で、到とう着ちやくしてみたらこの有様だ」

「来るんならオレにも言えよ！」

「その方が面おも白しろいかと思いまして」

「エンターテイメントを重視するな！　お前はまともに登場できんのか！」

「出来ますが、やりません」

「…………」

　もう、いい。色々疲つかれた。一日のスケジュールが滅め茶ちや苦く茶ちやだ。そんな大したもんでもねえけど。

「……で、なんだよ」

「答えの分かりきっている質問を投げかけるのはどうかと思いますが」

「答えが分かりきってるからこそ自分から言いたくねえんだよ」

　ハルは目を閉じていたが、やがて、珈琲を一口飲むとカップを置いた。

　そして、こちらを向く。

「では手短に。──【組織】からの任務をお伝えに参りました」

「……やっぱりか」

「今回はなんだ？　前みたいに、海外まで出向くのは出来れば当分、御ご免めん被こうむりたいところだが」

　桐崎が席につき、棚たなからカップを取り出すと、珈琲を注いだ。って当然のようにオレんちでくつろごうとするな。

「貴方に任務の内容に関して注文を出来る権利があるかどうかの問題はさておき──ご安心下さい。今回は国内です」

　ハルは腰こしを下ろしたオレに向かって言った。

「ある人物に対して調査をお願いしたく思います」

「……調査？」

「なんだ、国家のお偉えらいさんがまたなんかやらかしたか？」

　正直、その手の話にはもう慣れっこになってしまったわけだが。

「いえ、特にそういうわけでもありません」

　スズメの鳴き声が、微かすかに聞こえる。静かな朝の時間。それに合わせたかのような、ハルの冷たくよく通る声が響いた。

「──【死喰いの道化】、という人物をご存知ですか？」

「なに……？」

　桐崎が怪け訝げんな声を上げた。

「死喰いの道化ってあれか。ネットで噂うわさになってる都市伝説の？」

「情報量の少ない脳組織をお持ちの貴方にしては、中々の知識深さと言えますね。その通りです」

　こんなに嬉うれしくない褒ほめ言こと葉ばは初めてだ。

「【死喰いの道化】に関しての調査をして頂きたく思います。これが今回の任務です」

「……ちょっと待て。仮にも政府に属する貴様たち【組織】が、たかだかインターネットごときの情報に動くのか？」

「勿もち論ろんそれだけではありませんよ。こちらは【死喰いの道化】が今回の【女子高生連続撲ぼく殺さつ事件】の犯人であるとほぼ確信しています」

「じゃ、じゃあ、【死喰いの道化】っつーのは、実在してるのか？」

　オレの質問に、ハルは頷く。

「んじゃ、さっさと警察が逮たい捕ほすればいいじゃねえか」















「……貴方もつくづく、察しが悪い」

「ああ？」

「クギト、【死喰いの道化】が実在していると分かり、それが犯人であると判明しているのに、警察ではなく私達の元に任務の依い頼らいがあるということは、大体、どういう理屈か分かるだろう」

　……なるほど。

「つまり、警察じゃ手に負えない相手だってことか……」

「……とすると、警察側は一度、【死喰いの道化】と接せつ触しよくしているのか？」

　桐崎の問いに、ハルは、首を振った。

「その部分に関しては、今回、こちらから明らかにすることは出来ません」

「なに？」

「とにかく、今回、貴方がたに命じるのは、【死喰いの道化】に関する調査、及およびその報告のみです」

「戦え、ってわけでもないのか」

「勿論、場合によっては戦せん闘とう行こう為いを辞さない場合もあるでしょう。しかし今回に限っていえば、こちらからそれを積極的に命令、または推すい奨しようするところではありません」

「……妙みような話だな」

　唇くちびるに指を当て、桐崎が低く声を出す。

「貴様たちにしては、やけに消極的じゃないか」

「ご不満ですか？」

「特にそういうわけではない、が、気にいらないな」

「貴方の都合はどうでもいいことです。こちらは資料になりますので。それでは、お願いします」

　ハルはすっと立ち上がり、テーブルの上に封ふう筒とうを置いた。

「少し待て。【死喰いの道化】に関する調査とは、具体的にどこまでを言うんだ」

「彼かれの正体、または、それに準ずる情報があれば構いません」

「……【組織】側は【死喰いの道化】についてまるで把は握あくしていないとでも言うのか？」

「まるで、という言い方は語ご弊へいがありますが。そんなところだと思って頂いて結構です。他に質問は？」

　桐崎が、無言で首を振る。ハルは「それでは」と一礼して、そのまま音もなくオレの家を出て行った。

「……どう思う？」

　しばらくの時を経て、オレが尋たずねる。

「怪あやしいところだらけだな」

　鼻を鳴らし、桐崎は言った。

「いつもは任務のことに関して必要以上に説明がある癖くせに、今回はいやに簡潔だ。おまけに、」

「隠かくし事ごとがありやがる、か……」

　別にあいつらに裏があることなど、今に始まったわけではない。が、今回は妙にそれが露ろ骨こつだ。

「ああ、それに、事件の犯人が【死喰いの道化】だと分かっているのに、その詳しよう細さい情報も分からないから調査しろ、というのはどうにも解せん」

「なんか面倒くさいことになりそうな気がするな」

「まあ、現状、どう疑おうとはっきりした答えが出るわけではないがな」

「そりゃそうだけどよ」

　とにかく、気にいらないが、今はやることをやるしかないというわけだ。やれやれと、オレは腰を上げた。

「とりあえず、せっかくウチに来たんだ。とっとと帰るか？」

「……普ふ通つう、そこは、『一いつ緒しよに朝食でもどうだ？』と言うところではないか。文脈がおかしいぞ」

「お前がウチにいると色々とわずらわしいことが多くなんだよ」

　主に姉さんとか姉さんとか姉さんとか。

「いいではないか。私特製のスペシャルブレックファーストでも作って遊ばせるぞ？」

「幾いくらでも払はらうからやめてください」

「崖がけっぷちの拒きよ絶ぜつをするな」

　ただでさえ爽やかな朝のひと時をぶっ潰つぶされたってのに、これ以上地じ獄ごくを見せられてたまるか。

「仕方ないな……なら、一日の始まりに相応ふさわしい殺傷行こう為いでもしようか！」

「どんなタイミングでも相応しい殺傷行為なんてねえよ！」

　振り上あげた拳こぶしを、桐崎の頭に落とした。

　……今日はろくなことがねえな、こりゃ。



【死喰いの道化】。

　その噂が知られるようになったのは、【女子高生連続撲殺事件】の被ひ害がい者しやが二人目となった頃ころのことだった。

　実は一人目の被害者が殺される少し前から噂はあったという説もあるが、定かではない。とにかく当初は一部で騒さわがれていただけの怪かい人じんは、しかし時を追うごとにその広がりを持ち、今ではネット界でちょっとした有名人になっている。

　噂の内容は語る者によって多少に違ちがっているが、大体こんなところだ。



・見上げるほどに大きな男である。

・冬でも夏でも厚手のロングコートを羽織っている。

・いつもピエロのような仮面を被かぶっている。

・狙ねらわれるのは女子高校生に限定され、男は『自分が殺される理由が分かるか？』と相手に問いかけてくる。

・質問に答えられなければ、持っている武器で撲殺される。



「なるほどな……」

　放課後の屋上。オレは、桐崎の持ってきた資料を手に頷うなずいた。

「こんな奴が実在するとなりゃあ、確かにえらいことだが。それにしても、怪人ねえ」

　いまいち、信じられないところだが。

「まあ、怪かい人じん云うん々ぬんというその部分に関しては噂と考えるべきだろう」

　桐崎が、ＷＥＢページを印刷してきたという紙を手の甲こうで叩く。

「それよりも、私が以前から【死喰いの道化】に関して疑問に思っていたことがある」

「疑問？」

「これだけ大規模に広がっている都市伝説の癖に、肝かん心じんの部分が曖あい昧まいだ」

　肝心な部分って……どこだ？

「色んな資料を読よみ漁あさったが、全すべてにおいて【死喰いの道化】は【女子高生を限定して狙う】というところは同じであるにも拘かかわらず、その理由が明確にされていないんだ」

「噂なんて、そんなもんじゃないのか」

　オレの指し摘てきに、桐崎はゆっくりと首を振った。

「特定の都市伝説が広く知られるようになるには、幾つかの要因が必要になる。その一つにして必要不可欠なものは、明確な設定だ」

「設定？」

「例えば、口裂さけ女は百メートルを十秒で走ることが出来る。諸説は色々あり、人によって十秒が五秒だったりもするが、はっきりとしているのは『口裂け女は足が速い』ということだ。逆に言えば、そこがきちんとしていなければ、『足が速い奴は逃にげ切きれるんじゃないのか』という疑問が生まれ、解決出来ないと、『口裂け女に出会ったものは絶対に彼かの女じよから逃のがれられない』という話に説得力がなくなる」

　……ただの噂の癖に、色々とうるさいもんだな。

「人が嘘うそを信じ込むには、あるいは信じようと自分に刷り込むには、そうした矛む盾じゆんや疑問点が払ふつ拭しよくされていなければならない。この辺りは、漫まん画がや小説、映画などにも同じことが言えるがな」

　なるほど。それでやれ設定に無理があるとか、この人物の感情の動きが唐とう突とつ過ぎるとか、性格上この台詞を言うのはおかしいとか、批評で文句を言うわけか。全て最初に決められた通りに動く人間の方が気持ち悪いと思うが。

「それを踏ふまえると、この【死喰いの道化】が女子高生のみを襲おそう動機が曖昧とされているのはおかしい。必ずそこを突っ込む輩やからが出てくるはずだ。それに、他にもおかしい部分がある」

「どこだ？」

「解決策の提示がされていない点だ」

　桐崎が言う。

「先の口裂け女の例で言えば、彼女から逃れる方法の一つとして『ポマード』と唱える、というものがある。これは、口裂け女の口が裂ける原因となったのが整形手術の失敗とされており、その時に彼女の担当医だった男が臭においのきついポマードをつけていたからだ、と言われている。彼女はポマードと叫さけばれると、その時の恐きよう怖ふが蘇よみがえってきて、逃げ出してしまうらしい」

「へえ。たかが与よ太た話の癖に、妙に細かいんだな」

「噂が流れる内、自然についた物だろうが……このように、怪かい異いを体験したという話には必ず、そこから逃れる方法も存在している」

「なんで？」

「そうしなければ、『出会った人間は必ず殺されるのに、なんでその話が皆みなに伝わってるんだ？』という疑問が生まれてしまうだろう」

　そういえば──と、ふと思い出す。以前、初めて【死喰いの道化】の噂を桐崎に聞いた時のことだ。確か、こんなことも言っていた。

『被害者は全員死亡、目もく撃げき者しやもいないのに、一体誰が【死喰いの道化】の詳細なデータを入手出来ると言うんだ？』

「だが、知っての通り、【死喰いの道化】にはこの二点が欠けている。それなのに、話自体は結構な速度で浸しん透とうしている。おかしいとは思わないか？」

「確かにそうだが……でも逆から言えば、なんでこんなに広まったんだ？」

「……【死喰いの道化】が広く知られるようになった原因の一つとして、現実で起こっている連続殺人事件と連動しているということが挙げられる」

「そうだな」

「誰もが、【死喰いの道化】は、連続殺人事件を見た誰かがでっち上げた物だと思っただろう。だから犯行が女子高生のみになっていることや、解決策がないことに疑問を覚えなかったんだ。最初は、私が先に言った二点を踏まえていない分、噂は大して話題にもならなかっただろう。しかし、事件が進むにつれ、事情は変わってくる」

　そうか……。噂は、現実になり始めたんだ。犯人は、本当に連続して女子高生だけを殺し始めた。事件を見て立てられたはずの噂は、次し第だいに予言のごとくして真しん実じつ味みを帯びてきたのだろう。

「そうしてネットを介かいし、【死喰いの道化】の都市伝説は爆ばく発はつ的てきに広まっていった」

「背景は分かったが……結局、そりゃどういうわけなんだ？」

「つまりだな。この都市伝説は、個人によって作られたものだということだ。それも、あらかじめ、この事件が連続することを知っている人物」

「……まさか」

　オレの言葉に、桐崎は頷く。

「そう──噂を流した張本人は、【死喰いの道化】、本人だ」

　……いや、でも、待てよ。

「そんなことして、なんの意味がある。愉ゆ快かい犯はんってことか？」

「いいや、恐おそらく、違う」

　首を振ふって、桐崎は一枚の紙をオレへと寄よ越こす。ハルが置いていったものだ。【女子高生連続撲殺事件】の詳細が載のっている。

「この事件は決して快楽無差別殺人ではない。明確な目的があって行われている」

「……どうしてそう思う？」

「そうでなければ、【死喰いの道化】自身が、己おのれの噂を流したその説明がつかないからだ」

　桐崎は言った。

「これは、【死喰いの道化】からの、メッセージなんだ」

「メッセージって……被害者へのか」

　オレの言葉に、深く頷く桐崎。

「殺された彼女たちは、何らかの形で繋つながっている。【死喰いの道化】の都市伝説は、そのことを被害者へ伝えるために作られた、いわば死の宣告だ。多分、彼女たちにだけ分かる【何か】がこの噂にはあるのだろう。犯人は、被害者たちに言っていたんだ。

『次は、お前の番だぞ──』と」

　寒過ぎるくらいの風が、緩ゆるやかに凪なぐ。それだけのせいじゃないだろうが、オレの背を、ぞくりとした感かん触しよくが撫なでた。

「でも、なんでそんなことをする必要がある」

　オレは、当然出てくる疑問を口にする。

「殺そうとする奴やつに、わざわざお前を狙うって言えば、逃げちまうじゃねえか」

「どんな方法かは分からないが、逃げても追える自信があるのだろう。あるいは、」

「……あるいは？」

　桐崎は、息を吸い込んで、一気に言った。

「……犯人には、確信があるのかもしれない。被害者たちが、そのメッセージを読み取れないという」

「どういうことだ？」

　メッセージを伝えるための噂じゃなかったのか。

「何らかの理由により、犯人は彼女たちに恨うらみをもっている。だが、チャンスをやっているのだろう。もし、自分が殺される理由をまだ覚えているのなら、助けてやろう、という」

　オレは、目を見開いた。噂の一つに、この項こう目もくがあった。即すなわち、



・男は、『自分が殺される理由が分かるか？』と相手に問いかけてくる。



「……そう、つまりこれは、死の宣告であると同時に、犯人側からの最後の警告なんだ。そして、それすらも分からない、そんな奴らは、死んでも同然であるという怒いかりがあるのだろう」

　この【女子高生連続撲殺事件】の犯人、【死喰いの道化】は、決して噂されるような怪人じゃなかった。

　だが、そんなものよりももっとおどろしい、憎ぞう悪おに満ちた輩なのかもしれない。

　オレは、ハルに渡わたされた資料、事件の詳細が載った紙に視線を落とす。

　被害者は、現在で六人。いずれも、いかにも今時と言った風ふう体ていの奴らであるものの、さりとて、何かの問題があるとも思えない。そりゃ、裏じゃなにをやっているか分からないということもあるかもしれないが、これほどの執しゆう念ねんをもたれるほどの人間とも思えなかった。

「まずは、被害者の共通点を探さぐってみる必要があるだろうな」

「そうだな……しかし、どうすりゃいいのか、さっぱりだな。見たとこ、高校もバラバラみたいだが」

「いや、高校はバラバラだが、彼かの女じよ達たち、出身中学は同じだ」

「っと……ああ、本当だ。じゃあ、ここから始めるか」

　桐崎が、頷く。とりあえず、当座の目標は立てられたわけだ。

　オレたちは、とりあえず明日から調査を開始することにし、資料を片付け始めた。

　と、そこに、

「あ、ここにいた」

『うわぁっ!?』

　ほぼ不意打ちに近い形で後ろから声をかけられ、思わずハモって慌あわてふためく。素す早ばやく紙をかき集めて振り返かえると、りんが目をしばたたかせていた。

「ごめん、なにかまずかった？」

「い、いや、まずいってわけじゃねえけど……」本気で狙ってんじゃねえかと思うタイミングだな、おい。

「久遠さん、どうかされました？」

　とりあえず、体てい裁さいを取とり繕つくろった桐崎が尋ねると、りんが頷く。

「うん、校内の清せい掃そうが終わったから、二人探してたんだ。もう帰っちゃったかと思ったけど、教室に鞄かばんが置いてあったから」

「そ、そうか……」

「こんなところで二人とも、なにしてたの？　それ、【死喰いの道化】のお話だよね？」

　指差した方向には、回収し忘れた紙が一枚残っていた。

「うおっ！」

　常ならぬ速度で紙を掻かっ攫さらうと、ぐしゃぐしゃにまとめてポケットに仕し舞まう。

「い、いや、別に、なにも。桐崎に、【死喰いの道化】について色々教えてもらってたんだよ」

「そうなんです。私、そういうのが好きでよく調べているものですから……」

　桐崎の台詞せりふに、りんは小首を傾かしげながらも、「そうなんだ」と呟つぶやいた。

「クギちゃんがそういうのに興味を持つの、珍めずらしいね？」

「な、なに言ってんだお前。オレは、ほら、あれだよ。そういうの大好きなんだよ。ご飯三杯ばいはいけるよ」

　我ながら意味不明な弁解をしてしまった。

「そうなんだ……意外だなぁ」

　それでも納なつ得とくしてくれるのが、りんのりんたる、りんであるべき所以ゆえんである。頼たのむから、そのままの純じゆん粋すいさでいてくれよ。

「そ……それじゃあ、そろそろ帰るか」

「そうですね……」

　二人、ほぼ同時に立ち上がる。資料は桐崎が、鞄に入れてしまったようだ。ナイスフォロー。

「うん、そうだね。それにしても、都市伝説かあ。ねえ、【死喰いの道化】以外にも、なにか聞いたの？」

「ああ。聞いたよ」

「どんなの？」

「この学校にな。恐ろしいほどに人の世話をする女がいるそうだ。そいつは頼まれてもいないことを引き受けたり、校内の隅すみから隅までを掃そう除じしながら、ゴミがないかー、ゴミがないかーって、さまよったりしているらしいぞ」

「ふわー。恐こわいねえ。そんな人、ほんとにいるの？」

「おめーだよ！」

　これで本気なのだから嫌いやになる。

「ほえ、わたし？」

　きょとんとしているりんに少し笑い、オレは、扉とびらを開けると、桐崎に続いて先に階段を下りていく。

「…………」

「久遠さん？　どうされました？」

　桐崎が、振り返って問いかける。顔を後ろへ向けると、りんが、オレたちのことをじっと見つめていた。

「どうした？　怒おこってんのか？」

「……ん？　あ、ううん。なんでもないよ」

　はっとしたように、笑って首を振る。

「なんだ、変な奴だな」

「えへへ。ごめん。それじゃ、帰ろー！」

　小走りで駆かけ下おりて、りんは、オレを追おい越こしていった。







　　　第二章　死なない男と近付く感情





「調べたいことがあるので、しばらく時間が欲ほしい」

　という桐きり崎さきの要求に従い、今週の土曜日、オレは待ち合わせに指定された喫きつ茶さ店てんへと赴おもむいた。

　自動ドアを潜くぐり、やってきた店員に案内される前、桐崎の姿を探す。

　窓まど際ぎわに座すわっているという言葉通り、隅の方に居るのが見えた。そのまますっと動いて、資料らしき紙を確かめている桐崎に手を挙げようとした瞬しゆん間かん、

「ねえ、君、さっきからずっと一人で待ってるよね」

　別の知らない男が横入りして来たために、引っ込めた。大学生だろうか？　やたら爽さわやかな顔と柔やわらかな物もの腰ごしが、今まで恋れん愛あい方面では苦労したことなど御ご座ざいません、という過去を物語っているようだった。

「誰だれかと待ち合わせ？」

　爽やか男はテーブルに手をつくと、桐崎の顔を覗のぞき込むようにして言った。

「……そうです」

「へえ、男の子？」

「ええ、まあ」

「そうなんだ。でも、かれこれもう、三十分以上経たってるよね。ひどいなぁ。ボクならとてもじゃないけど、女の子をそんなに待たせることなんて出来ないよ」

　どうやら桐崎をナンパしようとしているらしい。それを勇気と言うか無む謀ぼうと呼ぶに相応ふさわしい行こう為いかはさて置いて、そういった光景は珍しいことでもなかった。桐崎は外見だけを言えばそこらのアイドル崩くずれよりもよっぽど優すぐれているので（あくまでも外見だけは、と念を押おしておく）これまでも同じようなことは何度もあった。しかしその都度、

「そうですか」

「うん。……ねえ、もう、その子、来ないんじゃないかな」

「わかりません」

「来ないと思うなあ、ボクは。大体ね、男なら待ち合わせ場所には先に来るべきだよ。女の子を待つ、ってその行為に楽しみさえ覚えなきゃ、一人前とは言えないんじゃないかな」

「そうですね」

　などという桐崎の冷れい淡たんな返しに、いつしかやる気をなくして去っていくのがほとんどだった。だが、この爽やか男は中々にしぶとく、ひたすらに同じような言葉を連呼している桐崎にもめげず、延々と、よくもここまで頭が回るものだと思うくらい口説き文句を連呼していく。そして、

「ね、ここ、座っていいかな」

「人を待っていますので」

「そう言わないで」

　爽やか男は了りよう承しようも得ずに桐崎の前に座ると、にこにことしながら、手を組んだ。

「ボクさあ、今、時間あるんだ。大学の授業が休講になったからね」

「そうですか」

「ね、君さえ良かったら、これからボクと一緒」

「お断りします」

　間かん髪はつ入いれずに放たれた拒絶の言葉へ、さすがに爽やか男も押されたようだ。だが、ここで食い下がるようではナンパ師の名が下がるとでも思ったのか、再び笑え顔がおを取り戻もどして、

「ね、そんなこと言わないで。──さっきから思ってたけど、君って本当、綺き麗れいな目してるよね」

　などとサブイボから始まり鳥とり肌はだだのぞっとするだの悪お寒かんを体感的に表現する全ての現象が起こりそうな発言の後、

「オレと一緒に、遊ばない？」

　桐崎の、空いた手を握にぎった。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、オレの中で、妙みような感覚が沸わき起おこる。腹の底に溜たまった水が、ぼこりと音を立てたような。こめかみに、電気が走ったような。

「やめてください」

「そんなこと言わないでさぁ」

　オレは、自分でも分からない内、つかつかと歩くと、爽やか男に近付き、その肩かたに手を置いていた。

「おい」

「……ん？」

　振り返った瞬間、

「──死ぬか？」

　にこやかに笑って、殺意表現をしてみた。

「ひ、ひいいいいいいいい！」

　爽やか男はそのまま飛び上がると、ひっくり返された亀かめみたいなポーズで寝ね転ころがった。そのまま、あたふたと体勢を立て直しながら、その場を走り去っていく。

「……クギト」

「よぉ」

　短く答えて席につき、突とつ如じよとして錯さく乱らんしながら「お、鬼おにだ！　おばあちゃんの言ってた通り、この世には鬼がいるんだぁあ！」とわめきながら出て行った爽やか男を不ふ審しんげな眼まな差ざしで見つめるウェイトレスに、コーヒーを頼む。

「遅おそかったじゃないか」

「わりぃ。バスを一本、乗り過ごしたもんでな」

　やれやれと息をつき、窓の外を眺ながめる。

「…………、なあ、クギト」

「なんだ」

「さっき怒ってなかったか？」

「別に」

「今も怒ってないか？」

「全然」

「そうか……」

　しばらくの沈ちん黙もく。運ばれてきたコーヒーを、オレは、一口飲んで、

「もしかして、嫉しつ妬としてたか？」

　吹ふき出だした。桐崎はさっとそれを避さけると、ハンカチを取り出し、かかった場所を拭ふく。

「……お前、吹き出すタイミングを狙って言わなかったか？」

「気のせいだ。それより、さっき、あの男が私の手を握った時に、ちょっとむかっときたんじゃないか？」

「きてねーよ」

「……本当に？」

「しつけーな。きてねーつってんだろ。なんでオレがお前ごときがナンパされただけで、お怒り遊ばさなきゃなんねーんだよ」

　確かに、さっき、少しわけのわからん感情に捉われたが。

「……そうか」

　と、言いながらも桐崎は、口元を緩めながら、自分のレモンティーを飲んだ。いつもなら、『ごときとはなんだ、ごときとは。仮にも恋こい人びとだぞ！』とか怒りそうなものだが。

「なにニコニコしてんだよ」

「べ、別にニコニコなんてしてない」

「してるじゃねえか。嫉妬なんてしてねえつってんだろ」

「分かっている。そう何度も言うな」

　少し眉まゆを吊つり上げながら、それでも頬ほおを赤らめて、桐崎はそっぽを向いた。

「……あの男には、感謝しなければならないな」

「なんだよ。本当はナンパされたかったのか？」

「そんなわけないだろう」

「だったらなんで感謝なんてするんだよ」

「それは……」

　訝いぶかしげな顔をするオレへ、桐崎は何かを言いかけたものの、口を閉じる。見ている内に、どんどんと耳が赤くなってきた。しばらくして、

「……言えない」

「なんだそりゃ」

　変な奴だな、と思っていると、桐崎はなにかを誤ご魔ま化かすように外の景色を眺め、レモンティーを一口飲む。そして、ぼそりと呟いた。

「……そのコーヒー、奢おごってやる」















「あ？」

「今日は、そのコーヒー、奢ってやる」

「別にいいよ」

「うるさい。素す直なおに言うことを聞け。今日は記念日だ」

「なんのだよ……」

　訝しげな顔をするも、桐崎は答えず、だがどこか楽しそうに、カップをかき混ぜていた。

「……まあ、いいか。ところで、三日待ってほしいつってたけど、なんかやってたのか？」

「ん？　ああ、うん。そうだ。忘れるところだった」

　言って桐崎は、横に置いていた紙を取り上げた。

「本来なら、直接、現物を見せた方が早いんだがな。この辺りでインターネットが出来る店はないし、そう数もないから印刷して持ってきた」

　手て渡わたされたものを、ざっと見る。何かのサイトの掲けい示じ板ばんらしい。黒を背景としていて、所々にドクロの舞まった趣しゆ味みの悪い壁かべ紙がみを使っていた。一枚目の先頭に、大きくタイトルが書いてある。

「……『桜さくらヶが丘おか中学校　Ｂサイト』？」

　なんだこりゃ。

「クギトは、『学校裏ＢＢＳ』というものを聞いたことがないか？」

「ああ。なんかニュースでやってたな」

　確か、学校が公式的に用意したものとは別に、生徒が勝手に作り上げた掲示板のことだっけか。

「なんか問題があるとかなんとか、言ってなかったっけ」

「うむ。基本的には、学校側からの規制を受けず、生徒達たちが自由に発言を交こう換かん出来る場として開かれているものなんだがな。教師には言えない悩なやみや、恋こいの相談などを匿とく名めいで書いて、コメントを貰もらうという形になっている」

「別に悪いことじゃねえだろ」

「もし、それだけだったら、学校という不特定多数の人間が集団で暮らす場において、これほど便利なものはないんだが……」

　桐崎は、腕うでを組んで紙を見下ろした。

「最近、この裏ＢＢＳで個人が取り上げられて誹ひ謗ぼう中傷をされたり、あるいは流言飛語などを振り撒まかれて誤解が生まれ、それが元で自殺へ追い込まれたりする事件が多発してな。あるいは誰だれ々だれを無視しようなどと言ったスレッドを立てて集団イジメを発生させようとしたりする輩も居て、結構な問題になっているそうだ」

「……性た質ちがわりぃもんだな」

　今までもイジメとは酷ひどいもんだったが、少なくとも誰がやっているかということくらいは分かっていたはずだ。あるいはほとんどの場合、自分のクラス内だけで終わり、少なくとも休み時間や放課後などには何ど処こかへ逃げることが出来た。

　しかしこれでは、名前が分からないために誰が、何人で自分を虐いじめているのかも分からない。仲間だと思っている奴らも実はイジメグループの一員であったりする可能性もあるわけで、イジメを受けている奴は本当の意味でどこにも居場所がなくなってしまう。

「で、当の加害者たちは素す性じようが知れないために問題にされることはないってわけか」

　胸むな糞くそ悪い話だ。聞いているだけで反へ吐どが出る。

「別に正々堂々とやれ、なんて言わねえけどよ。せめて同じ土ど壌じようにしとけよな。他人を傷つけて、自分は傷つきたくないなんてのはガキ以下の言い分だろ」

「……正論だな」

　桐崎が、自じ嘲ちよう気味に笑う。

「……っと、わりぃ」

　しまった、とオレは自分を殴なぐりたくなる気分に駆られる。配はい慮りよに欠けた言動だった。桐崎は、今ではもう、元の冠かんむりがついているものの、かつて人を何人も殺あやめた人間だ。今の俺おれの言葉は、痛みを伴ともなって届いたのかもしれない。

「いや、気にするな。その通りだ。……誰かを傷つける以上は、自らも傷つく覚かく悟ごを持って行わなければならない」

　オレは、頭を掻いて、これ以上この話題を続けても仕方ないと踏んだ。

「……それで、これが桜ヶ丘中学校の裏掲けい示じ板ばんだってわけか」

「ああ。クギトは【アリスの茶会】というサイトを覚えているか？」

　オレは、しばらく思い出すように視線を泳がしてから、「ああ」と頷うなずいた。以前、桐崎がオレに紹介した闇やみサイトだ。犯罪嗜し好こうを持つ人間が集まってどうたら語り合ってるところだっけか。

「被ひ害がい者しやたちの共通点が中学校のみであるとすれば、そこで何かあった可能性が高いと思ってな。サイトで裏ＢＢＳがないかどうかを調べて欲しいと願い出たら、すぐに返事があった。掲示板自体は既すでに教師の手で削さく除じよされていたようだが、ログは残っていたようだ」

　なるほど。ああいうところも捨てたもんじゃないってことか。そういう方面でしか役に立たないのがなんだが。ともかく。

「そして……この裏ＢＢＳには、【死し喰くいの道どう化け】に殺された被害者たちの情報が載っていた」

「なに？」

　桐崎が、二枚目を取り出して、オレの方へ滑すべらせる。指で止めてみると、確かにそこには、今まで殺された奴らの名前が載っていた。

「どうやら彼かの女じよたちは、誰かを苛いじめていたらしい」

「……まじか」

　そのスレッドには、『桜ヶ丘中学校から、白豚ぶたを追放しよう！』というタイトルが書かれていた。その下に続くレスには、【白豚】と名付けられた誰かを苛める計画がつらつらと書かれている。

『正直調子こいてる白豚が、臭くさくて堪たまらないのでこの学校から追い出しましょう。皆でやれば恐くない。このスレに参加してくれる人たち全すべてが仲間です！』

　レスに書かれている参加人数は、結構なものだった。これらが全員、毎日のように嫌がらせを繰くり返せば、イジメを受ける相手に与あたえる精神的なダメージはかなりのものになるだろう。

「でも、これ、匿名だろ。あいつらがやったとは限らないんじゃないのか」

「これが、その後に立てられたスレッドだ」

　オレのその言葉を待っていたかのように、桐崎がもう一枚の紙を差し出した。そこには、こう、タイトルが綴つづられている。

『白豚から、皆みなへ』

　記事は、淡たん々たんと、だが、書き手のあらゆる負の感情が文字を通って伝わってくるかのような、そんな狂きょ気うきを孕はらんだ文章で並べられていた。



『皆はもう卒業する頃ころでしょうか。もう、居なくなってしまった人間のことなんて、忘れているでしょう。

　記き憶おくは薄うすれ、いつか消え去っていきます。

　だけど過去はなくならず、ただ、厳然とそこに存在するばかりです。

　皆は先を見つめて桜ヶ丘中学校を出て行くのでしょう。

　だけど、皆に苛められた『白豚』はここに居る。

　あの頃からずっと。

　過去を見つめ、過去に縛しばられ、過去に追い詰つめられ。

　皆はこれから大人になっていくのでしょうか。大学に入り、やがて面接を受け、あるいはまた試験を通り、目指す仕事につくのでしょうか。温かな家庭を築くのでしょうか。

　過去の出来事には蓋ふたをして、あの頃は若かったんだと少しばかりの後こう悔かいと共に、現在に目を向けて生きるのでしょうか。

　それならそれでもいい。そうしたいならすればいい。

　だけど過去はなくならない。

　貴方あなたたちのやっていたことはまだ過去に存在している。

　決してなくなってなどいない。

　だから許さない。

　絶対に、許さない。

　山やま口ぐち美み恵え。三み船ふね佳か織おり。香か苗なえ良りよう歌か。源みなもと和かず恵え。有あり馬ま久く美み。福ふく本もとめぐみ。篠ささ原ばら恵え那な。

　彼女たちがここを教えたのも。何が出来るかという挑ちよう発はつだったのでしょう。

　そう、何も出来ない。

　たった独りである『白豚』には何も出来ない。

　だけど忘れない。

　過去にあった全てのことを。

　一つとして忘れはしない。

　あなたたちが今を生きる権利などないことを。

　いつか、必ず、教えるために。

　決して、忘れは、しない。

　忘れない。忘れない。忘れない。忘れない。忘れない。忘れない。忘れない。忘れない。忘れない。忘れない。



　絶対に、許さない』



　文章は、そこで終わっていた。

　レスにはスレッドを立てた主に対して、追つい及きゆうする声が上がっていた。しかし結局なんの反応もなく、やがてそれらは途と切ぎれていった。

「……ここで名前が上がったことで、イジメを追及することは出来るのか？」

「無む駄だだろうな。所しよ詮せんはインターネットの情報だ。本人たちが濡ぬれ衣ぎぬだと言い、証しよう拠こがなければそれ以上のアクションは起こせないだろう」

「この、『白豚』って奴やつは、今、どうなってるんだろうな」

「分からん。あるいは、この人物こそが【死喰いの道化】なのかもしれん」

　そうでなくても、関係者であることは、確かってわけか……。

「他にも何人か、こいつを苛めていた奴はいるみたいだけど、中心グループになってたのはここに名前が載のっている奴らだってことか」

「そういうことになるな」

　息をつくと、桐崎はレモンティーを口に含ふくむ。

「……あれ」

　オレの言葉に、深く頷いて、

「気付いたか」

「あ、ああ。……一人、多いな」

　今まで殺された被害者は、全部で六人。だが、ここには七人目の名前がある。

「篠原、恵那……」

「恐おそらく彼女が、最後の一人だ。……【死喰いの道化】が狙ねらう、ターゲットのな」

「だったら、とっとと行って教えてやりゃいいんじゃねえのか」

「彼女の住所が分からん」

「その辺りはハルにでも頼めばすぐ教えてくれそうな気もするが」

　桐崎は、ゆっくりと首を振ふる。

「確かにそうかもしれん。だが、自分が【死喰いの道化】に狙われているということが分かったところで、それがいつ決行されるのか不明なら、ずっと警けい戒かいし続けていることは事実上不可能だろう。今のところ、奴が事件を起こしている時期は一定していない」

「そりゃそうだが」

　だったら、どうすりゃいいっていうんだ。オレは腕を組んでうなった。

「……尾び行こうか？」

「それしかないだろうな」

「面めん倒どうくせえなぁ。しょうがねえけどよ。……じゃあ、ハルに家でも調べてもらって、言いに行くか？」

「それなんだが」

　渋じゆう面めんを作って、桐崎が言う。

「ハルに連れん絡らくを取ってみて調べてもらったところ、どうもこの篠原恵那という女、ほとんど自宅には帰っていないらしい」

「どういうこった」

「複数の男の家を渡わたり歩あるくか、あるいはネットカフェ、漫まん画が喫きつ茶さ、カラオケボックス、カプセルホテルなどを転々として暮らしているらしいな」

「……なんで？」

「その辺りは分からん。大方、典型的な反はん抗こう期きというやつなのだろう。親にあれこれ言われるのが嫌で、出て行ったんじゃないか」

　なんとまあ。ありふれた青春を送ってやがるな。

「じゃあ、どうすりゃいいんだよ」

「それなんだが……」

　桐崎は、資料を纏まとめて整えると、鞄かばんへと仕し舞まった。

「篠原恵那は売春行こう為いで金を稼かせいでいるらしくてな。ネットの出会い系サイトで知り合った男と、一時間幾いくらで付き合っているらしい」

　うーむ。またしても基本的な性の乱れだ。どうしてこう、そういう奴らってのは、型に嵌はまった違い法ほう行こう為いに手を出すのか。

「その男たちと、いつも待ち合わせする場所があるらしい」

「……っつーと」

「うむ。幸い、顔写真はこちらで入手してある。そこで待まち伏ぶせして、出て行ったところをつけるしかないだろうな」

「追いかけていって、話すわけにはいかないのか」

「……【死喰いの道化】が現れるまで、ターゲットは泳がしておく必要がある。素直に話して言うことを聞くようには思えないからな。悪いが彼女には囮おとりになってもらうしかない」

「ちょっと待て。じゃあ、オレたちは、【死喰いの道化】がしの……しのなんだっけ？」

　どうも人の名前を覚えるのは苦手だ。

「篠原恵那」

「そう。そいつを狙うまで、ずっとつけなきゃいけないわけか」

「……まぁ、そうなるだろうな」

「勘かん弁べんしてくれよ……」

　うんざりする想おもいで、天てん井じようを仰あおいだ。

「安心しろ。とある事情で、少し貴様には付き合って貰わなければならないが、その後は私一人でやる。何かあれば連絡する」

「…………」

　オレは、そのまま、視線だけを桐崎へやって、

「……そういうわけにいくかよ」

　嘆たん息そくした。

「なに？」

「あんま、オレを侮あなどるなよ」

　体を起こして、桐崎を、真まっ直すぐと見み据すえる。

「言ったろ。オレは、お前に最初から最後まで付き合うんだって。いい加減、その変に遠えん慮りよする癖くせ、やめろ」

「いや、しかし、貴様には姉への配慮もあるし、私は独り暮らしだから……」

「うるせぇ」

　でこピンすると、「てっ」と顔をしかめた。

「四の五の抜ぬかさず付き合わせろ。約束しただろ」

「…………」

　わずかに笑ったオレへ、しばらくの後、桐崎は微笑ほほえみ返した。

「ありがとう、クギト」

「別に、礼を言われるこっちゃねえよ。……で、さっき言った、とある事情ってのはなんだ？」

「あ、ああ、それか。それは、だな」

　何な故ぜか突とつ然ぜん、焦あせったように目を逸そらす桐崎。口の中で、もごもごと形にならない言葉を呟いた。

「あ？　なんだよ」

「いや、それが、その」

　わずかに頬を朱しゆに染めて、桐崎が言った。

「……実は、篠原恵那が待ち合わせする場所に、問題があってな」

「問題？」

　おずおずとこちらを向いて、遠慮がちに、続きを話す。

「それが、その──」



「……本当にここなんだろうな」

　オレは、辺りの様子を窺うかがいながら、声を潜ひそめた。

「確かにそのはずだが……」

　桐崎も、半ばソファに埋うもれるようにして身を隠かくし、それでもぎりぎり、周囲は見み渡わたせる形で様子を探さぐっている。

「にしても、ろくでもねえ場所だな」

　呆あきれ混じりの吐と息いきを漏もらして、オレは、壁かべに背を預ける。

「く、クギト」

「なんだよ」

　左を見やると、桐崎が、顔を赤らめながら、遠慮がちに見上げてきた。

「その……もう少し、くっついてくれ」

「……やだよ」

「べ、別に、そういうわけじゃないぞっ」

　やけに語気を荒あらくして、反論してくる。

「そ、そういう店なんだから、仕方ないだろう。寧むしろ、今みたいに離はなれているのが、不自然だっ」

　……そういうもんか？

　オレは、ちらと、近くに視線を走らせた。

　どうにか足元が見える程度に照明が絞しぼられた薄うす暗ぐらい店内は、既に多くの客でにぎわっていた。

　あちらこちらから、艶なまめかしい声が聞こえてくる。

　向こうの席からは、紫むらさきの光に照らされた真っ白な足が伸のび、宙を混ぜるようにして緩ゆるやかな動きを見せていた。

　隣となりに目をやれば、薄っぺらいカーテンで仕切られた向こう、ほとんど半はん裸ら同然の男女が絡からみ合あい、互たがいを求め合っている。

　この場所で、【死喰いの道化】が狙う最後のターゲットは、売春相手と待ち合わせをしているのだ。

　出会い喫きつ茶さ、と言うらしい。オレも初めて聞いた。

　ようするに、カップルが集って、乳ちち繰くり合う場所という認にん識しきでいいのだろう。こういう場所が平然と街中に存在し、しかも昼の最中にこんな世界が展開されているとは。

「……どうかしてるぜ」

　世の中、大だい丈じよう夫ぶか？

「く、クギト、だからな、これは別に、私が、要求してるんじゃなくて、だな。その、つまり、これがこの店のルールで、だから」

「あー、分かった分かった」

　確かに、こんな空間で普ふ通つうに座すわっているのも妙だろう。オレは、やれやれと息をつき、桐崎の肩に手を伸ばす。

「…………」

　珍めずらしく緊きん張ちようしているのか、固まったまま動かない桐崎を、そのままぐいとこちらの方に引き寄せた。

「はう」

「どうした」

「……なんでもない」

　顔を伏ふせて、震ふるえるような声で言うのに、オレは片眉を上げつつ、抱だき寄よせる形で桐崎とくっついた。

　…………。

「…………」

「…………」

　……気まずいんだけど。

「……本当に来るんだろうな」

「た、多分、そのはずだ。ほぼ、毎日のように行っているらしいからな」

「なら、いいけどよ」

　なんか、すげー、なんつうか。

　妙な気分になってくる。

「落ち着け……相手は桐崎だぞ。ああ、桐崎さ。誰だと思う？　桐崎なんだよ」

「人の名前を精神安定に使うな……」

　気にするな。

　くそ、なんか、こっちまで変に緊張してくんじゃねえか。どうしたってんだ、オレは。

「く、クギト……」

「……なに」

　平静を装よそおって答えると、桐崎は、潤うるんだ目で見つめてきた。

「こ、このままずっと、くっついているだけというのも、おかしいと思われないか？」

「だからって、これ以上、どうしろってんだよ」

「そ、それは……」

　俯うつむき、ごにょごにょと、口の中で言う。オレが問い返すように、「あ？」と言うと、桐崎はぼそりと呟つぶやいた。

「……ス、とか」

「ス？　酢す？　カップルってのはこういうところで酢を飲むのか？」

　不健康なのか健康なのかよく分からん構図だな、それ。

「ち、違ちがう。あの、今のは、忘れてくれ！」

「そう言われると気になるな……教えろよ」

「うるさいっ。あの、だからだな、もうちょっと、こう、なにかあるだろう！」

「なにかってなんだよ」

　桐崎は、しばらく考えるように目を泳がせていたものの、いきなりオレの方をばっと向いた。

「そうだ、クギト！」

「うるせえな。だからなんだよ」

「一つ、私の乳でも揉もんでみないか？」

「揉むか！」

　気軽にセクハラを強要するんじゃねえ！

「いいじゃないか。減るもんじゃなし」

「女からその台詞せりふを投げかけられる日が来るとは思わなかったよ……」

　桐崎は、顔を真っ赤にしながら、オレの空いた手をとった。

「ほら、こう、思い切って、何回か揉んでみろっ。いいものだぞっ」

「揉まねえつってんだろうが……！　あ、お前、さては混乱してんな!?」

「し、してないっ。そうか、貴様、以前から思っていたが、実はおっぱい星人ではないな!?」

「純正の地球人だよ……！」

「ならば太ももかっ。それとも、二にの腕か!?　あるいはおへそか!?　どれでも好きに眺めるといい、今ならその、ちょっとだけなら、舐なめてもいいよ？」

「心の密ひそかな願望を覗のぞいた気になってんじゃねえ！」

　ぐいぐいと迫せまってくる桐崎の顔を、オレは手で押おさえた。

「とりあえず、落ち着けてめーは。隠おん密みつ行動の意味がねえだろうが」

「うぐぐ……で、でも、だって。じゃあ、あの、一いつ旦たんちょっと、落ち着かせてくれ」

　そう、少しばかり冷静になった声で言うので、オレは、桐崎を制するのを止めた。

　二人して、荒い息を吐はき、呼吸を整える。正直、周りの注目を集めたかと思ったが、奴らは自分たちの欲求を発散するのに必死だった。

「……落ち着いたか？」

「うむ。心は落ち着いた」

　そうか。それはなによりだ。ん？　『心』は？

「……だが、肉体はまだのようだ」

　異変に気付いたものの、時ときすでに遅し。桐崎は、上がった体温を自分で抑おさえきれないかのように、その体を抱きしめていた。とろんとした目で、オレのことを見つめ、唇くちびるを細い舌で舐める。

「……おい、ちょっと待つ、という選せん択たく肢しはなしか？」

「なしだ。……緊張が解けたら、今度は別の感情を我が慢まんできなくなってきた」

　オレは、そのまま、猫ねこのように四つんばいで迫ってくる桐崎から逃にげようと、じりじり後ずさりする。

「おい、あのな、あれだぞ。こんなところで、そんなことしたら、騒さわぎになるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。他の客は自分たちのプレイに夢中だし、出来るだけ手早く済ませる。それに」

「そ、それに？」

　伸ばした手で、ゆっくりと、スカートをめくっていく。露あらわになるクマ印のショーツと、艶つややかな太ももに装そう填てんされたホルスター。そこに収められた、一本のナイフ。柄つかを握にぎって引ひき抜くと、桐崎が言った。

「声を出しちゃいけない状じよう況きようでするのも、より興奮するだろう？」

　変態レベルが上がっているぞ、こいつっ!?

「おのれ、余計な経験値を積みやがって……」

「そろそろ、魔ま王おうさえも倒たおせる勢いだ」

　一生の願いでいいから、こいつもろとも爆ばく発はつする魔ま法ほうが使えねーかな。

「他の皆だってやってるんだ。私たちだって、少しくらいはいいだろう……？」

「おめーはさっきの恥はじらいを性欲の時にも継けい続ぞくしろよ！」

「女は幾つもの仮面をもっているものなのだ」

　既に人格が分ぶん裂れつしてるに等しいじゃねえか！

「さあ、四の五の言うな」

　桐崎はオレの服のボタンを一つずつ外し、自分も襟えり元もとを緩め、火ほ照てった肌はだを冷ますように、ナイフの腹を当てた。そして、淫いん猥わいな笑えみを浮うかべる。

「今日は少し、大だい胆たんになっちゃおう──？」

「他のどの時でも必要ないから、今この瞬しゆん間かんだけ慎つつしみ深ぶかくなれよお前は……！」

　だが、オレの言葉など端はなから聞いているわけがない。そもそも、こんな店に来た時点で、こいつがこういう状態になるのは予想できたはずなのである。桐崎と付き合って随ずい分ぶんになるのに、オレには未いまだにこういうところの危機感がなさ過ぎる。いや、そもそも、『こんなところに来たら、一いつ緒しよにいる女の子に刺さされちゃうかも……!?』なんて不安を、常ながら抱かなければならない今の状況が異常なんだと思うが。そんな奴いねーよ。いるけど。ここに。

「えいっ」

　ぐさり。

「ぎゃあ！」

　色々逃とう避ひしていたのに一気にリアルに引き戻もどされた！　いい加減、現実から目を逸らしたい！

「あぁ……。なんだかんだで、最近、すっかりご無ぶ沙さ汰ただったからな。やはり、一度はクギトの腹をこうやって突つき刺さなければ、一日が終わった気がしない」

　人の体を風ふ呂ろみたいに言ってんじゃねえ。普通の人間だったら一日どころか人生そのものが終わってんじゃねえか。

　桐崎は恍こう惚こつとしながら、遠慮もなくぐりぐりとオレの腹を刺し、そのまま、上へと少しずつ切り上げていった。痺しびれるような痛みが、全身を走っていく。

「ウフフフフフフ」

「つっ……、お前、なあ。いい加減に……」

　と、そこまで、オレが言ったその時だった。視界に、ふっと影かげが過よぎったのである。我ながら、慣れてきたとは言え自分を褒ほめてやりたいぐらいだが、オレは桐崎に刺されながらもそちらに注意を払はらうことが出来た。

「……！　おい、桐崎……！」

「この滑りのある血、刃はが沈しずみ過ぎることもなく、また、浮き過ぎもせず……実に理想的な肉の感かん触しよくと言える。また、内臓部の堅かたさも理想的で……」

「桐崎この色ボケ刺し殺さつ発はつ狂きようクソ女！」

　起き上がり様、思いっきり頭をひっぱたいた。

「ぎゃんっ」

　そのまま転がると、頭を押さえながら、起き上がる。

「今なにか、自分のありとあらゆる毒をかき集めた悪口をぶつけられた気がする……」

　おめーの歪ゆがんだ肉体選評なんてナノサイズ足りとも聞きたくねえんだよ。

「あれ見ろ、馬ば鹿か！」

　オレは、小声で向こうを指差す。桐崎が名な残ごり惜おしそうに、血のついたナイフを拭ぬぐって仕舞いながら、「なんだと言うのだ……」と視線をやって、

「……！」

　目を見開いた。

　そう、そこには、これから店を出て行こうとする男女が居た。

「……ようやく姿を現したな」

　恐らくはずっと店の中にいたのだろう。だが、薄暗く見えなかったに違いない。

　だが、入り口には客の顔を確かめるためかスポットライトが照らされているため、はっきりと見てとれた。

　一人はサラリーマン風の中年男、そしてもう一人は、

「篠原、恵那──」

　そう、間ま違ちがいなく、【死喰いの道化】が狙う、最後のターゲットだった。



「……で、どうするよ」

　それから二十分。オレたちは、立たち尽つくしていた。

「そう言われてもな……」

　桐崎も、どうしたものかと眉まゆ根ねを下げて、目の前の建物を見上げる。

　篠原恵那を尾つけてからしばらく。

　二人は腕うでを組んだまま街を歩き、最初はカフェに入って何か話をしている様子だった。それから男の方が篠原恵那に封ふう筒とうを手て渡わたし、彼女はその中身を確かめると、深く頷いた。

　それから同時に腰こしを上げると、店を出て、またどこかへ向けて歩き出だす。当然ながら、オレたちはそれについて進んだ。

　その時、男と篠原恵那を見失うまいと、背中ばかりを見つめていたために、オレは全く気付かなかったのである。

　二人は、いつのまにか、人気のない場所まで来ていた。そこは、辺りにいかがわしい名前のついた風ふう俗ぞく店てんや、何に使うのかも分からない怪あやしげなグッズを売る店などが並ぶ通りで、おまけに、付け加えて言うなら、

　ホテル街だった。

　いや、よく考えれば、もしくは、そう深く考えないでも、分かったはずだ。

　売春って、そういうことだ。

　髪かみの毛けを派手に染め、耳にピアスをじゃらじゃらつけたいかにも今風と思える篠原恵那は、そのまま、何の躊ちゆう躇ちよもなく中年男と一緒に、ホテルの一つへと入って行ってしまった。

　その直後である。

「ここで待ってた方がいいのか……？」

「確かにそうするべきなんだろうが、少し、人の目が気になるな」

　桐崎は、困ったように、周囲をちらちらと窺いながら言った。その台詞に、オレも頷く。この辺を歩いているのは、皆、当然ながらカップルばかりだ。そんな中で、ホテルを前に突っ立ったままでいるオレたち二人は、さぞかし奇き異いな存在に見えていることだろう。

「それにクギト、少し思ったんだが」

「どうした」

「いや……」

　桐崎は、ホテルを仰いで、ぼそりと言った。

「……さっき一緒に入って行った、中年男が【死喰いの道化】ということはないか？」

「なっ」

　なんだと!?

「いや、でも、それは、ありえるのか？」

「奴はターゲットが一人になる瞬間を狙っているのだろう。ありえない、とも言い切れないと思うが」

　そりゃそうだけどよ……。

「あの中年男が、【白豚ぶた】って呼ばれてた奴となんか関係あるってのか」

「父親、とか？」

　うぐ。確かにそうか。いや、まあ、可能性は薄いけどよ。でも、だったら、なにか、

「……もし、そうだとしたら、結構やばいか？」

「だと思う」

「じゃあ、どうするんだよ」

「それはなんというか……」

　頬ほおをぽりぽりと掻かいて、桐崎は、オレの方をちらりと見た。

「は、入るしかないんじゃないか？」

「ええ!?」

　オレは、そのままずさっと距きよ離りをとった。

「お前とホテル入んの!?」

「嫌いやか？」

「嫌です！」

「全力の拒きよ絶ぜつ!?」

　桐崎が、怒おこったように頬を膨ふくらませる。

「そんなに嫌がらなくてもいいだろう！」

「いや、でも……」

　そんなもん、ぐつぐつ煮にえてる釜かまの湯を目の前にしてるのに、『もう、飛び込んじゃうしかないんじゃない？』って訊きかれているようなもんだと思うんだが。

「だが、もしものことを考えれば、今しかタイミングはないぞ。受付が終わって行ってしまえば、ターゲットの泊とまる部屋が分からなくなってしまう」

「そ、そう言われればそうなんだけどよ」

　果てしなく確信に近い予感めいた絶望の未来が口を開けて待ち受けているようなそんな気がするわけで今すぐどこかへ旅立ちたい。

「大丈夫だクギト。何もしない」

「それ、ホテルに連れ込む男がよく使う常じよう套とう文句だよな」

「ナニはするかもしれんが」

　十八の女が口にしていいシモネタじゃねえ。

「大体お前、さっきやったこと忘れたのか。あんな見境なく発情する奴の言うことなんて誰だれが信じられるか」

「失礼だな。発情期の猫じゃあるまいし、誰も彼かれもに見境なく襲おそい掛かかるわけがない！　私が興奮するのはクギト限定だ！」

「びっくりするくらいありがたくもない話だな！」

　付け加えるならオレの安全性を保証してる発言じゃねえよそれ。寧ろ危険度が高まったわ。

「さあ、緊きん急きゆう事態だぞ、クギト！　覚かく悟ごを決めろ！」

「嫌だ──っ！」

　絶ぜつ叫きよう。渾こん身しんからの迸ほとばしる想い。

　だが、いつでも希望など、厳然と聳そびえる現実という巨きよ人じんに押し潰つぶされる運命なのである。

　などという詩人ぶった言葉を吐いても無駄のひと言で。



　オレは、人生で初めて女とラブホテルに入った。

　姉さん、泣きながらシャワーを浴びていても事情は聞かないで下さい。



　意外に広いんだな、というのが最初の感想だった。何なん畳じようあるかは分からないが、不必要なほど巨きよ大だいなベッドと、観葉植物、ソファにテレビ、化け粧しよう台だい。置いてあるのはそれくらいなもので、ようは普通のホテルと変わらないのだろうが、何故か天井が鏡張りになっている。

　どうにかぎりぎり間に合って、ターゲットが泊まったところの隣を借りることが出来た。部屋を指定出来るようになっていたのが幸いだったと言えよう。受付で「休きゆう憩けいで」と口にする時のなんとも言えない気き恥はずかしさは、恐らくこれから先も慣れることはあるまい。

「やれやれ……」

　自分の人生で最も縁えん遠どおいと思われる場所に入ることになろうとは、一寸先は闇やみとはよく言ったものだ。オレとしてはその先が奈な落らくかもしくは針の山でないことを祈いのるばかりである。

　桐崎は入ると同時につかつかと進むと、まず壁に耳を当て、次いでとんとんと叩たたいた。

「なにしてんだ」

　手て持もち無沙汰になって尋たずねると、桐崎は頷うなずいてこちらを向いた。

「壁の薄うすさを調べていた。まずまずだ。これなら物音がすれば察知出来るだろう」

「そりゃ結構」

　意外なほど冷静な口調に、先ほどまでの不安は杞き憂ゆうだったかと安あん堵どの息をつく。幾らこいつでも、時と場合というものは、わきまえて……いなかった時が多かった気もするが、とにかく、今、この瞬間だけは、ここにやってきた目的を忘れてはいなかったらしい。

「さて……」

　桐崎が、腕を組んで呟く。

「クギト」

「ん？　なんだ」

「先に……シャワー、浴びてきていい？」

「浴びんな！」

　前言撤てつ回かい！　やっぱりこいつの辞書にＴＰＯなんて言葉は今までもこれからも存在しねえ！

「だって、汗あせの匂におい、嗅かがれちゃう……それともクギトは、そういうのが好きなのか？」

「流し目で見るな！　頬を赤らめるな！　そんな趣しゆ味みはねえ！」















「なら、別の趣味があるとでも言うのか……！」

　勘かん違ちがいした方向に驚きよう愕がくしてんじゃねえ。

「よかろう、貴様が望むなら、私は幾らでもその要求に応こたえてやろう。まずはどうする。やはり緊きん縛ばくは基本か？」

「お前の言うそれが基本になっているのは、オレの住んでいる世界とは別だと願いたいな」

　それはもう切に。

「なら、まさかクギト……貴様、放ほう尿にようプ」

「ウラァッ！」

　蹴けりを放ったが、桐崎は華か麗れいに跳とんで避さけた。畜ちく生しよう、無駄に身体能力だけはありやがる。

「まあ、半分冗じよう談だんは置いといてだ」

　もう半分は本気じゃなくて遊びだって解かい釈しやくでいいんだよな。

「とりあえず、隣で何か起こるまで、あるいは何も起こらないことを確かく認にんするまでは待機だな」

「……おう」

　桐崎は、そのままベッドに腰こし掛かけた。オレはしばらく立っていたが、特にやることもなく、仕方ないので桐崎と少し離れた場所に座った。

　二人、無言の時が流れる。デジタル時計の数字だけが、場の変化を表すただ一つの存在だった。

　……暇ひまだ。

　いや、普通、こういう場所を利用する奴やつらっていうのは、ヤることヤる目的で来るわけだから、こんな風な時間の使い方をしないんだろう。あるいはカラオケの設備なんかもあるわけだし、テンションを上げるためにそういうことをするのかもしれない。が、オレたちは別に遊びにきたわけではなく、そんなことするような間あいだ柄がらでもなかった。

　ただひたすら、何をすることもなく過ごす。

　やがて、桐崎が、ぽつりと言った。

「なにか、あれだな」

「あ？」

「こうしていると……カップル、みたいだな？」

　ちらりと桐崎がこちらを見てくる。先ほどみたいに茶ちや化かしているのではなく、どこか少し怯おびえながら相手の様子を窺うような、奇き妙みような態度だった。

「なにも、そんな改まって言うようなもんじゃねえだろ。蒼せい蘭らん島とうでも二人部屋だったし」

「それはそうだが、あの時は二人とも、夜はすぐに寝ねてしまったし。他ほかは久く遠おんりんと共にあっただろう」

　ああ、そういえばそうだっけか。……そういや、色々あったんだよな。あの時は。忘れてはいないけど、なんか、随分と前のような気がする。

「…………」

「どうした？」

「いや、なんでもない」

　ふと、蒼蘭島の時に、桐崎を抱きしめた記き憶おくが蘇よみがえる。オレは、慌あわてて首を振って、浮かんできた映像を消す。あの時のことを思い出すと、どうにも変な気分になる。

「……ああ、そういえばそれより前に、屋や敷しきで二人きりになった時もあったな。これよりもっと広い部屋だけどよ」

「ん？……ああ、あの時か。そうだな」

　あれは、かれこれ、半年も前のことか。なんだかんだで、まだ桐崎と出会ってから、一年も経たっていないのだ。

　しかし、それにしては、あまりに色々とあり過ぎた気がした。今までの十何年かを凝ぎよう縮しゆくしたかのような、濃のう密みつな事態の数々だったから。

　もしオレが、桐崎と出会っていなければ、今、一体どうなっていただろうか。いや、きっとこれまでと何も変わっていなかっただろう。適当にだらけて、適当に腐くさって、それでなんとなく、人生を過ごして、何十年後かに寿じゆ命みようで朽くち果はてていたはずだ。

　だけどこいつと出会って、オレは、やはり、変わったのだと思う。何がどう、とまでは言えないが、それでも細かな部分。色々な場所で。それを感じることがある。以前りんにも言われたが、それはやはり、正しかったのだろう。

　それは良いことだったのだろうか？

　それともオレは、あのままでいるべきだったのだろうか。

　分からないし、分かる時があるのかどうかも分からなかった。

　そして。

　今、オレの隣にいる、桐崎恭きよう子こという女。

　かつて【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】と呼ばれ、多くの命を奪うばった人物。

　今は【組織】に属ぞくし、相手側の要求に従う日々を送っている。

　こいつは、オレと出会って、変わったのだろうか。

　かつて、桐崎はオレに言った。

　どうしていいのか分からない、と。

　オレという【死なない男】に出会い、今まで抑え込んで来た自分を曝さらすことによって、どんどん普通の女みたいになっていくことが、怖こわかったのだろう。

　だからオレと、どう接すればいいのか分からないと。

　そう、震えながら零こぼした。

　その時、オレは言った。

　分からないなら、分かるまで、悩なやむしかないんじゃないかと。

　迷う余地くらいなら、お前にだって、残されているんだと。

　今は、どうなんだろう。桐崎は、自分のことをどう考えているのだろう。

　葛かつ藤とうか。苦く悩のうか。あるいは、諦てい観かんか。

　尋ねるなんて野や暮ぼな真ま似ねはしたくなかった。だからオレは、まだ、待っているのだ。いつ返るか分からない答えを。そう、桐崎に約束したから。

「なあ、クギト」

　桐崎が言う。オレは顔を向けた。

「あのな、こんな時に、なんなんだが」

「どうした」

「ずっと、訊きたかったことがあるんだ」

　オレは、小首を傾かしげて、続きを促うながした。桐崎は顎あごを引いて、躊躇ためらうような間を開けた。それでも、口を開く。

「……クギトは、久遠りんのことが、好きか？」

　目をしばたたかせる。あまりに意外に意外。存外と呼ぶに相応ふさわしいような問いかけだったからだ。

「なんで、そんなことを訊く？」

「あ、いや、特に深い意味はないんだ」

　桐崎は首を振ふるのに、オレは、視線を天てん井じようへと上げた。鏡の中の自分と向き合う。おい、どうなんだ？　とオレは尋ねた。どう思ってるんだ、お前は。

「……そりゃ、嫌きらいならここまで付き合ってねえけどよ」

「それは、分かっている。だが、私が言いたいのは」

「いや、それくらいならオレも分かってるよ。……そうだな」

　頭を掻いて、オレは言った。

「正直なところ、分からん、というのが本音だ」

「……分からない、か？」

「人を好きになるとか、勿もち論ろん、愛情って意味でだが。そういうのが、どうにもわかんねえんだよ。今までそんなこと、考えたこともなかったからな。考える必要もなかったし」

「……そうか」

「突とつ然ぜん、変なこと訊くな」

「すまん」

　苦く笑しようして、桐崎は目を閉じた。そのまま、オレに、そっと寄りかかる。一いつ瞬しゆん、警けい戒かいしたが、特に何もしてこなかった。桐崎は少し頬を染めて、囁ささやくように言う。

「……クギト、私は、幸せだと思う」

「あ？　なにが」

「今を、とても幸せだと思う」

　いきなりわけのわからんことを……。どうしたんだ、こいつ。

「勿論、普通の人間からすれば、どこがだ、と言うだろう。しかし、それでも……」

　そのまま、オレを見上げて、ゆっくりと微笑んだ。

「多くのマイナスと、様々な障害と、負っているものを差し引いても──私は今の自分を、幸せなんだと、そう言いたい」

「……そうか」

「ああ。充じゆう分ぶんすぎる程ほどに、な」

　なんか、そう、真まっ直すぐな目で言われると、どうしていいのか分からなくなるわけだが。

「うん。すまん。特に意味はないんだ。すまない」

「別にいいけどよ」

　なんとなく居い心ごこ地ちが悪くなるというか、尻しりがかゆくなってくる状況だった。なんだ、この変な気分は。

「……あのよ」

「うん？」

「いや、なんつうか」

　なんだ。なにを言いたいんだ？　オレは。

　突然、桐崎と一緒にいるのが、どうにも落ち着かなくなってきた。自分で何をし出すか分からないというか。なんだろうな。これ。

「……いや、なんでもないわ」

「なんだ、言いかけてやめるな」

「なんでもないって……」

　と言い返したその時だった。

　壁の向こうから、甲かん高だかい声が聞こえてきたのである。

　オレと桐崎は、すわ敵が本ほん性しようを現したかと、咄とつ嗟さに身構える。……が、その悲鳴にも似た叫さけびは、危機感を覚えて発せられたものではないと、すぐに分かった。断続的に、悦よろこびを表すかのように、喘あえいでいる。

「……なんだ、始まっただけか」

「紛まぎらわしいな」

　互たがいに嘆たん息そくして、再びベッドに腰掛ける。そのまま会話を交かわすことなく沈ちん黙もくしたものの、声は次し第だいに大きくなり、壁が薄いとは言え驚おどろくほどにこちらの部屋にまで響ひびいてくる。

「…………」

「…………」

　気まずさ再誕である。なんか、今日はこんなのばっかりだ。

　桐崎はそっぽを向いて、腕を組み、何故か規則的に深呼吸を繰くり返かえしている。まただ。変な気分が、どんどんと大きくなってくる。心臓の音が、やけに近く聞こえてくるような気がした。くそ。なんなんだよ、これは。

　オレは、なんとなく虚こ空くうに視線を這はわせていたが、やがて、

「……あー。なんだ。ちょっと寒くないか？」

「ん？　そうか？　確かに暖だん房ぼうが弱い気もするが」

　どうにも居ても立ってもいられなくなって、腰を上げる。

「ちょっとシャワー浴びてくる」

「ええ!?」

　一気に沸ふつ騰とうしたように顔を赤くして、桐崎は跳びはねた。

「んだよ」

「しゃ、シャワー浴びてくるのか!?」

「寒いから温まってくるんだよ。大分待ってるけど何も起こらないし、大丈夫なんじゃないかと思ってよ」

「し、しかし、それはそうだが、貴様、さっき私には浴びるなと言っておいて」

「うるせえな。別にいいだろ」

「それは、別に、その、構わんが……」

　湯だったような状態のまま、桐崎は急に姿勢を正すと、スカートの裾すそを直した。幾いく分ぶんか緊きん張ちようしながら、手を差し出す。

「ど、どうぞ？」

「……なんなんだ、お前は」

　わけが分からん。自分じゃ散々シモネタめいたこと言っといて動どう揺ようすんなよ。

「こ、心の準備はしておく」

「……なにを勘違いしてるのか知らんが、普ふ通つうにシャワー浴びてくるだけだからな」

「べ、別に勘違いなんてしてない！　さっさと浴びてこい！　この童どう貞てい！」

　自分自身の反応に恥ずかしくなったのか、桐崎は両手を挙げて命令した上、最後に余計なひと言を付け加えた。

　あいつの羞しゆう恥ちスイッチが未だにわかんねえよ……。

　オレは心の中で呟きながら、風ふ呂ろ場ばに行った。

「うお、なんで思いっきり透すけてんだこれ。丸見えじゃねえか」

「透けてるとか言うな！　丸見えとか言うな！　私の脳を刺し激げきするな！」

　桐崎の言葉を無視して、オレは服を脱ぬぐと、シャワーノズルのスイッチを弄いじった。しばらくして出てきた熱い湯を頭から被かぶる。

　そのまま、先ほど自分の中に発生した妙みような感覚を忘れるように努めた。そういえば、桐崎が喫きつ茶さ店てんでナンパ男に絡からまれてた時も、少し違うが、似たようなもんが浮かんできた気がする。いや、その前にも──ああ。そうだ。明確に感じ取ったのは、以前の四宮の時だ。

　……あの時みたいに苛いら々いらするわけじゃないが。正体が分からない。なんだろうな、これは。

　いくら考えても分からず、オレはいい加減、鬱うつ陶とうしくなってきたので、とりあえず忘れることにした。

　冷えた体を、シャワーが温めていく。

　オレは目を閉じて、しばらくその心ここ地ちよさに身を任せていた。

　その時、

「っ！　うわっ！」

　桐崎の悲鳴が聞こえた。

「どうした、桐崎！」

　あいつが叫ぶなんて尋じん常じような事態とは思えない。オレは慌ててシャワーを止めると、そのままバスタオルを引っつかんで飛び出した。

「なんかあったのか!?」

「ああ、いや、お茶を淹いれようとしたら、葉が勢いよく飛び出してな──」

　と、オレに背を向けていた桐崎がゆっくりと振り返り、

「…………っ!?」

　ぼっ、と首元から一気に赤く染まった。

「ああ、なんだ、そうか。……ん？　おい、どうした」

「ば、ばかっ！　クギト！」

「ん？　オレ？　オレがどうした？」

「服を着ろ、服を！」

　両手で顔を隠かくしながら、桐崎は後ずさる。

「あ？　ああ、いや、ちゃんとタオル巻いてるからいいだろ」

「よくない！　全然！　と、年とし頃ごろの乙女おとめの前で半はん裸らとはどういうことだ！」

　年頃の乙女である前にお前は桐崎だろうが。……いや、そういえば昔、同じようなことがあった気がする。

「んだよ。相変わらずお前、自分では露ろ出しゆつ癖へきがあんのかって思うくらい強調する癖くせに、攻せめられると弱いな……」

「ご、誤解されるようなことを言うな！　私は別に恥ずかしがっているわけではないぞ！　その、クギトが今後、そのような姿で路上に出ることがないよう、注意をだな！」

「ご親切痛み入るが、生まれてからそして死ぬまでも、多分この姿で公道を突っ走ぱしることはまずねえよ」

　そんな状況に陥おちいったら、注意ごときでどうにかならないくらい、オレの精神レベルはレッドゾーンに突とつ入にゆうしとる。

「つーか、恥ずかしがってるんじゃねえなら、なんで顔を隠してんだよ」

「隠してるんじゃない！　このまま顔を握り潰そうとしているのだ！」

　万倍こえーよ！　つかこのやりとりも前にあったな!?

　が、そういえばこういう状態の桐崎を見るのも随ずい分ぶん久ひさし振ぶりのように思える。ちょっと面おも白しろくなってきたから、しばらく眺ながめてみるか。

「おい、桐崎、もういいぞ。服は着た」

「そ、そうか……」

　と手を離はなした瞬しゆん間かん、再び桐崎の顔面は瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きと化した。

「う、嘘うそをつくなーっ！」

「いや、なんか面白かったもんで」

「く、クギトのばかーっ！　そんなに見せたいなら、いっそ全ぜん裸らにでもなってしまえ！」

「なってやろうか？」

「なっ！　なって……いや、なるな！　なっても見せるなら私以外の人間に……いや、それは困るが！」

　なんか一人で勝手に混乱しながら、目元を隠して、桐崎は跳んで壁かべに張り付いた。そのまま、しゃがみこんでふるふると震えている。……ちょっと可哀かわい想そうになってきた。

「おい、冗談だって。ちょっとからかい過ぎた。悪い」

「……ひ、人が」

「あ？」

　やがて、小さな声で、桐崎は呟く。

「ひ、人が、こんなところに、貴様と二人で来て、それだけで、もう、どうにかなりそうなのに、必死で我が慢まんしているんだ」

　そのまま、ゆらりと立ち上がった。……なんか、嫌な予感がしてきた。

「それを、あろうことか、あまりにも一方的にからかって……」

「お、おい、ちょっと待て」

「さ、さっきの出会い喫きつ茶さでは中ちゆう途と半はん端ぱになってしまったし」

　目を隠していた手をどけると、桐崎は、完全に据すわった目でこちらを見ていた。……しまった。やり過ぎた。

「貴様が悪いんだぞ」

　ふらり、ふらりと、荒あらい息を漏もらしながら、こちらに歩み寄ってくる。

「き、桐崎。落ち着け。な、オレが悪かった。それはもう、オレが、全面的に悪かった。だからな、ちょっと」

「貴様が！　私を！　ムラムラさせるから悪いんだぞー！」

　堂々の変態宣言を放ち、桐崎は、ナイフを抜ぬいてオレに襲い掛かってきた。

「ぎゃー！　タイム！　タイム申しん請せい！」

「試合続行だ！」

　そのまま押おし倒されると、桐崎は馬乗りになって、オレの胸むな元もとにナイフの切っ先を向ける。

「女の子をここまで濡ぬらしたんだ。貴様も濡れてくれるよな……？」

「だからお前は、そういう卑ひ猥わいな言葉を連発する癖に、なんで男の裸はだか一つでそこまで興奮すんだよ！」

　目を爛らん々らんと輝かがやかせながら、獣けものがごとく息荒く、紅潮した顔で、桐崎はナイフを振り上あげる。

「……あの、桐崎さん」

　尋常ならざる状態の桐崎を前に、オレは、こう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「優やさしく、してね……？」

　そんな言葉は無む駄だだと悟さとるのに、一秒もいらなかった。



　結局のところ、篠原恵那と同どう伴はんしていた中年男は、【死し喰くいの道どう化け】でもなんでもなかったようだ。

　ラブホテルから出た後で、スケベそうな顔をして「また今度ね」と言葉を交わし、そのまま別れてしまった。

　篠原恵那はそのまま、繁はん華か街がいの方面へとふらふら進み始めた。もう、すっかり陽ひは暮れている。

「……刺さされ損じゃねえか、オレ」

「気にするな。何事もなかったのだから、良いと思えばいい」

　そらそうだが。まあ、桐崎と出会って以来、『刺され得』になったことなど全く一度もなかったわけだし、いいけどな。いや、よくはないけど。

「……すまん。ちょっとやり過ぎた」

　頬を赤らめて、申し訳なさそうに、指をもじもじと合わせる桐崎。

「今いま更さらかよ」

　あの後、篠原恵那が部屋を出て行く少し前まで、思う存分勢いのままに悦えつ楽らくに浸ひたって人の体を切り刻みまくってた癖に。

「だが、貴様も悪いんだぞ」

「……裸を見せただけであそこまでされんのかよ」

「漫まん画がでだって、うっかりヒロインに裸を見せた主人公はボコボコにされるじゃないか」

「オレの場合、ボコボコじゃなくてズタボロなわけだが」

　そんな展開した日には、斬ざん新しん過ぎて誰もついていけず、次の週にはオレたちの冒ぼう険けんはこれからだ！　になるっつーの。

「それくらいで打ち切りにするから、昨今の漫画業界は衰すい退たいする一方だと言うのだ……」

「明後日の方向に成長するなら、寧むしろ衰退して萎しぼんだ方がマシだろ」

　下らないやりとりをしながら、尾び行こうを続けていた。篠原恵那は目的があるのかないのか、はっきりしない態度で、たまに立ち止まってはウィンドウショッピングを楽しんだりしつつ、またとろとろと歩き出す。人が多くなってきたために、見失わないよう、注意を払はらうのが大変だった。

「どこ行くつもりなんだ……？」

「別に目的はないのだろう。学校にも行っていないようだしな」

「何のために生きてんだ」

「彼かの女じよだけではなく人類最大の悩みだな」

「……まあな」

　そう言われてしまえば、身も蓋ふたもなくなってしまう。

「大体、本当に【死喰いの道化】はあいつを狙ねらうのか……？」

「分からん。可能性が高いというだけだからな」

「いっそ尾行は警察に任せて、緊急事態になりゃオレたちが出るってわけにもいかないのか」

「貴様はそうしたければそうして構わん。というか、それが正しいやり方だろうな」

　桐崎が頷く。

「が、私は、何日でも尾つけるつもりだ」

　それが、けじめとでも言うように。オレは、わずか苦笑して、

「……んじゃ、オレも帰るわけにいかないじゃねえか」

「すまん」

「まぁ、さっきも言ったけど、別に気にする必要はねえよ。ただ、学校を休むのと、姉さんへの言い訳がな」

　オレが今通っている高校、市いち立りつ明めい答とう学がく園えんの学費は、姉さんが働いて稼かせいだ金から出してくれているものだ。だから出来るだけ休みたくないし、また、姉さんに余計な心配をかけたくないというのも本音ではある。

「ふむ……学校の問題は、難しいが。姉の方は、適当に理由をでっち上げて、私のところにしばらく泊まるというのは？」

「……それが最善の策なんだろうけど、後々面めん倒どうくさいことになりそうだな」

　あの人なら、特に。

　泊まること自体は許してくれるだろうが、帰った時になにかと色々訊きかれそうだ。

「もういっそ、私とはそういう爛ただれた関係であるということを告白してしまうとか」

「急場は凌しのげてもこれからの人生が生き難にくくなるわ」

「もしそれで姉に勘かん当どうされても、私はいつでも受け入れＯＫだぞ」

「お前の度量には感服する他ないが、快く拒きよ否ひさせて頂く」

　人生を捨ててはいるが、人間を捨てているオレではない。

「意外と堅かた物ぶつだな……」

「それを堅物と呼ぶお前の貞てい操そう観念を、一度膝ひざを突つき合あわせて共に語ろうか？」

「突いて語り合うのか」

「意識的に切り取る部分を間違えるな」

　オレは、嘆息した。

「大体、男の裸一つで取り乱すような奴がよくも言うぜ……」

「なっ──あれは別に全然、取り乱したんじゃないぞ！」

「ああまで露ろ骨こつに慌てといてよく言うよ」

「大体、貴様があのようなハレンチな真似をするからだろう！」

「いつも楽しくハレンチ三ざん昧まいな奴に言われたくねえな！」

「私はいいんだ！　そういうプレイだ！」

「堂々と言い放てば許されるもんでもねえだろうが！」

「そ、それに、別に私は誰の裸でも慌てるんじゃないぞ！」

「ああ？」

「あれは、その、だから、く、クギトの、クギトの──！」

「って、ちょっと待て」

「うぶっ」

　何かを言おうとしていた桐崎の口を押さえると、オレは、絶望的な声を出した。

「……いないぞ」

「なに？」

「篠原が、どこにもいねえ……！」

　目の前の人ひと混ごみを、どれだけ探しても、件くだんの相手の姿はどこにもなかった。

「……しまった」

　桐崎が舌打ちする。

「私としたことが、不意を衝つかれたとは言え」

「ど、どうすんだよ！　またやり直しか!?」

「落ち着け。幸い、ここは一本道だ。だとすれば、この先にある路地のどれかに入っていったに違ちがいない。そう数は多くない」

「そうは言っても、いちいち探してちゃ間に合わないぞ」

　桐崎が、携けい帯たい電話を取り出して時間を確認する。

「クギト、彼女を見失ってからどれくらい経っている？」

「あ？　いや、数えたわけじゃねえから正確じゃねえけど、多分、二、三分くらいか？」

「その程度で完全に姿が消えたということは、多分、一本目の路地だろう。左右、どちらか分からないから、二手に別れるぞ」

「あ、ああ、分かった」

　そう言って、オレは走り出す桐崎に続いた。が、

「……！」

　急に立ち止まるために、その背中にぶつかってしまう。

「って……なんだよ」

「恐おそらく、こちらだ」

　桐崎が、左手にあるビルとビルの隙すき間まを指した。説明する間もなくそちらへ向かうのに、オレは人ごみを掻かき分わけながら言う。

「なんでそんなこと、分かったんだ!?」

「聞こえなかったのか？」

　桐崎が、路地裏へと足を踏ふみ入いれながら叫んだ。

「今、確かに篠原恵那の悲鳴がしたんだ！」

「まじかよ！」

　オレには全然聞こえなかったが……いや、ここは桐崎の超ちよう人じん的てきな能力を信用しよう。それには何度も助けられている。逆に追おい詰つめられたことも何度かあるが、それは忘れよう、うん。

　薄うす暗ぐらく、じめじめとした道を進んでしばらく。

　果たしてそこには、こちらに背を向けてうずくまる、篠原恵那の姿があった。……さすがというかなんというか。毎度、桐崎の常識知らずの感覚には舌を巻く。

「おい、あんた、大だい丈じよう夫ぶか？」

　オレは、ゆっくりと近付きながら、声をかけた。びくりと体を竦すくませて、篠原恵那がおずおずとこちらを振り返る。

「なにがあった？」

「いやーっ！」

「なんだ？　なにかあったのか!?」

　と思わず後ろを向くが、特に不自然なところはない。

「安心しろ。この男はヤクザみたいな顔をしているが、いってもチンピラ程度の性しよう根ねの悪さでしかない」

「……散々な言われようだな」

　間ま違ちがってなくもないけどよ。

「……あなたたち、誰？」

「偶ぐう然ぜん通りかかっただけだ。なにがあった」

　篠原恵那は、泣いたためか化け粧しようの剥はがれ落おちた顔で、不ふ審しんげな眼まな差ざしを向けていた。が、やがて害は与あたえないと踏んだのか、おずおずと語り出す。

「さ、さっき、近道しようとここ歩いてたら、なんか、変な男の人が出てきて……」

「変な男……？」

【死喰いの道化】か？

「おい、そいつって、もしかして」

　オレは、詳しよう細さいを尋ねようと口を開いた。その刹せつ那な、

「──クギト、後ろだ！」

　桐崎のその叫びに、振り返るより前、オレは、篠原恵那を抱だいて前に跳とんでいた。次の瞬間、背後で、鈍にぶい音が鳴なり響く。転がり様に距きよ離りをとり、前を向いた。そして、呟つぶやく。

「……おいでなすったな」

　ごくりと、喉のどを鳴らした。

「……話を聞いてもまだ信じられなかったぞ。まさか本当に、実在したとはな」

　桐崎はオレの前に立つと、スカートを払い上げてナイフを抜いた。眼前に飛来した相手へと、その切っ先を突きつける。

「貴様が──【死喰いの道化】か！」

　ゆらり、と。

　地面へと降りたその男は、体を起こす。

　そして、片手に担かついだ得物を手に、ゆっくりと呟いた。

「……自分が殺される、理由が、分かるか？」







　　　第三章　死なない男と死喰いの道化





　巨大な男だった。

　そう身長の低くないオレでさえ、やや、見上げなければその全容が掴つかめない程に。

　分厚いコートを羽織っており、それが体格をよりでかく見せているように思える。

　両手にはコートと同じような生き地じの皮手て袋ぶくろ。そこには、背後からの光でよくは見えないものの、何か太く、長いものが握にぎられているのが分かる。

　だが、それらの身体的特とく徴ちようなど些さ細さいなものであるかのように、男の姿で一ひと際きわに異様を放つものが存在していた。

　……仮面だ。

　顔の全面を覆おおうかのようなそれは、目と口に相当する部分が深く切り込まれている。上下とも三日月を思わせるかのような形に歪ゆがみ、まるで、笑っているかのように。

　けたたましく、楽しげに、悦えつに入るがごとくして。

　それは、この場において不自然他ならないほどに不気味な表情だった。

　作られた笑えみ。それだけにその奥おくに潜ひそむ感情さえも計り知れない。

　ピエロ。

　笑い、という一つに、ありとあらゆる全すべてを押し込め、封ふう印いんしたかのような。

　喜びを表現しているにも拘かかわらず、決して、安心など与えない。

　畏い怖ふを浮うき彫ぼりにしたかのような空気──

「こいつが……【死し喰くいの道どう化け】か」

　なるほど、言い得て妙だ。

　全く、悪い冗談としか思えないほどに。

「ひ……ひぃ……」

　怯おびえたような声を漏らす篠ささ原ばら恵え那なへ、オレは言った。

「逃にげろ」

「え……？」

「てめえのその薄汚ねぇ人生でも終わらせたくねえのなら、とっとと逃げろつってんだ！」

　その叫びに、彼女は、ようやく正気を取とり戻もどしたようだった。腰こしを浮かすと、形にならない声を上げながら、奥の方へと逃げ去さっていく。オレはそれを見守った後に、前方へと視線を移し、

「……っ!?」

　瞠どう目もくする。

　既すでに眼前へと迫せまった【死喰いの道化】が、その得物を振り上げているところだった。

「うおっ！」

　思わず防ぼう御ぎよしようと腕うでを翳かざしたが、攻こう撃げきが当たる前に、相手はその動きを変える。軌き道どうは空を掻いて、そのまま背後へと回った。

　きんっ、という甲高い音。

「……人の恋こい人びとを口説くなら、彼女にひと言くらい断りを入れたらどうだ？」

　桐きり崎さきが、指に挟はさんだスローイングナイフを、そのまま躊躇ためらいなく投とう擲てきする。

　連続する金属音。桐崎が疾しつ走そうした。大きく横薙なぎにナイフを振るう。半歩。【死喰いの道化】は足を下げて、ぎりぎりその流れを避ける。その隙すきを狙って、得物を大きく上段から落とした。桐崎は受け止めんとして、ナイフの腹を向ける。が──相手の武器が己おのれへと届く寸前、桐崎は目を見開いて体勢を解き、そのまま転がるようにして後方へと逃のがれる。

　その刹那、いわく形容し難い音が響いた。

　丁度、硬かたく重たいものが、遥はるか上空から落下した時のような。

「なっ──」

　オレは、動揺した声を放つ。

「まじかよ……！」

　視界に、【破は片へん】が散らばっていく。相手の攻撃が届く先に、脆もろく壊こわれやすいものがあったわけではない。そこには地面。それも土ではなく、舗ほ装そうされたアスファルトがあったはずだ。

　それなのに。

「……やはりか」

　まるで隕いん石せきでも直ちよく撃げきしたかのように、巨きよ大だいなクレーターが築かれていた。

「危あやうくナイフごと潰つぶれるところだったな」

　細く息をつき、桐崎がナイフを構える。

「…………」

「通常からは考えられない程の圧力を感じたものでな。……貴様、本当に人間か？」

　その問いかけに、【死喰いの道化】は答えない。得物を振ると、再び走り出した。緩かん慢まんとも思える動きながら、的確に桐崎の頭ず蓋がいへと、その一いち撃げきを下す。

「ちっ！」

　体を低くすると同時に、桐崎は後ろへと跳んだ。だが着地すると同時に、相手も踏み込んできて、再び同じ動作を繰り返す。かろうじて避さけるものの、また吹ふき飛とぶアスファルト。尋常な腕わん力りよくではない。

　桐崎は自身を落ち着かせるためか深呼吸すると、追い詰めるかのように再撃を加えようとする【死喰いの道化】に対して、二度目のスローイングナイフを投げた。

　当然防がれるものの、それが陽動であることくらいはオレにだって分かった。

　桐崎が、右へと跳ぶ。

　そこには壁しかなく、一見して逃げ場ばのないところへと自ら飛び込んだかのように思えたが、

「……っ！」

　桐崎は壁に着地すると、そのまま走り出した。再び蹴けりを入れ、宙で回転。闇やみ夜よに舞まいながら、【死喰いの道化】の背後へと降り立つ。間かん髪はつ入いれず、その首筋を狙ってナイフを突き立たてようとした。

　が、相手の反応も常識を超こえている。振り返り様、その得物が大気を一線に砕くだいた。

「くっ」

　素す早ばやく手を引き、桐崎がぎりぎりのところで攻撃をかわす。そのまま屠ほふる獲え物ものをなくした武器は、横手の壁を容よう赦しやなく砕き壊した。連続する一撃を加えようとする【死喰いの道化】から、桐崎は跳ちよう躍やくしてどうにか逃れる。

　オレの前に着地した桐崎へ、尋ねた。

「……どうだ？」

「与くみし易やすい相手とは言えんな……」

　息も乱してはいないが、形勢はやや不利のようだった。桐崎の、眉み間けんに寄る皺しわがそれを証明している。

「動きはそんなに速くねえように見えるが……」

「ああ。だが、あの力が厄やつ介かいだ。数手で攻めようとしても、一度喰くらってしまえばそれで終わりになってしまう。受け止めればこちらが負けてしまうからな」

　確かに、とオレは頷うなずいた。

「篠原はとっくに逃げただろ。オレたちもタイミング図はかって退たい却きやくするか？」

「確かに、その方法はありだ。しかし」

　桐崎は、静かに呟く。

「……気付いているか？　クギト」

「あ？」

　怪け訝げんな声に、桐崎はちらりとこちらへ向けた視線を戻した。

「いや……いい。まだそうと決まったわけではないからな」

「お前、何言って──」

「来るぞ！」

　桐崎とオレは、ほぼ同時に相手から距離をとった。先ほどまで二人が居た場所を、容赦のない攻撃が叩たたき潰し、破は滅めつさせる。

「……」

　その時、ふと──

　オレの頭に、過よぎるものがあった。何か、引っかかるものが。忘れかけていたもの。思い出ださなくては、ならぬもの。

　だが、記き憶おくが蘇よみがえるより前に、

「あっ……ぐぅ……！」

　その苦鳴で我に返った。意識を取り戻した視界には、右みぎ腕うでを押さえてうずくまる桐崎の姿がある。呆ぼう然ぜんとしていたオレを守ろうと、【死喰いの道化】の一撃を受けてしまったのだろう。

「桐崎！」

　駆かけ寄よって抱き起おこすと、迫り来る敵の手から逃れるために、ひとまず奥へと走った。

「悪い！　大丈夫か!?」

「……ああ、どうにか流した。まともには喰らっていない。しかし、どうした。緊きん急きゆう時にぼぅっとしている奴やつがあるか」

　桐崎の台詞せりふに、オレは言葉が詰まる。

「いや……それが」

　先ほど浮かんだ疑問。だが、そのことを、認めたくない自分が居た。

「なあ、桐崎、あいつ──」

「……貴様も気付いたか」

　息をつくと、桐崎は立ち上がった。

　ゆっくりと。

　遅おそ過ぎる程ほど。まるで、嬲なぶる相手を怯きよう懦ださせるかのように。

【死喰いの道化】は、少しずつ、近付いてくる。

「でも、偶然、だろ……？」

　そんなわけがない、と否定する自分がいる。

　だが、そうと言い切れるのか？　とそれを叱しつ咤たする自分もいた。

「確かに、まだ、決まったわけではない」

　桐崎が、それでも本音ではそうとは思っていないような口調で言う。

「……だが、奴を放って逃げるわけにはいかなくなったな。確かめる必要がある。それも、今、ここで」

「……出来るのか？」

「方法はある。だが、隙が必要だ」

　呼吸を整えるかのような、細く、長い息。

「一秒……いや、それより短くてもいい。奴の懐ふところに入り込めればどうにかなる」

「…………」

　唾つばを飲み込む。オレは、桐崎の言葉に頷いた。

「……分かった」

　頭を振って、腰を上げる。

「クギト……？」

「こういう時こそ、オレの出番だろ」

　拳こぶしの骨を鳴らし、【死喰いの道化】へ向かって歩き出した。

「任せとけ……！」

　だらりと腕を下げてやってくるオレに、さしもの都市伝説の怪かい人じんも、一いち抹まつの不安を覚えたようだ。警けい戒かいするように、足を止める。

「かかってこいよ、変態野や郎ろう」

　中指を立てると、それをちょいちょいと振った。

「それとも、お前がヤれんのは、女子高生だけか──？」

　嘲あざけるように、片口を上げる。

「…………」

　動いた。【死喰いの道化】が、ゆらりと前ぜん傾けいして、疾走する。が、オレは動かなかった。まだだ。まだ早い。距離を詰め、相手がオレの顔面向かって、得物を振り上げる。

「……とぉっ！」

　空から振ぶり。ギリギリで横に避けた相手の攻撃は、地面を陥かん没ぼつさせるに止まる。すぐ様に向かってくる暴力。だが、オレはそれを【わざと】受け止めた。

「がっ……！」

　脳内が衝しよう撃げきで真っ白に染まる。視界が瞬またたき、火花が散った。口こう腔こうや鼻び腔こうから吐はき出された血が宙を舞う。オレはそのまま壁に背を預けながらも倒たおれず、二撃目を仕し掛かけようとしてくる相手に向かって言った。

「無駄だ！」

　その言葉を証明するかのように、【死喰いの道化】は、振り上げたその手を止めた。自身の得物を見て、ほんのわずか、くぐもった声を上げる。

「……そんだけの力でぶんぶん振り回まわしてんだ。いつかはその時が来るさ」

　繁華街からの光が、相手のもっている武器を、鈍く照らし出した。

　中央からぐにゃりと折れ曲がった、【鉄パイプ】──

「どうだ。その辺のコンクリートよりかは、よっぽど硬いだろ。オレの体は、特別製だからな！」

　ああまでぶっ壊れちまったら、もう、武器には使えねえ。オレは、大きく叫んだ。

「桐崎ぃ！」

　応こたえる声もなく、桐崎が疾しつ駆くする。地面を蹴り、真まっ直すぐとそのナイフの切っ先は、【死喰いの道化】の仮面へと定められていた。

　だが次の瞬間、オレは思わず目を見開く。

「へ……？」

　間ま抜ぬけな声を上げるオレを尻しり目めに、【死喰いの道化】はあろうことか、自分の持っている武器を、いとも簡単に放ほうり投なげたのである。

　そして、その分厚いコートを、大きく翻ひるがえし、手を伸のばした。思わず、目を疑う。

　その内側には──【無数に並ぶ鉄パイプ】が、仕込まれていたのである。

「そっ……そんなもん、ありかああああああああっ!?」

　当然の絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせるオレ。【死喰いの道化】は、二本目の鉄パイプを取り出した。

　が、桐崎には、そのモーションで出来るわずかな隙で、充じゆう分ぶんだったようだ。

「シッ──！」

　わずかな声を上げ、【死喰いの道化】が構えをとる寸前、懐へと飛び込んでいた。

　まるでスローモーションであるかのように、オレの目がその動きを捉とらえる。

　振り翳した桐崎のナイフが。

　下から薙ぎ払われた【死喰いの道化】の鉄パイプが届くより先に。

　迷いなく、華か麗れいな程の軌き跡せきを描えがき。



　その不気味な仮面を、貫つらぬき、砕いていた。



「……！」

【死喰いの道化】が自身の顔面を手で押さえながら遠ざかる。

　ばらばらと砕けていく。都市伝説の怪人、その正体を白日の下に知らしめるために。

　薄暗い路地裏で。

　オレたちの目の前で。

　……そいつは、現れた。

「お前……」

　最悪の予感。

　いつでもそうだ。

「……やはりか」

　当たらなければいいと思う時に限って。

「なんで……！」

　笑えないくらいに、その通りになる。

「なんでお前がここにいるんだよ……！」

【死喰いの道化】はゆっくりと、その顔を上げる。

　まどろみから目覚めたばかりのような、どこかぼやりとしたその表情。色をなくした瞳ひとみ。間違いない。

「…………」

　鉄パイプを担ぐと、【死喰いの道化】は高く跳んだ。

　左右の壁を蹴りながら登ると、その屋上へと着地する。

「待て……！」

　オレは、無駄だと分かりながらも、相手に向かって叫んでいた。

「説明しろ！　なんでお前が！」

「…………」

　無言。そのまま踵きびすを返すと、夜の闇やみへと溶とけていく。

「くそっ……！」

「……なぜ、あの男が【死喰いの道化】なんだ？」

　桐崎が、不可解さを伴ともなう声で呟く。

「そんなもん、知るかよ！」

　強く壁を叩く。どうして……！　オレは、喉を枯からして吼ほえた。

「どうしてなんだよ……！」

　この場にいるはずのない、そいつの名前を。

「名な栗ぐりぃ──！」







　　　第四章　死なない男と罪過の証明





　……半年ほど前の、ことだった。

　うだるような暑さが続いていた夏、オレと桐きり崎さきは、【組織】から初めてとなる任務を受けた。

　早さ苗なえ敬けい三ぞうという名の政治家、その娘むすめである早苗優ゆう花かを護衛して欲ほしい。

　彼女を狙っているのは、裏の業界ではよく知れた暗殺者。

【潰し屋】と呼ばれ、単独で行動し、何人もの要人をその手にかけた男。

　……名を、名な栗ぐり豹ひよう介すけといった。

【組織】は、桐崎に名栗を殺せという命を下した。

　だが、オレはそれに抗あらがった。

　早苗優花と出会い、名栗は彼女に惹ひかれた。生まれて初めて、自身の人生を狂くるわせた、その尋常ならざる【力】ではなく、自分自身その物を受け入れてくれたから。

　まるで、オレと出会った桐崎のように。

　だからオレは言った。殺すな、とは言わない。だけど少しだけ待ってやってくれないかと。名栗は、持って生まれた運命っていう腐くされた物に振ふり回され、普ふ通つうの人生を送ることが出来なかった。当然として持つものさえ持てず、失う必要のないものを失い、ただ、己の枷かせに苦しんできた。だからそれを、ほんの少しだけ取り戻させてやるのは、そんなに悪いことなのか、と。

【組織】はそれを呑のんだ。現状は要監察に下がり、いつか必ず償つぐなう時は来るものの、それは今ではないと。

　それで全部、終わったはずだった。

　そう、思っていた。

「……そのはずだろ？」

　オレは、さっきから繰り返していた言葉を、また叫さけんだ。

「わけがわかんねえよ！　どういうことなんだよっ！」

　近場にあったゴミ箱に、思い切り蹴りを入れる。軽い音を立てて、容易たやすく転がっていった。

「落ち着け、クギト」

「落ち着いてられるかよ！」

　くそ！　と、その場にうずくまる。何度も、何度も、地面を叩く。くそ！　くそ！　くそ！　くそ！

「落ち着けと言っている」

「落ち着けるかって、言ってんだろうが！」

「それでも落ち着けと言っているんだ、馬ば鹿か！」

　桐崎の強い叱咤に、オレは目を見開く。ゆっくりと上げた視線。桐崎が、静かな声で呟く。

「……気持ちは分かる。だが、取り乱したところで何になる。貴様は誰だれに対して何を問うているんだ。誰に何を否定して欲しいんだ」

「桐崎……」

「あれは名栗ではない、と私が言えばそれで満足か。そんなもので全てから目を逸そらせるほど、貴様は愚おろかなのか。現実は現実だ。どう足あ掻がこうがそこにある」

「でもよ……！」

「しっかりしろ！」

　膝ひざをつくと、桐崎は、オレの肩かたに手を置いた。その切れ長の目が、真っ直ぐと見み据すえる。

「……こんなところでぐだぐだ言っていても始まらない。今、重要なのはなんだ？」

　強く体を掴むその力に、オレは、目を閉じた。奥おく歯ばを噛かみ締しめる。拳を握ると、骨が軋きしんだ。

「あいつが……名栗が、どうして、こんなことをしているのかだ」

「そうだ。その目的を探す以外にあるまい」

　立ち上がると、桐崎は唇くちびるを噛む。

「私だって混乱している。……だが、いつまでもそのことに捉われていては前に進まない」

「それは、分かってる。けどよ」

　そうやって、冷静になれれば、どれだけいいか。

　正直、何がどうなっているのか、本当に分からない。

　名栗が【死喰いの道化】で、女子高生を連続して殺している。

　そのことははっきりしているのに、中身が曖あい昧まいで、漠ばく然ぜんとしていた。

「名栗が犯人である以上、考えられることは、二つある」

　桐崎が、指を一本立てる。

「一つ、誰かに依い頼らいされて事に当たっている」

　名栗は、暗殺者だ。今までも誰かの命令で、何人も殺してきた。そう考えるのが、妥だ当とうだろう。だけど、

「……それはない」

「なぜ、そう思う」

「あいつはもう、そんなことはしない」

　ゆっくりと、膝に手をついた。未いまだここに蹲うずくまることを望む体に鞭むちを打ち、無理やりにでも立ち上がる。

「あいつはもう、殺しを止めたはずだ」

「……なぜ、それを断定できる？」

　あくまでも冷れい徹てつに。桐崎は続けた。

「所しよ詮せんは貴様の主観だろう。私たちが勘かん違ちがいしていただけで、奴には殺しをやめる気などなかったのかもしれない」

「ああ、それくらい分かってるさ」

　そうだ。こんなもん、オレがただ、そう信じたいだけって話だ。

「だけどオレにはどうしても、名栗が元の自分に戻るようには思えないんだ。そうとしか言えない。甘あまったれた考えだって言われれば、それまでだけどよ」

　実際に殺人をしていたことを知っても、まだそんなことを言う自分に、ほとほと、呆あきれ果はてていた。だけどそれでも、何か違う、と思うのだ。仮にあいつが今回の事件を起こしていたとしても、それが仕事である、というのはどうも腑ふに落ちない。

「……まぁ、貴様らしい答えと言えば、そうだがな」

　桐崎は苦く笑しようした。上げていた指を下ろして、「だが、」と付け加える。

「私もそう思う。現状として可能性は高いが、どうにも少し、納なつ得とく出来かねるところがある」

　壁に背を預けると、小首を傾かしげた。

「そもそも、あいつに仕事を依頼するような要人、もしくは広域系の暴力団幹部が、女子高生を殺せと命令するのはおかしいと思わないか。仮に彼女たちが何らかの秘密を知った、あるいは見た、というのだとしても、それならわざわざ名栗に頼たのまなくても、手下や部下を使えばいい話だ」

「……あ。ああ、そうだな」

　確かに、その通りだ。前回のように、警戒厳重な包ほう囲い網もうを突とつ破ぱする人材を使う必要はないのだ。

「でも、そうすると、どういうわけなんだ……？」

「考えられるのは、もう一つ」

　視線を逸らし、桐崎は囁ささやくように言った。

「名栗が、個人的な理由で殺している」

「あいつが？」

　でも、あいつが殺人を犯おかすほどの動機を持つとも考えにくいんだが。名栗は、容易に人を殺す【力】はあるが、それを誰かに向けて発揮するような感情はなく、暗殺も生きるために自分が出来る唯ゆい一いつのことだからやっていたはずだ。

　オレのその説明に、桐崎は軽く顎あごを引く。しかし、

「それは、昔の名栗豹介だ」

　と言った。

「しかし、今の名栗はどうだろうな」

「……あ」

　遅おそまきながら、桐崎の考えへと、オレも到とう達たつする。そうか。

「そういうことか」

　脳のう裏りに、ある人物の顔が思おもい浮かんだ。

「早苗、優花……」

「そうだ」

　頷いて、桐崎が続ける。

「今の奴には、早苗優花がいる。名栗を必要とし、名栗に必要とされる人物。彼女のためにあいつが動いているとすれば、納得できると思わないか」

「でも……でもよ。早苗があの女子高生たちを殺したい動機なんて……」

　そこまで言って、目をしばたたかせた。声を上げ、口を開く。

「おい、まさか」

「多分、今、貴様が思っていることは間違ってはいない」

　腕を組み、夜空へと視線を上げた。桐崎が、ぼそりと零こぼす。

「早苗優花には、今まで殺された六人、そして──最後の一人である、篠ささ原ばら恵え那なを憎にくむ理由がある」



　郊こう外がいに建つその屋や敷しきは、半年前と同じ威い容ようを誇ほこっていた。

　だがその姿が、以前と変わらず絢けん爛らん豪ごう華かであるにも拘かかわらず、どこか中身のない、薄うすっぺらな様相を呈ていしているかに見えるのは、そこに住む奴らの内情を知ってしまったが故ゆえだろう。

　不必要なほど広い庭を抜ぬけ、巨大な扉とびらを前にしてしばらく。

　ゆっくりと開いたそこから、一人の男が現れる。彼かれは慇いん懃ぎんな礼をすると、静かな口調で言った。

「お嬢じよう様さまからお話は伺うかがっております。お久ひさし振ぶりで御ご座ざいます、乃の出で様、桐崎様」

「ご無ぶ沙さ汰たしています、浅生あそうさん」

　桐崎とオレが頭を下げると、男……この屋敷の執しつ事じである浅生さんは、微び笑しようを携たずさえて言った。

「こちらへどうぞ。──優花様が、お待ちです」



「……どうも、久し振りね」

　巨大な扉が開かれた先は、以前と変わらず、ぬいぐるみに埋うめ尽つくされた部屋だった。

　いや、先に来た時よりも、その量は増えているかもしれない。だがその扱あつかいはやはりぞんざいで、送り主に対する怒いかりさえ窺うかがえる様子にも思えた。

　天てん蓋がいつきの豪ごう奢しやなベッドの上で、そいつ……早苗優花は、初めて出会った時と同じく、分厚い本を読んでいる。タイトルは英字か何かなのだろうが、達筆過ぎて読むことが出来なかった。

「よぅ、元気にしてたか？」

　オレの儀ぎ礼れい的てきな呼びかけに、彼女は鼻を鳴らす。

「元気にしているという意味が、心身ともに健康であるということなら、少し違うかも」

「どっか悪いのか」

「こんなところに閉じこもってて、明るく過ごせると思う？」

　皮肉めいた台詞を紡つむぎ、早苗優花はシニカルな笑みを見せた。

「……相変わらずだな」

　桐崎が苦笑する。

「半年じゃ、人は変わらないわ」

　ページをめくると、本を閉じ、こちらを向いた。

「突とつ然ぜん、来たいなんて言うからびっくりしちゃった」

「悪いな」

　以前に知り合った時、早苗優花から「名栗くんに何かあったら、知らせるから」と携けい帯たい電話の番号を教えてもらっていた。が、今までかけたことはなく、今回突然、「少し話がある」と連れん絡らくをしたのである。にも拘わらず、彼女は快く応じてくれた。

「まあ、あなたたち二人なら別に構わないけどね。とりあえず座すわって。座ざ布団ぶとん代わりにぬいぐるみを使っていいから」

「いや、いい」

　短く断ると、桐崎は言った。

「すぐ済む話だ」

「……そうなの？」

　不思議そうな顔で、早苗優花は、小首を傾げる。

「もしかして、父の話かしら」

「……いや、そうじゃない」

「そうなの。あの人のことだから、また何か無理難題を、あなたたちに押おし付つけたのかと思ってたけど」

　嫌けん悪お感の混じる口調でそう言うのに、オレはわずかに苦笑する。

「相変わらずみたいだな」

「それはそうよ」

　微かすかに笑うと、早苗優花は、手近にあるぬいぐるみを掴んだ。

「未だにこんなものばっかり送って、自分はちっとも帰ってこない。その癖くせこの間、パーティに参加しろって言われて、断ったら、二時間のお説教よ。誰に育ててもらっていると思ってる、お前は早苗敬三の娘なんだぞ、その責任を果たせ、って」

　それを、力ちから一いつ杯ぱい、壁かべへと投げつける。

「……誰も好んであんたみたいな奴の娘になったんじゃないわよ」

「なあ、早苗。その……名栗はどうしてる？」

　それまで不ふ機き嫌げんそうな表情を見せていた早苗優花は、オレの口から出た名前に、途と端たん、嬉うれしそうな顔をする。

「名栗くんね。毎晩、来てるわよ。彼と遊んでる時が一番楽しい」

「……そうか」

　続く言葉に、詰まる。どうやって、切り出せばいいのか。

　こんなことを悩なやんでしまうのは、オレにとっては、珍めずらしいことだった。

　他人のことなんてどうでもいいと思っていた癖に。

　自分以上に関心などなかったのに。

　これは、オレが変わったから、じゃない。

　オレは、重ねているのだ。

　名栗を早苗の関係を。オレと、桐崎のそれに。

　もし、桐崎が、オレの憎んでいる相手を殺していたとすれば。オレは、どうするだろうか。当然、止めるだろう。だが、やはり、それはショックなことだ。

　桐崎はオレに、もう殺しはしないと約束した。

　その言葉を、今のオレは、完全に近いくらいに信用している。それはこいつと触ふれ合あい、言葉を交かわし、少しずつ築き上げてきたものだ。

　だけどそれが、自分のせいで壊れてしまったのだと知ったら？

　勿もち論ろん、それは桐崎が勝手にやったことではある。オレが望んだことではない。

　だけどそれでも、オレが存在するからこそ、あいつは再び凶きよう行こうに走ったのだということになる。

　だとすれば、もう、オレは桐崎と一いつ緒しよには居られなくなるだろう。

　早苗優花だって、そうではないだろうか。

　だから、オレは、黙だまり込んでしまう。

　口にすれば、全てが瓦が解かいしてしまうような気がして。

　だが、それは弱さだ。名栗を犯人だと思いたくなかった時のように。現実を、そこから先にある未来を、認めたくない弱さ。

「……どうしたの？　話って、なに？」

　早苗優花が問いかける。オレは、瞼まぶたを閉じた。

「クギト。私から言おう」

　桐崎がそう告げる。だが、静かに首を振った。

「オレが言う。……これは、オレの責任でもある」

　そして、ゆっくり目を開けると、口を開く。

「……早苗」

「どうしたの、怖こわい顔しちゃって。ああ、元からか」

　軽口には答えず、その続きを言った。

「──名栗が、人を、殺してる」

　沈ちん黙もくが、降りる。

　壁にかけられた時計の針が、耳みみ障ざわりなほど、音を立てていた。

　どれほど経たっただろうか。

　やがて、早苗が呟いた。

「名栗くんが……？」

「ああ」

　眉間に皺を寄せ、戸と惑まどいながらも尋たずねる。

「名栗くんが、人を殺してる？　それは、彼がまた仕事を始めたという意味でいいのかしら。でも、少なくともわたしが見る限り、そんな様子はなかったわ。何かの間違いじゃない？」

「桜さくらヶが丘おか中学校」

　桐崎が、はっきりと言った。

「……聞き覚えがあるな？」

　早苗優花は、怪訝な顔をする。だが、やがて、小さく頷いた。

「……ええ、知ってるもなにも、わたしの通っていた中学校よ」

　やっぱりか。

　オレは、静かに息をついた。

「早苗……貴様、中学時代、イジメを受けていたな」

　その言葉に、目を見開く。だが、やや間を空けた後で、早苗優花は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「……そうよ。まあ、桐崎さんにはバレていたと思っていたけれど」

　そう。

　裏ＢＢＳで、殺された六人と、篠原恵那にイジメを受けていた【白豚ぶた】──。それは、早苗優花のことだった。

　以前、出会った時に、早苗優花はこんなことを言っていた。

　──人間関係ってのはね、特に女の子は、ややこしいもんなのよ。人付き合いが良ければ自然に友達が多くなるってわけでもないのよね、これが。

　あれは今から思えば、自身のイジメのことを語っていたのだろう。桐崎は察していたようだが、オレは全く気がつかなかった。

「……ちょっと待って」

　そこで何かに思い当たったかのように、早苗ははっとした顔で、

「ニュースで観みた女子高生連続撲ぼく殺さつ事件……あれ、わたしも少しおかしいと思ってた。もしかして、それが──？」

「そうだ」

　桐崎は、短く言って頷いた。

「恐おそらく、貴様の考えている通りだ」

　その言葉に、早苗優花は、ショックを受けたかのように顔を強こわ張ばらせた。そして下を向き、額に手を当てる。

「……確かに、以前、彼には自分のことを少しだけ話したことはあったわ。でも、だからって……」

　信じられない、という風に首を振った。当然だろう。

　結局のところ、カラクリはこんなところだ。

　早苗からイジメのことを聞き、名栗は、その相手を憎んだ。どうやったかは分からないが、彼かの女じよらの住所や通っている学校のことを調べ、後をつけ、独りになったところを殺していたのだろう。昔の名栗ならありえないことだったが、今、あいつには早苗優花という、大切な存在が出来た。それ故の犯行、といったところかもしれない。

「名栗くんが、わたしのために……」

　低く呟き、早苗は、指を絡からめた。

「殺された相手のことを考えると、この考えで間違いないと思う。……なんつったらいいか、わかんねえけどよ」

　オレは、頭を掻かいて、必死に言葉を探した。

「確かにあいつはやっちゃいけねえことをした。でも、それはお前の為ためで──いや、そんなこと言ったら余計、重荷になるかもしれねえけどよ。あいつ、ほら、お前と会うまでまともな人付き合いなんてしたこと、なかっただろ。だから、わかんねえんだよ」

「分からない……？」

「人との付き合い方が、だよ。もしかしたら、お前に、今以上、好かれようとしたのかもしれねえ。だからって許されるわけじゃねえけどよ」

　強く、言う。

「それでも、あいつは悪意があってやったんじゃねえ。それだけは言える」

　オレは、拳を固めた。

「名栗はオレと、桐崎が絶対に止める。……だからよ、そこだけ、信じてやってくれねえか」

　もう、二度と、会うことは出来ないかもしれないが。

　それでも、裏切られたと思ったまま別れるのは、やっぱりきつい。

「…………」

　しばらく、早苗優花は、無言のままだった。

　だが、やがて、こっくりと頷く。

「……うん。分かってる。名栗くんは、今まで沢たく山さんの人を殺してきた。でも、そのどれも、憎らしいからとか、恨うらんでいるとか、そういう理由じゃないのは、わたしが一番よく知ってるから」

　顔を上げて、悲しげな顔で、それでも無理やりに笑えみを作り、

「わたしは、名栗くんを信じてる」

　オレは、その答えに、わずか顎を引く。

「ありがとう」

　それだけ聞ければ、もう十分だった。

　後はオレたちが、その責任を果たす。それだけだ。

「……事情がどうであれ、名栗は再び罪を犯した。今度はもう、【組織】も放ってはおかないだろう。そこは、理解して貰もらえるか」

　桐崎の言葉に、早苗優花は、首しゆ肯こうする。

「分かってる。……仕方ない、ね」

　目を伏ふせ、喉のど奥おくから搾しぼり出すような声で。

「お願い、乃出くん、桐崎さん。……彼を、止めて。わたしはそんなこと、望んでないって伝えて」

「ああ、任せろ」

　なにがなんでも、やるしかない。オレは、そう強く頷いた。

　オレのその言葉を聞いて、少しだけ微笑ほほえんだ。だが、早苗優花は、視線を逸らして、消え入るように囁く。

「……わたしのせい、なのかな」

「早苗……？」

「わたしが、名栗くんに自分のことなんて話したから。だから、こんなことになったのかな」

「…………」

「ごめんね」

　唇を噛み、震ふるえそうな声で、早苗優花は言った。

「乃出くんと桐崎さんに、名栗くんのこと任されたのに。わたしのことで、また、彼が……」

　悔くやむように。

「彼が、わたしと一緒に居て楽しいって言ってくれて。わたしも友達が出来て喜んでたけど……それ以上に、自分がいることで、誰かの救いになっているんだってことが、本当に嬉しくて」

　切々と、語る。

「……でも、結局、わたしも名栗くんを雇やとっていた人たちと、同じなのかな。彼の【力】を間ま違ちがった方向に、使わせてしまっただけなのかな──」

　オレは、そんな早苗優花の姿を見て、知れず拳を固めていた。ぎりぎりと強く握り、そして言う。

「それは、違ちがう」

「……乃出くん？」

「確かに、名栗は間違ったことをしたのかもしれねえ。でも、お前があいつの希望になろうとしたこと、それだけは正しかったんだ」

　オレは、はっきりと口にする。

「あいつは今まで、自分が生きるために誰かを殺していた。でも今回は、お前のために人を殺した。結果は同じだって、そう言う奴はいるかもしれないし、オレもそうだと思う」

　けれど、

「それでも……あいつは初めて、自分以外の誰かのために動こうとした。お前は、名栗にそれだけの物を与あたえてきたんだ」

　人形のようにではなく。人間のように。あいつは、過あやまちを犯した。

「……他の何を否定されても仕方ない。でも、出会ったことが間違いだったってことだけは──それだけは、言わないでやってくれ」

　早苗は、オレの顔を、しばらくの間眺ながめていた。だが、やがて、ほんの少しだけ。

　それでも確かに、笑った。

「……うん。ありがとう、乃出くん」

　オレは、頷く。

「じゃあ、オレたちはそろそろ行くよ」

「うん。……わざわざ、伝えにきてくれてありがとね」

「気にすんな」

　頭を下げる早苗優花に、オレは手を振って応える。そして、踵を返して立ち去ろうとした。しかし、隣となりに違い和わ感かんを覚えて、立ち止まる。視線を傾かたむけた。そこにいるべき人物が、いない。

「……桐崎さん？」

　早苗優花が、不思議そうに尋ねた。

「どうかしたの？」

　オレは振り返かえる。何な故ぜか桐崎は、その場から動かず、突つっ立たったままだった。オレは、眉まゆを潜ひそめて呼びかける。

「……おい、桐崎？」

　それを機に、桐崎が、口を開いた。

「少し、解げせないことがある」

　それは、まるで叱しつ責せきするかのような、硬かたく、厳しい声だった。

「……なにかしら」

「普通、イジメの話を語るにおいて、被ひ害がい者しやの名前を列挙することなどあるのか？　貴様が、そんなにネチネチと、詳しよう細さいに渡わたって、過去を嘆なげくようには思えないのだが」

　何を言っているか分からない、という表情をしていたが、やがて早苗優花は、ゆっくりと首を振る。

「……ごめんね、あまり覚えていないの。名栗くんが名前を知っていた以上、そういうことだったのだと思うけど」

「仮にそうだとしても。名栗が被ひ害がい者しや達たちの住所を知っていたのは、どうしてだ」

「そんなこと、わたしに言われても……」

「おい、桐崎。お前、どうかした──」

「なるほど、住所を知る方法くらい、いくらでもあるだろう。だがな、早苗。一番分からないことがあるんだ」

　オレの言葉を遮さえぎって、桐崎が続けた。

「何故、名栗は、彼女たちを憎んだ？」

「……え？」

　突然、妙みようなことを言い出すので、オレも訝いぶかしげに尋ねる。

「お前、今いま更さら、なに言ってんだ。そりゃ、早苗の話を聞いて」

「よく考えろ、クギト」

　こちらを向くと、桐崎が口を開く。

「名栗豹介という男は、【自ら何かをする】ということが出来ない。暗殺をしていたのも誰かに命令されたから。早苗と共にあったのも、彼女が受け入れてくれたから。確かに名栗が早苗を大切に思っていたのは事実だろう。だが、それでもあの男が、【人を憎んで、殺す】という、いわゆる普通の人間のような選せん択たく肢しをとったことが、私にはどうも納得出来ない」

「納得出来ないって……だからそれは、早苗が」

「確かに早苗との出会いは名栗に何らかの感情を呼び起こすに足るものだっただろう。だが、それは愛情や友情と言うよりも、親と子どものようなものだ」

「……親と、子ども？」

「それまで無条件で自分を愛してくれた人間が居なかった者が、突然、己の全すべてを受け入れてくれる存在に出会った。だから名栗は彼女に惹かれた。まるで縋すがるように近くに居続けた。だとすれば、今の奴にとって、早苗に抱いだく想おもいは一つだけ」

　桐崎は、続ける。

「彼女にだけは、見捨てられたくない」

　淡たん々たんと、感情を挟はさまず。

「見捨てられないために。早苗という存在を失わないために。あいつはどうするか。子どもが親に嫌きらわれないためにすることは決まっている。母や父が喜んでくれるであろう行動を、とる、だ。それをどう知るか？　決まっている。本人の口から聞くしかない」

「お前……何が言いたいんだ？」

「一つだけ」

　短く言った。

「……一つだけ、私の疑問全てを解決する答えがあるんだ、クギト」

　その先を口にするのを躊躇ためらうかのような、間を空けて。

　それでも、桐崎は、続きを口にする。

「早苗」

　予想の埒らち外がいとも思える、言葉を。



「──【死し喰くいの道どう化け】の噂うわさを流したのは、貴様か……？」



　瞠どう目もく。

　オレは、桐崎の肩を掴つかんだ。

「おい、お前、なに言ってんだ!?」

「信じられないのは私も同じだ。だがな、考えうる中で、これが一番、つじつまが合うんだよ」

「噂を流したって……」

　それじゃあ、まさか、

「だとしたら……早苗が、名栗にあいつらを殺せって言ったってのか!?」

「直接は言っていないのかもしれない。だが、思い出を語り、アルバムを見せ、ターゲットを指し摘てきすることは可能だ。あれは後ろに住所も載のっているからな」

「そんなこと……！」

　ない、と完全に断じることは出来ない。だが、それでも、そんなことは考えられない。

「確かに、証しよう拠こは何もない。単なる私の推測だ」

　だから、と桐崎は言った。

「早苗、貴様が否定するなら、この話は終わりだ。私達の目的は、あくまでも名栗を止めること。だが、腹に気持ちの悪いものを抱かかえたままでいるのは、どうにも私の主義に合わないのでな」

　それに、と小さく付け加えて。

「私だってな、クギト──信じたくなどないよ。そんなこと……」

　震える右手を、自分で掴み。桐崎は、搾り出すような声を上げた。

「……考えうる中で、最悪の結論だ。嘘うそなら、嘘であって欲しいと思う」

　……。ああ、とオレは、どうしようもない想いを、噛み殺ころした。

　そうだ。

　オレが、早苗と名栗のことを信じていたように。

　桐崎だって、それは同じなのだ。

　だが、こいつは、どうしようもない現実でも、しっかりとその目に見据えて生きようとする。

　故に、自分の考えを口にした。でも、事実、証拠は何もないのだ。

　だから。

　相手が、どんな言葉でもいい。否定してくれることを願って。

　ただ、返答を待っている。

　……時間は、ただ、過ぎていく。

　静せい寂じやくは、粘ねん着ちやく質しつをもった空気のように、オレたちの間を漂ただよった。

　そして。

「…………」

　不意に、その音は、聞こえた。

　初めは小さく。

　だが、次し第だいに大きく。

　少しずつ、高らかに、一定の調子で。

　くつくつ、くつくつと。

「早苗……？」

　微かにあった、不安という幻まぼろしは。

「……貴様」

　その瞬しゆん間かん、本物へと変わってしまった。

「──結構、鋭するどいんだね、桐崎さん」

　口元を歪ゆがませ、早苗優花はゆっくりと立ち上がった。そして、乾かわいた笑いを漏もらしながら、手を叩く。ぱん、ぱん、ぱん、と何度も、何度も。

「まさか、バレちゃうとは思わなかったな。まあ、乃出くんはともかく、桐崎さんは結構頭がいいみたいだったから、もしかしたら分かってるのかな、と思ってたけど」

「お前……！」

　オレは、近付いて、早苗優花の襟えり首くびを掴んだ。

「なんで、こんなこと！　名栗を利用したのか!?」

「ええ、したわ」















　一いつ切さいの後こう悔かいもなく。良心の呵か責しやくなど垣かい間ま見みえることもなく。

「わたしは、名栗くんを使って、あのゴミみたいな奴やつらを駆く逐ちくした」

　はっきりと、そう、口にした。

「……そこまで、憎んでいたのか」

「そうね。憎んでいた、なんて簡単に済ませたくないくらいに」

　吐はき捨すてるかのように、続ける。

「元々、桜ヶ丘中学校って、いいとこの子どもが通うところなんだけどね。その中でも早苗敬三の娘だからって、教師からは特別扱い。学校でも浮ういた存在。でもそんなの、私のせいじゃない。私が望んだことじゃない。それなのにあのカスどもは、調子に乗ってるだの、気取ってるだの、あまりにも一方的で、下らない理由で嫌いやがらせの嵐あらしよ。色々されたわ。机に花か瓶びんを飾かざられたり、机をゴミ箱にされるなんてしょっちゅう。上うわ履ばきは隠かくされる。鞄かばんと教科書はズタボロにされる。黒板や背中に卑ひ猥わいな言葉を書かれる。汚お物ぶつを投げつけられたこともあった。給食にはゴキブリ。トイレに入れば上から水をかけられる。水泳の時間の後、服を全部隠されたこともあったわね。素すっ裸ぱだかで探し回ったわ。ほんっと、基本的よね。オリジナリティの欠片かけらもない」

　それでもね、と、憎ぞう悪おを込めて言った。

「毎日毎日、毎日毎日、飽あきもせず、それも大勢に繰くり返されれば、どうなると思う？　少しも気が休まる時がないのよ。正直、狂くるわなかったことが奇き跡せきだと思うわ」

「だから、殺したのか!?」

「そうよ。ずっと復ふく讐しゆうの時を狙ねらってたの。ずっと、ずっと、ずっとね。そこに名栗くんが現れた。好都合だと思ったわ。それまで神様なんて信じてなかったけど、その日から私は彼の信者になったわ。全く、素す敵てきな贈おくり物ものだと思わない？」

　くすくすと笑い、

「悪いのは彼女たちなのよ。私は名栗くんにこう言ったわ。彼女たちがもし、わたしのことをまだ覚えているなら。自分のやっていることを後悔しているなら、それでいいのに」

　たまらなく、可お笑かしそうに。

「もしも忘れてしまっているのなら──こんなに悲しいことはない、って」

「てめえ……！」

　強く、睨にらみ付ける。だが、早苗優花は、少しも怯ひるまなかった。

「何も殺さなくても、なんてお題目はやめてね。チープ過ぎてゲロ吐きそうよ。殺される理由なんて法律で決まってるわけじゃないもの。個人個人で違ってていいと思わない？」

「違う！　なんで、名栗を利用した！　あいつがどういう想いでお前と一緒にいたか、分からなかったのか!?」

「分かっていたわよ」

　平然と、そう口にする。

「私だって名栗くんは好きよ。でも、だからって、それとこれとは別の問題でしょう」

「なんだと……？」

「名栗くんは私を必要としている。だから私もそれに応こたえた。それはとても楽しいことだったわ。でも、私はまだ、彼にお返しをもらっていないのよ」

　早苗優花は、そう言って笑った。

「彼みたいな危険な人物を傍そばに置いているのよ。それ相応の見返りは貰っていいと思わないかしら」

「……どういうことだ」

「わたしはね、乃出くん。たまたま近くにあった大きな力を、使っただけに過ぎないわ」

　オレの手を掴み、嘲あざけるように、口くち端はを上げる。

「誰だってね、憎む相手がいて、そこにナイフがあれば──殺すために、手にとるのよ」

　頭の中で、何かが、千切れ飛ぶ音がした。

「お前……！　自分の傍に居たいって奴のことを、そんな風に思ってたのか!?」

　そのまま勢いよく、拳を振り上あげる。

「クギト！　止よせ！」

　桐崎の声も届かず、オレは、それを早苗優花に向けて──、

「……だったら、あなたはどうだって言うの、乃出くん」

　顔へ届く寸前、動きを止める。

「……オレ？」

「あなただって、そうじゃない」

　真まっ直すぐと見据え、少しも怯む様子はなく。

「あなただって、桐崎さんを、傍に置いているじゃない」

「オレは、お前と違う！」

「同じよ」

　ぞっとするほどに冷たい声で、早苗優花は言った。

「【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】と呼ばれ、何人もの命を奪うばった人間と、繋つながっている。初めて会った時、恋こい人びとみたいに仲が良かったわね。私と違うと言うのなら、あなたが桐崎さんと一緒にいる理由はなにかしら」

「……理由なんて、ない」

「ない？」

「ああ。ない。オレが桐崎といるのは、そう約束したからだ。こいつのやらなければならないことに、最初から最後まで付き合うってな」

「……そう、ないの」

　顔を伏せる。そうして、早苗優花はまた、くつくつ、くつくつと笑い出した。

「なにが可お笑かしい！」

「可笑しいことだからじゃない。最初から最後まで？　よくもそんなことが言えたわね。笑いが止まらないわ」

「てめえ──」

「あなたには、その覚かく悟ごが本当にあるのかしら」

　淡々と、だが、追おい詰つめるかのように、早苗優花は言葉を重ねる。

「最後までって、気軽に言ってるけどね。それはいつまでのことかしら。桐崎さんが罪を償つぐなえるのはいつになるのかしら。十年？　二十年？　もしかしたら死ぬまでかもしれないわね。あなた、そんな先まで、ただの同情で、桐崎さんを傍に置いておくつもり？」

「…………」

「あなたもこの先、受験して、大学に入って、就職して、そしていつか家族が出来る。それまでずっと、桐崎さんを傍に置いておくつもり？　人生ってね、意外と長いのよ。気が遠くなるくらいね」

「それは……」

「あなたは自分が正義の味方のような振りをしているようだけど、お門かど違ちがいもいいところよ。寧むしろ、中ちゆう途と半はん端ぱに、自分勝手な理り屈くつで犯罪者を庇かばおうとする分、わたしよりずっと罪深い」

　何も言わないオレに、彼女は続けた。

「いい？　あなたが本当に桐崎さんの為を思うなら、彼女を警察に通報し、然しかるべき裁きを受けさせなければならない。それをしないのは何故？　彼女の人間的な部分を見てしまったから？　でもそれはあなたの勝手だわ。そんなものは、関係がないのよ。桐崎さんは、自分の中の弱さに負けて、人を殺し続けた。そんな人間には、罪を償う方法を探す権利などない。違うかしら。違うなら、違うと言えるだけの根こん拠きよを、わたしに示してみたらどうなの？」

「桐崎は……きちんと罪を償おうとしている。【組織】に関かかわることで──」

「そうね。確かに、桐崎さんはそうやって、自分を戒いましめてる。それじゃあ、あなたはどうなの？　あなたはそんな桐崎さんの傍に、どうして居続けるの？　彼女が心配だから？」

「……そうだ」

「そう、また同情心なのね。それが、逆に彼女を苦しめているとも知らずに」

　オレは、目を見開いた。

「オレが──桐崎を？」

「だってそうでしょう？　あなたがいなければ、桐崎さんは、いつかちゃんと警察に捕つかまって、きちんとした行程を経へて、然るべき処しよ罰ばつを受けていたわ。でもあなたのせいで。あなたが【死なない】なんて体を持っているから──やり直せるかもしれない、そんな願いをもってしまったんじゃない？」

　どちらかと言えば、罪深いのは、あなたの方かもしれないわね。

　早苗優花は、そう言った。

「その場限りの感情で本来するべきことを見失い、彼女にいつか消えてしまう希望を与えてしまった」

「違う、オレは──オレは」

　それでも、オレは、力が抜けていくのを感じた。離はなした手から逃のがれ、早苗優花は、服の襟えりを正す。そんなオレに、彼女は言った。

「……所しよ詮せん、あなたもわたしも、やっていることは同じ、自己満足に過ぎないのよ」

　桐崎が、どこか縋るような口調で、訪ねた。

「貴様は──本当に、名栗のことを友人だとは思っていないのか？　私に語った言葉は……全て嘘なのか？」

「彼と話していると楽しいというのは本当よ。名栗くんを助けた時のことも本当。でも、わたしにとって彼は、ナイフと同じ、単なる道具に過ぎない。使いやすいよう、手入れはするけど、道具を本当の人間のように愛する人間はいないでしょう？」

　オレは、その場に膝ひざをついた。早苗優花に投げつけられた言葉一つ一つが、己の内側で強く響ひびいていた。

「わたしを警察に通報しても無む駄だよ。別にわたしは、名栗くんにあのクズたちを殺してと頼んだわけじゃない」

「……早苗、貴様はそれでいいのか？　そうやって……自分を必要としてくれた人間を、そんな風に扱っていいのか？」

「くどいわね。桐崎さん、あなたは運が良かったのよ。乃出くんみたいに、馬鹿なくらいお人ひと好よしな人と出会って」

　片口を上げ、早苗優花が、桐崎に言った。

「桐崎さん、あなたも、そして名栗くんも──。幸せなんて上等なものを、掴めるような人間じゃないのよ。ま、もちろん、わたしもだけどね」

「オレと……お前は、違う！」

「同じよ」

「違う！」

「今までもそうやって、誰かを救ってきたつもりでいるのかしら」

「……なんだと？」

「オレだけはお前と違う。だからお前は間違ってる。そんな風に、自分だけを特別な存在において。わたしや名栗くんを。他の誰かを。助けて。救って。さぞかし楽しかったでしょうね」

　早苗は、馬ば鹿かにするかのように、肩を竦すくめた。

「あなた、一度でも考えなかったの？……自分の言葉が、行動が、間違っていたかもしれない、って」

　嘲ちよう笑しようを浮かべ、

「まあ、そんなことだから、わたしと名栗くんのことに、気付きもしなかったんでしょうけどね。とても、めでたい話」

　オレは、再度、何かを言い返そうと、顔を上げた。

　だが……開いた口から、反論の言葉が、出ることはなかった。

　そんな自分が──酷ひどく、情けなかった。

「名栗くんを、止めたいなら勝手にしなさい。どうせ、後一人だしね」

　そう言って、早苗優花は、相手の名前と住所を告げた。

「もうそろそろ、止めにしてもいいかなと思ってたし──最後くらいは、あなたたちにチャンスをあげるわ」

　体を屈かがめると、オレの頭に手を置く。

「桐崎さんを救ったみたいに──名栗くんも、助けるのかしら？　オヒトヨシさん」

　強く、拳こぶしを固める。

　自分の中に、今まで出会ってきた奴らの記き憶おくが去来する。妹のために修しゆ羅らの道を歩み続ける以外の選せん択たくがなかった者。桐崎と同じよう、狂いの中に身を浸ひたす他、生きる道のなかった者。全て救えたなんて思っていなかった。それでも、オレは間違ってると、そう思ったから、幾いくつもの言葉を投げかけてきた。

　だけど……あいつらも、そうなのだろうか？

　何らかの形で助けになれたと、オレが、そう思い込んでいただけなのだろうか──？

「…………！」

　床ゆかを、強く、叩たたく。

　オレは……何を言うことも、出来なかった。



　……オレが、早苗優花に何も返せなかったのは、別にあいつの弁が立っていたとかそういうことじゃない。

　悔くやしいが、全部、その通りだったからだ。

　桐崎は殺人鬼で、許されざる罪を負っていて、あいつに殺された人間は多く、悲しんだ奴はそれ以上に居る。

　そんなことは、嫌ってほど分かっていた。……それでもオレは、桐崎は、やり直せるんじゃないかと思った。オレと出会ったことで、それ以上罪を重ねることはなく、普ふ通つうの女として生きることが出来るんじゃないかって。

　以前、【組織】のボスを名乗る男は言った。

　それでは君は、殺したのは仕方なかった、でも、やり直すことが出来そうだから許して欲ほしい。そう、遺族の人々に言うつもりなのか──と。

　オレは、その時、言葉に詰まった。桐崎という目の前の人間だけを見ていて、その周りを全く見ていなかった自分に気付いて。

　桐崎は結局、【組織】に押し付けられた償いをまっとうすることで、己を裁こうとしていた。

　オレは、それに付き合うと言った。

　桐崎が、心配だったからだ。もちろん、オレのこの役にも立たない能力が、桐崎のやろうとしていることに関わることで、少しでも何かの意味を持つなら──そんな風に考えたのも事実だ。だけどそれ以上に、オレの居ないところで、こいつが傷ついたり、殺しあったりするのを放っておくというのが、忘れようとしても気になりそうで、オレにはどうにも耐たえられそうになかった。

　そうして、桐崎と一緒に、オレは生きてきた。オレは、桐崎の傍に居る。それで、こいつの、支えとなればと。そのことだけは、確かなことだと思う。

　……だが。

　本当に。

　本当に──そうなのか？

　早苗の言葉を聞いた時、オレは、長らく自分の中でわざと蓋ふたをして、目を逸そらしていたであろう部分に、気がついてしまった。

　桐崎が、もしも、オレと出会っていなければ。あいつは、どうなっていただろう。

　きっと、自首していたのではないだろうか。

　早苗優花は言った。

　それがまっとうなことだと。

　オレのやっていることは……桐崎に、永遠と約束出来ぬ希望を、安易に与えてしまっただけに過ぎないのだと。

　オレという人間が居るせいで、桐崎は、支えが出来たのかもしれない。だけど──そのせいで逆に、今度はそれを失うことを恐れるようになってしまったのではないだろうか。だからあいつは、【組織】の命令を受けた。死ぬことを覚悟していたあいつを思いとどまらせたのが、オレのせいだったとしたら。死ぬことも出来ず、生きることを望むようになってしまい、その代価として自分で忌き避ひしていた殺傷行こう為いを続けなければならなくなってしまった。

　その、原因が、オレにあるのだとして。

　オレは、そんな桐崎に対し──何が出来た？

　ただ、隣に居ただけじゃなかったのか？

　オレは、それでもいい、と思っていた。こいつがそれを望むならと。だけど……、

　──じゃあ、あなたは、これからずっと桐崎さんと付き合っていくの？

　早苗優花の質問に、オレは答えられなかった。今まで、何十年先のことなんて、考えたこともなかったからだ。

　桐崎のことを思って、付き合うと言ったはずだった。だけどそこまで深く考えていたのかと問われてしまえば……肯こう定ていすることは出来ない。

　何も出来ないなら、見ていることしか出来ないなら、桐崎にきちんとした場所で、罪を償わせる。

　それがオレのやるべきことなの……だろうか。

　違う、と言う自分がいる。そんなわけがない。その考えはおかしい、と。

　だが、いつものように、それをそのまま受け入れることが出来ない。答えのない疑問だけが、ぐるぐる、ぐるぐると、オレの頭の中を回っていった。あいつを否定するためには、自分自身を肯定する必要があった。それなのに、どうしたって、それが出来ないのだ。

「……クギト？」

　不意に、声がかかった。オレは、没ぼつ頭とうしていた考えから這はい上がり、そちらへ顔を向けた。桐崎が、様子を窺うかがうように覗のぞき込んできている。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ひどく顔色が悪いが」

「……ああ。いや、なんでもない」

　早苗家を辞して、近くの駅から電車に乗った後、どうやらずっと、堂どう々どう巡めぐりの思考を繰り返していたらしい。

「──早苗に言われたことを、気にしていたのか？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　ない、と言おうと思ったが、誤ご魔ま化かしてもどうせ分かってしまうだろうと、頷うなずいた。

「……ああ。そうだ」

「そう……か」

　桐崎は、何かを言おうと口を開き、しかし、伝えるべきものが見当たらなかったのか、すぐに閉じてしまった。

　わずかに上下する振しん動どう。車内に、客数は少ない。互たがいに、無言の時間が過ぎていった。だが、やがてそれが耐え切れないというように、桐崎が言う。

「……クギト」

「うん？」

「今日、私は、今が幸せだと言ったな」

　視線を向ける。桐崎は、少しだけ笑った。

「あれは、本当のことだ。早苗の言う通り、私は許されない女だ。それなのに、貴様と出会い、長い間、本来なら望んではならないものを得続けてきた。それは──それは、とても、幸せなことだった」

「…………」

　まるで、囁くように。

「……私はいつも自らの罪のことを忘れずにいた。だけど、いつからか、貴様と生きるのを楽しもうとする自分の方が大きくなっていくのも感じていた。その度に否定して。自分を叱しつ咤たして。でも、時が経つにつれ、その想いも少しずつ消えていこうとしていたような気もする。……正直のところ、早苗に言われて、改めてそのことを突きつけられた気がするよ」

　そして唇くちびるを引ひき締しめて、

「クギト。もしも貴様が、早苗の言葉を受けて、思うところがあるのなら……私になど遠えん慮りよせず、しっかりと自分の意思で決めて欲しい。私は、それがどんなものであろうと、受け入れる」

　オレの方を向いて、わざとのように軽く言う。

「なに、気にするな。私は、元々、独りだったんだ。元に戻もどるだけだ」

　目を閉じて、自嘲気味に、口端を上げた。

「早苗の言う通り、私は、本来、誰かと共に在るべき人間ではない。……そのことは、初めから、分かっていたはずだったんだがな」

　静かに、呟つぶやく。

「少し……分不相応な程、幸福に浸り過ぎたのかもしれない」

　それは、違う。

　そう、言いたかった。以前のオレなら、即そく座ざにその言葉をかけていただろう。お前のやったことは、お前自身だけのせいじゃない。どうしようもない事情があって、それが──

　でも、それらはどれも、上うわ滑すべりした、まるで無責任な発言のように思えた。

　そんな風に言って、どうなる？　それは、桐崎のことを本当に考えての言葉なのか？

『警察に行こう』

　そんな、どうしようもなく当たり前の考えは、しちゃいけないと思っていた。桐崎恭きよう子こという人間の、あらゆる面を見たオレは。そう……オレだけは。だけど。

　かつて、オレが桐崎と初めて出会った時。この能力が、初めて誰かに欲ほつせられたと思った。だから、役に立てるならとこいつを受け入れた。だけど……、やっぱりこれは、どうしようもないくらい、世の中には不要なものだったのだろうか。

　分からない。突とつ然ぜんだった。かつて、自信と呼べるものがオレにあったのなら──それが、すっぽりと抜ぬけ落おちてしまったような。そんな気分だった。

「桐崎……」

　もっと、掛かけてやれる言葉があるはずだった。色々と。こいつの欲する答えを、オレは持っているはずだった。

　だけど、声から出たのは──、

「……悪い」

　そんな、情けないくらい、弱々しい台詞せりふしかなかった。



　家に帰ると、明かりがついていた。携けい帯たい電話の画面を見ると、まだ午後五時半。

「ただいま。……姉さん、帰ってるのか？」

　居間から聞こえるテレビの音を頼たよりに声をかけると、間延びした返事があった。

「あら、おかえりー。久しぶりに休きゆう暇かとったのー」

「そうか。珍めずらしいな」

　暖の簾れんをくぐった先で、湯飲みをもってくつろいでいる姉さんへ、オレは言った。

「なんか食う？」

「うんにゃ。まだいいや。あんた、学校の帰りにしては遅おそいわね？」

「ああ……いや、桐崎と会っててな」

「あら、デート？　相変わらず仲良いわねえ」

　けらけら笑って、姉さんは湯飲みをこちらへ向けてきた。

「で、どうなのよ」

「なにが」

「なにが？　だって。澄すました顔しちゃってさー、桐崎さんとのことに決まってるじゃない。きゃー、もう、この色ボケ色しき魔ま色情魔！」

　どんだけ変態にすりゃ気が済むんだよ。

「……別に。なにもなかったよ」

「あら、乾いた反応」

　もっと食くって掛かってくるかと思っていたのだろう。拍ひよう子し抜ぬけしたような口調で言った。

「……ふーん」

「なんだよ」

「喧けん嘩かしてもしたんじゃないの？」

「そんなことねえよ」

「でもねー。あたしの経験上、あんた、何か嫌なことがあったり、気に入らないことがあったりすると、そうやってぶっきらぼうになるのよね」

　……だから、身内ってのは嫌なんだよ。

「喧嘩したわけじゃねえよ。ただ、ちょっと……」

「ちょっと？」

「……なんでもねえよ」

「ふうん。ま、言いたくないならいいけどさ」

　オレは、冷蔵庫から麦茶を出だすと、コップに注ぎ、椅い子すに座すわった。

　テレビでは、馬鹿らしいバラエティーが放送されている。下らないことに、みんな口を開けて、間ま抜ぬけみたいに笑っていた。

「……こいつら、よくこんなアホらしいことやってられんな。世間じゃ、色々起こってるのに」

「なーに言ってんのよ」

　姉さんは、オレの麦茶を奪い取とって一口飲んだ。

「辛つらい世界だから芸ってのは生まれたのよ。全部が幸せなら、笑ってやろうなんてことわざわざしなくても、みんなニコニコしてるわよ。だから、どんなに辛い状じよう況きようでも、笑いってのは重要なのよ。幸せって感情を忘れない為ためにね」

「……そうか」

　そうかもしれない。

　でも、今の気分には、この番組は合いそうになかった。

　オレは、リモコンをとると、適当にチャンネルを変えた。

　丁度、夕方の報道番組をやっていた。

『……○×市では、十二月のクリスマスに向けて日本最大のモミの木をホールに設置し、子ども達の手によって飾り付けをする予定とのことです』

　平和なニュースだった。オレは、ぼやりとまた、思考の海に潜もぐる。

　……オレは、このまま、名栗のことを放っておいてもいいのだろうか。

　あいつのやっていることを知りながら、見捨ててしまってもいいのだろうか。

　いいわけがない。そう思うと同時に、早苗優花の言葉が蘇よみがえる。

　──あなたもわたしも、やっていることは、自己満足に過ぎないのよ。

　オレは、早苗優花のやっていることを、非難出来るような人間なのだろうか。あいつの言う通り、手前勝手な理屈で桐崎という殺人鬼を擁よう護ごしているオレに……。

　いや、それだけじゃない。

　オレのやろうとしていることは、本当に、やらなくてはならないことなのだろうか？

　今までずっと。桐崎と一緒に居てから、何人もの、苦しんでいる奴らと出会ってきた。

　自身の宿命に。己の枷かせに抗あらがうことも出来ず。ただ、それに従うしか出来なかった奴らに。

　オレはその都度、自分のやれる範はん囲いで、助けてきた。そのつもりだった。

　自分で考えたこと。間違っていると思えることを、貫つらぬき通とおして。

　だけど。

　それは……本当に、【正しいこと】だったのだろうか？

　オレの主観ではなく。あいつらにとって。そして誰だれにとっても。

　本当は……オレのやってきたこと、言ってきたことなんて無意味で、無駄で、無価値なことだったんじゃないのか。

　救えたなんて勝手に思い込んで。自分勝手に解決したつもりで。ろくな経験のないガキの、戯たわ言ごとみたいなことをわめいただけで。

　偽ぎ善ぜん。その言葉を、オレは、自分自身で噛かみ締めたことなどなかった。

　だが、実際、そうだっただろう。

　名栗の、どこが救われていると言うのだろうか。

　結局、依い頼らい主ぬしが変わっただけで、あいつがやっていることは、以前と変わらない。いいように操あやつられ、望んでもいない力で。人を。命を。潰つぶし続けているのだ。

　そして、あいつにそれをやらせたのは──他の誰でもない、オレなのだ。

　もし、そんなオレが動いたところで、どうなる？

　あいつを止めて、最悪、殺してしまって。それで、全ては、丸く収まるのか？

　それでも桐崎は、【組織】の命令で動くだろう。

　だとすればオレは。

　オレは──何の為に、動くというんだ？

　自分自身がやってきたことの、無意味さを突きつけられて尚なお。

　オレに、何かする、必要は……あるのか？

　その時。不意に、キャスターの、引き締めたような声が聞こえてきた。

『では、次のニュースです。昨日午後、都内の▲×駅にて、男がナイフをもって暴れ回っているところを、駆かけつけた駅員によって確保、後に警察へ引き渡されました。男は取り調べに対し、就職が決まらず何もかも嫌になり、誰かを殺したくなったと語っているとのことです。男は一週間前にインターネットにてナイフを購こう入にゆう、友人たちにも大きなことをやってやると吹ふい聴ちようしていたということもあり、警察では計画的な犯行と見て調べを進めています。幸いなことに怪け我が人にんはおらず、列車も通常通り運行中とのことです』

　テレビを観みていた姉さんが、露ろ骨こつに嫌な顔をした。

「あーあ。ったく、社会にむかつくのは勝手だけど、人を巻き込まないで欲しいわねえ」

「……、なあ、姉さん」

　オレは、ふと、訪ねた。

「もし、なんだけど──姉さんに、殺したい相手が居て、そこにナイフがあったら……手にとると、思うか？」

「なによ、突然」

「いや、別に意味はないんだけど……」

　姉さんは、片眉を上げてしばらくオレのことを見ていた。だがやがて、「そうねえ……」とテレビへ視線を戻す。

「殺すかもしれないわね。よっぽど、憎にくい相手なら」

「……そうか」

　軽くショックを受けながら、オレは、やっぱりそんなものか、と思った。そこに【力】があるなら、利用しようとするのが人間──そういうものなのだろうか。

「でもさ」

　姉さんはそう言って、オレが食後のデザート用にと大分前に購入して、テーブルの上に積み上げていた、林りん檎ごを手にとった。

「もしそこに、この林檎があったら──どうするかわかんないわね」

「……どういうことだ？」

「気が変わって、林檎の皮を剥むくのに使うかもしれないってことよ」

　姉さんは、肩かたをすくめた。

「結構みんな勘かん違ちがいしてるけどね。ナイフは別に人殺しの道具じゃないのよ。確かに誰かを刺さすことも出来るけど、鉛えん筆ぴつを削けずることも出来るし、果物の皮を剥くことも出来る。単にコレクションとして集めることも出来るわ。ようは、方法の問題よ。ナイフを買う人が全員、誰かを傷つけようなんて考えてるわけじゃない。刃は物ものは何かを切ることを強制付けられてるけど──その方向をどっちに向かわせるかは、結局は使う人次第なの」

「……でも、ナイフがあったから、誰かを殺してしまう可能性も生まれるんじゃねえのか？」

　その質問に、姉さんはじっとオレを見み据すえた。そして、ゆっくりと首を振ふる。

「クギト、それは違うと思うわ。誰かを殺してしまうかもしれないからと言って、ナイフそのものを規制しても意味がない。重要なのは、そのナイフを手に入れた持ち主が、きちんと正しい在り方を決めてあげられるようにすること。違う？」

「いや……そうだと、思うけど」

「そしてもっともダメなのは、ナイフその物を怖こわがってしまうこと。何をしてしまうか分からないからって捨ててしまえば、それを拾った誰かが、自分よりもっと悪いことに使ってしまうかもしれない。誰かを傷つける可能性を傍に置いている人は、その責任を果たさせて、最後まで持ってあげなきゃならない。そして、常にその刃は先さきが向かう方を──見てあげなきゃいけないの」

　林檎を投げると、その手で受け取り、姉さんは言った。

「人を殺したのはナイフがあったからだなんて、そんな馬鹿げた理屈、動機にもならないわ」

「…………」

　ずしりとした、何かが。

　重い、抱えきれないほど重い何かが、自分の背に圧し掛かった気がした。

　だけどそれは、いくら辛いからといって、降ろしてはいけないものだった。

「責任……か」

　だけどそれがなんなのか、オレには、はっきりと分からなかった。

　オレは、やっぱり未熟で……下らないほど、考えの足らない人間だった。

　それでも、取っ掛かりは掴んだ気がした。

　だからオレは、ゆっくりと息をつき──その場から、立ち上がった。

「……姉さん、ちょっと行ってくるわ」

「ん？　どこに？」

　歩き出し、背中越ごしに、オレは言った。

「──オレが、世界で誰よりも尊敬できる奴のとこ」

　……未熟なら、未熟でもいい。

　だけど、このまま明確に出来ない気持ちを抱えたままじゃ、とてもじゃないが、生きてなんていけない。

　独りで居た時とは違う。

　成り行きとは言え、自分の意思で、誰かと関わってしまったんだ。……半はん端ぱで投げ出すなんてことだけは、したくなかった。

　だから、人ひと頼だのみだと笑われてしまってもいい。

　あいつに──相談してみよう。

　オレが、どうすればいいのかを。



「あら、乃出さん。いらっしゃい」

　玄げん関かんの扉とびらを開けたりんの母親は、笑え顔がおでオレを出で迎むかえてくれた。

「夜分すみません、りんさんいらっしゃいますか？」

「あら、どうしたの？」

　不ふ審しんげに、ではなく、純じゆん粋すいに疑問に思っているようで、首を傾かしげる。年とし頃ごろの娘むすめに男が一人会いに来たと言うのに、少しも警けい戒かいする素そ振ぶりを見せない。オレを信用しているのか。それとも、この親にしてあの子あり、と言うべきか。

「いえ、少し話がありまして。すぐ帰りますので。申し訳ありません」

「そうなの。でも、ごめんね、今あの子……」

「おかーさーん」

　奥おくから聞こえる間延びした声。間違いなくりんのものだった。

「お母さん、もうシャンプーないよ。詰め替かえ用のやつどこいったっけ？」

「ああ、りんちゃん、ちょうどよかった。今ね、乃出さんが」

　と、母親が振り返り、オレもそちらに視線を向ける。その次の瞬間、目をしばたたかせた。

「どしたの？」

　玄げん関かん先さきに姿を見せたりんは、バスタオル一枚を体に巻いただけの状態だった。どうやら、風ふ呂ろに入っていたらしい。湯上がりの火ほ照てった顔をぱたぱた自分であおぎながら、気持ちよさそうに目を細めている。

「…………」

　やっぱり、胸、無いなあ……と、場ば違ちがいながらも冷静に思うオレであった。

「あら、りんちゃん。ダメよ、そんな格好で出てきたら」

「なにが？……あれ、クギちゃん？」

　きょとんとした顔で、りんがオレの方に手を挙げる。

「どしたのこんな時間に。なにか用事？」

「……いや、まあ、用事と言えばそうなんだが」

　オレは、頬ほおをぽりぽり掻かきながら、ゆっくりと指差した。

「久く遠おん、お前、色々、大丈夫か？」

「なにが？──って、あ、ああ！」

　ようやく気がついたらしい。自分の体を見下ろしたりんの顔が、見る見る内に赤くなっていく。

「やっ──！」

　自分の体を抱きしめて、その場でうずくまる。オレも、とりあえず礼れい儀ぎとして、目を逸らしておいた。

「おお、おか、おか、お母さん！　どうして言ってくれなかったの!?」

「あら、言ったじゃない」

「遅いよ！」

「ごめんねえ」

「謝あやまり方かた軽いよぉ！」

　ばっと立ち上がるかのような音がすると同時、ばたばたと駆けていく。……待つこと、五分。

「ごめんなさいね。あの子、家ではいつもあんな感じだから」

「いえ、その、こちらこそ、すみません……」

　なんか知らんが、頭を下げてしまうオレだった。

「……お待たせ」

　壁かべから少しだけ顔を覗かせて、りんが涙なみだ目でこちらを見つめてくる。まだ頬は朱しゆ色いろに染まっていた。

「どうしたの？」

「いや、ちょっと話が……帰った方がいいか？」

「だ、大丈夫」

　おずおずと出てきたりんは、当たり前の話だが軽装であるものの、きちんと着き替がえている。何故かスパッツの上に羽織ったパーカーの裾すそを引っ張って、下半身を隠そうとしながら、ぼそりと言った。

「ど、どうぞ、おあがりください」



「オレンジジュースでいいかな」

「あ、ああ。悪いな」

　りんの部屋に通され、オレは、用意してもらったクッションに腰こしを下ろした。手て渡わたされたグラスを持つと、りんが対面に座る。

「…………」

「…………」

　先ほどのことがあるからか、なんとも微び妙みような空気である。りんは手近にあったぬいぐるみを掴んで抱え込むと、ぎゅっと抱き締めながら、こっちを見上げてくる。

「あの、クギちゃん、お話って？」

「あ？　あ、ああ。悪い。こっちから押おしかけといて」

　出鼻をあんな形でくじかれたためか、どうにも切り出しにくかった。オレンジジュースを飲む。甘あまったるい液体が、乾かわいた喉のどをよく滑すべるように通った。

「いや、なんつうかさ」

　どうやって、話すべきか。自分の考えを整理するというのは、どうにも苦手だった。

「なんつうか……」

　同じ言葉を繰り返し、眉み間けんに皺しわを寄せて、黙だまり込む。アドバイスを貰もらいにきた、なんて正直に話せるほど、器用な人間ではなかった。そんなこと言ってる場合か、と叱しかられてしまえばそこまでだが、こんなもん、理屈でどうにかなる話じゃない。持って生まれた特性のようなものだ。

「また、桐崎さんと、なにかあった？」

　的中。さすが、りんと言うべきか。いや、そもそもオレが何かしら悩なやんできた時というのは、いつだって桐崎とのことだったのだから、分かって当然なのかもしれない。だが、全てを話すわけにもいかず、誤魔化すことにする。

「……桐崎とのことじゃなくてよ」

「うん」

「今回は、そういうんじゃなくて」

「ほう」

「説明しにくいんだけどよ……」

　腕うでを組み、目を閉じた。しばらくの間。りんが、自分のオレンジジュースを飲んだ。からん、という氷の鳴る音が、オレを急せかす。

「……なあ、りん」

「はいさ」

「もしも、の話だけどよ」

　りんが頷く。オレは、続けた。

「仮に──お前の友達が、何か、取り返しのつかないことをしたとするよな。法律に触ふれるようなことだ」

「うん」

「普通なら、それを、警察だのなんだのに、通報しなきゃいけないとする」

「そうだね」

「でも、そいつはある事情で、その、法律に触れる行為ってのを、嫌でもしなきゃいけなくなったんだ」

「……そうなんだ」

「自分はしたくないのに、してしまう。だから警察に捕まったところで、刑けい務む所しよから出所しても、また同じことをしてしまう」

　脳の中を引っ掻き回まわして、どうにか話を纏まとめつつ、オレは言った。

「捕まって、出て、またやって、捕まって、出て、またやって──。そういうのを繰り返している内、いつかそいつは、死し刑けいになって死んじまうとするよな」

「うん」

「でも、もし──もしもお前が、お前だけがそいつを何らかの方法で助けられるとしたら」

　息を吸う。気持ちを落ち着け、オレは、りんに尋たずねた。

「だとすれば、お前は、そいつを……助けるか？」

「助けるよ」

　躊ちゆう躇ちよもなく。

　考える余地さえなく。

　りんは、そう断言した。

「わたしなら、助ける」

「でも──でも、だ」

　その潔いさぎよさに圧あつ倒とうされながらも、言葉を紡つむぐ。

「でも、それは本当に、そいつを救うことになるのか？　もしかすれば、お前のやることは、そいつを自首させることかもしれない。そいつを助けるって言っても、それは一年や二年だけの話じゃない。十年、二十年、いや、死ぬまでかもしれない。そこまでやれるのか？　お前のやっていることは、ただの場ば繋つなぎで、相手に報むくわれもしないような希望を与あたえているようなもんかもしれない」

　それでも。

「それでも──お前は、そいつを、助けるか？」

「助けるよ」

　清すが々すがしいほどに。

　りんの言葉には、迷いがない。

「……どうして、そう言える」

「助けたいって、そう思ったから、助けるんだよ。そこに理由なんて、いらないじゃない」

「でも、自分のやっていることは、無意味かもしれないんだ」

「無意味なのかな」

　首を傾げて、りんが言う。

「誰かを助けたいと思って、助けることが、無意味なことなんてあるのかな」

　視線を上げて、考え込むようにうなり、















「わたしは、そうは思わないな。確かに、未来のことは分からないよ。十年後、二十年後に、その人と別れることになってしまうかもしれない。一生をかけて助けるなんて、やっぱり言えない」

　でもね、と。

「でも、助けたい、と今、そう思うことは出来る。それはそんなに、悪いことなのかな」

「…………」

「一秒でも、一分でも、一年でも。誰かが誰かを助けることが出来れば、それはその人の救いになる。だとすれば、それは、やるべきだよ」

「……それは、自己満足には、ならないか？」

「確かに、そうかもしれないね」

　りんが、頷く。

「ずっと助けられないのに、助けてしまうことは、結果的にはその人にとって辛いことかもしれない。でもだからって、見過ごすことが正しいことだとは思えない、ってわたしはそう考えてる」

　だから。

「だからね」

　りんは、微笑ほほえんだ。

「出来るだけ、頑がん張ばるしかないんだよ」

「……頑張る？」

「出来るだけ、一生、その人を助けられるように頑張る。未来がどうなるか分からないけど、今の自分が頑張ることは出来る。だから頑張ろうって、そう自分で決める。強く言い聞かせる。それだけ」

「それで、どうにかなるのか？」

「どうにもならないかもしれないね。でもね、クギちゃん、未来って、別の世界のことじゃないんだよ」

　グラスを手に、りんが言う。

「今日、今から続いているものなの。わたしは、わたしを、信じてる。だからきっと、未来のわたしも大丈夫。だから助けようって思う。そうじゃないと、これから先のわたしに失礼になるから」

「……自分を信じる、か」

　薄うすっぺらい言葉だと、以前のオレならそう思っていただろう。なんの根こん拠きよもない。保証もない。……だけど、他ほかに確かなものなどあるだろうか。己の想おもい以外に確固として、過去も今も未来も存在しているものなんて。

　しかし、オレは、信じるに足るだけの自分を、果たしてもっているのだろうか。

　りんのように。

　十年後も、二十年後も、強く在れる自信があるだろうか。

「……なあ、さっき、久遠は、正しいことだと思えないってそう言ったよな」

「ん？　うん」

「【正しい】って、一体なんだ？」

　オレは尋ねた。

「お前がそいつを助けることは、本当に【正しい】ことなのか？　お前はどうして、そうやって、自分のやっていることは、【正しい】と思えるんだ？」

　今回のことだけじゃない。

　りんはいつもそうだった。自分に迷わない。はっきりとした信念をもっていて、ただ、それを口にする。それでオレは何度も助けられた。だけど、

「自分が間ま違ちがっているかもしれない、って。そうは思わないのか……？」

「……思うよ」

　苦く笑しようして。りんは、ぽつりと呟いた。

「今まで、自分のやっていることが、全部正しかったなんて、思ってない」

「……そうなのか？」

「だって、わたし、神様じゃないから。助けようとした人が、それを望んでいなかったり。助けられたと思ってるけど、実は、全然そんなことじゃなかったんじゃないかって。いつも不安になったりするよ」

「だったら、なんで」

「だけどそれは、全部、わたしが決めたことだから」

　オレの言葉に重ねるように。

「誰でもない、わたしが自分で決めたことだから。そこから逃にげたくないって思うんだ。余計な真ま似ねだって言われたって、転んだ人がいれば手を引っ張って立ち上がらせてあげたい。偽ぎ善ぜん者しやだって言われたって、困ってる人がいれば、出来る限りのことはしてあげたい。あの人は助けられたいと思ってないんじゃないかって、助けたってなにもならないんじゃないかって、それでなにもしないんじゃ、それはそのままになっちゃう。でも、助ければ、助けた方が良かったって結果になるかもしれない」

　りんは、ゆっくりと微笑んだ。

「だからわたしは、助けられる人がいて、自分に助けられる力があれば、助けたいってそう思う」

「間違いだった、としてもか？」

「たとえ間違いだったとしても、自分が助けたいって思った気持ちに嘘うそはないよね？　そこを否定しちゃいけないんだよ。もしそんなことをしたら、これから先、助けることが正しかった人さえも、見捨てることになってしまうから」

「だから、立ち上がるってのか」

「間違えてしまった自分のことを、忘れちゃいけないと思うよ。それでも──だから止まったままになるなんて、わたしは嫌だと思うから。クギちゃん、わたしたちはまだ高校生で、子どもで、世界ってそんなに甘くなくて……自分の言ったこと全部が、そのまま、その通りになるなんてこと、ないんだ」

　それでもね、と。

　りんは言った。

「それでも……進まなきゃ。大人でも子どもでも、自分にやるべき力があって、やらなきゃいけないことがあるなら、それに従わなきゃ。そこだけは、多分、それだけが、【正しい】ってことなんじゃないかな」

　誰もにやるべき力があり。

　誰にもやらなければと思うことがある。

　だったら、従え。

　過去も今も未来も関係なく。

　それだけが唯ゆい一いつ、確かな道。

　自己満足でも、あるいはそれが独善でも。

　己の思うことをぶつけ、そうして生じた結果を全すべて背せ負おえ。

　それが責任であり。

　そして──正しく生きる、ということだ。

「……出来るだけ頑張る、か」

　弱々しい言葉だ。

　全てを決めるには頼りなく。

　あらゆる物を確定付けるにはまだ遠い。

　それでも。

「……久遠」

「うん？」

　一歩は。

「ありがと、な」

　一歩を進める覚かく悟ごは、出来た。

「……クギちゃん？」

「そうだな。誰にだって、先のことなんて、わかりゃしねえんだ」

　それは、早苗優花だって、同じことなんだ。

『オレは、間違った』

　……胸に刻んだか？　馬ば鹿か野や郎ろう。お前は本当に考え無しだ。勢いのまま突つっ走ぱしって。いっぱしの正義の味方気取りかよ。くだらねえ。反へ吐どが出る。

　それでも、やるしかないってのか。たとえなんの解決にもならなかったとしても。

　ぐちぐち悩んで、助けられないかもしれないなんて、そんなことを思ってるのは確かに楽だ。だけどそんなことを思っている内に、誰かがまた誰かを傷つける。望んでもいない力に翻ほん弄ろうされて。オレの犯おかした過あやまちのせいで。

　だとすれば、やっぱり──、

「……悩み、晴れた？」

「ああ。多分、な」

　わずかに苦笑し、立ち上がった。

「夜に邪じや魔まして、妙みようなこと言って悪い。本当、ありがとな」

「……うん、わたしはいいけど」

「じゃあ、オレは、そろそろ帰るよ」

「もう、帰っちゃうの？」

「ああ、ちょっと、やることがあってな」

「……そうなんだ」

　少し、声が沈しずんだ気がした。

「どうした？」

　オレが尋ねると、りんが、顔を俯うつむけたままで言った。

「……わたしには、話して、くれないんだね」

「……え？」

「分かってる。クギちゃんには、クギちゃんの都合があって、それに、わたしには話さない方がいいことなんだろうって」

「久遠……」

「それでも、やっぱり、ちょっと寂さびしいなって思う」

　指を絡からませながら、呟くように。

「なんだか、少し、クギちゃんが遠いよ──」

「…………」

　りんが、こんなことを言うのは、珍しいことだった。

　オレは、何を言えばいいのか分からず、ただ、戸と惑まどう。

　だが、次の瞬しゆん間かん、りんは顔を上げて笑った。

「なんて、ね。冗じよう談だん。ごめんね」

「……お前」

　そして立ち上がると、オレの手をそっと握にぎり、自分の胸の前で握り締めた。

「……クギちゃん、頑張って」

　オレは少しばかりの間、黙り込んで。

　ゆっくりと、空いた手を上げた。

　りんの頭に、そっと置く。

「ああ、頑張ってくる」

　くしゃくしゃと撫なでると、りんは、くすぐったそうに笑った。

「……じゃあな」

　踵きびすを返す。オレは、ゆっくりと、一歩踏ふみ出した。

　一歩。もう一歩と。

　少しずつ、それでも、確かな足取りで。



　予想はしていた。

　それでもやはり、少しは驚おどろくというものだ。

「……どうも」

　りんの家からの帰り。人通りの少なくなった道を歩いていると、前方に人ひと影かげがあった。

　明めい滅めつする街灯に照らされて、女が一人。

　ハルだった。

「よぉ」

　軽く声をかける。ハルは会え釈しやくすると、いつもの通りに無表情で、オレに歩み寄る。

「どうか、したか」

「桐崎恭子から連れん絡らくがありました」

　単刀直入。こいつは、いつもそうだ。

「乃出狗くぎ斗とは、名栗豹介に関する事件、また、その後の任務に一いつ切さい協力しない可能性があると。そしてそれは、いかなる理由であろうと受け入れて欲しいと」

「……そうか」

　沈ちん黙もく。互いに口を噤つぐむ中、先に言葉を発したのはハルだった。

「自分の無力さが、嫌いやになりましたか」

「…………」

「私は以前、貴方あなたにこう言いました。名栗豹介が早苗優花と出会うことにより、今後、一切の殺人や暴力行為を己に禁じると、百パーセントの保証をもって言えますか、と」

「ああ」

「結局、やはり、それは間違いでした」

　怒おこるわけでもなく、責めるわけでもなく。あくまでも淡たん々たんと、続ける。

「名栗豹介は早苗優花の誘ゆう導どうにより再び殺人を犯した。もしもあの時、貴方が【組織】の命令に従っており、桐崎恭子が名栗を殺していれば、今回の事件は全く起こらなかった。違ちがいますか」

「……その通りだ」

「なら、貴方には責任がある」

　色の無いその瞳ひとみを、オレに向けて。

「貴方の妄もう言げんにより六人の命が奪うばわれています。その事実を認にん識しきして尚、貴方は背を向けるおつもりですか？」

　オレは、大きく息を吸い込んだ。そして、口を開く。

「なあ、ハル」

「なにか」

「お前、本当は知ってたんじゃないのか」

「…………」

「今回の事件の犯人が名栗だったことも。早苗がそれを指示していたことも。もっと、ずっと前から、分かってたんじゃないのか」

　答えを待つ間。オレはハルから少しも目を逸らさずに、ずっと睨にらみつける。

　やがて、

「……名栗豹介が犯人である可能性は高いと思っていました」

　やっぱりか。

　こいつは──いや、【組織】は初めから、そのことを知っていた。だからいつもと違い、任務の大おお幅はばな説明を割さいていたのだろう。

「ですが確定出来るだけの証しよう拠こが足らず、貴方がたに情報を集めて頂こうと思っていました」

「どうして、あの時、犯人が名栗かもしれないって言わなかった」

「……それは、」

「オレたちがショックを受けるかもしれないと思ってたからか？　違うよな。お前らはそんな殊しゆ勝しような人間じゃねえ。お前らは、オレたちが自分で真実に辿たどり着つくのを待ってたんだ。そっちの方が、精神的なダメージがでかくなるからな」

「…………」

　わずかな間を開けて、ハルは、ゆっくりと頷いた。

「貴方にそこまでの洞どう察さつ力りよくがあるとは少々驚きました。桐崎恭子の影えい響きようでしょうか」

　うるせえよ。

「相変わらず趣しゆ味みの悪い奴やつらだ」

「貴方には自分が仕出かした事の重要性を認識して頂こうかと思いまして」

「ああ、そうだな。おかげ様で、嫌いやって言う程ほど、思い知ったよ」

　何もかも。今まで信じてきたものを、根底からぶち壊こわされたような気分だった。

「……お前の言う通りだ。オレは、確かに、甘かったのかもしれねえ」

「そうですね」

「責任は──とるさ」

　はっきりと、そう、口にする。

「……では、名栗豹介の事件に」

「名栗だけじゃねえ。これから先もずっとだ。今まで通りにやってやる」

　オレは、長く息をついて、腕を組む。宵よい闇やみに視線を向けた。そして、

「……だけどな。オレはお前らが考えてるような展開には、絶対に、従わねえ」

　ハルが、目をしばたたかせる。続きを促うながすような反応に、オレは続けた。

「オレはオレのやるべきことをやる。でも、お前らには従わない。気にいらなければ反論するし、やりたくないことなら、やらなくていいように、足りない頭で考える」

「……現状を踏まえた上の言動とは思えませんね。自分のやったことも分からないほどに脳内容量の少ない頭だとは思えませんが」

「間違いは認めるさ。だからこそオレはオレを貫つらぬかなきゃなんねーんだよ」

　ハルを真まっ直すぐと見据え、オレは、思っていたこと、考えに考え抜いたことをぶちまける。

「言ってきたことややってきたことが、その先で間違えているか正しいかなんて、オレやお前にも、そして誰にだって分からねえんだ。だったらオレはオレのやり方でやるしかねえ。重かろうか軽かろうが、起こったこと背負って。結果がどうだろうが──全部含ふくめて、目を逸そらさずにやるしかねえんだよ」

　……そう。調子いいことばっかり口にして。相手を救ったつもりになっていた癖くせに。その覚悟が、今まではなかった。情けないことだったと、そう思う。確かにオレは甘い。何も見えてはいなかった。

　しかし、だからって、いつまでも腐くさっているのは、やっぱり単なる逃げだ。

「……それが貴方の選せん択たくですか」

「これが、オレの選択だ」

　もう、後こう悔かいはしない。

　悩んで、蹲つくばっている時間さえ、オレにはねえんだ。

「…………、そうですか」

　ハルは、地面を見下ろし、何かを思うようにじっとしていた。

　だが、やがて、ゆっくりを顔を上げる。

「貴方は、大馬鹿野郎ですね」

「なっ！」

「ただの馬ば鹿かならまだ救いようがあった。素す直なおに絶望していればやりやすかったんですよ。考える必要のないことまで考え、悩むべきところではないところに悩む。正直なところ、やりにくい、というのが本音です」

「……悪かったな」

「貴方の言葉は私からボスへとお伝えしておきます。それでは」

　深々と頭を下げると、ハルは、振り返かえって歩き出した。

　闇やみへと紛まぎれ、やがて、消えていく。

「あいつ、何かしら嫌いや味みを言わねえと帰れねえのかよ」

　絶ぜつ妙みようにやりにくい相手だ。今に始まったわけじゃねえけどよ。

「……、さて、と」

　これで全部が終わったわけじゃない。

　オレは、携帯電話を取り出した。

　アドレス帳を呼び出し、慣れた手つきで、そいつの番号を呼び出す。

　通話ボタンを押して、耳に当てた。……コール音が、数回。

『もしもし』

「桐崎か」

　オレは、言った。

『……クギトか』

「ああ、オレだ。今、いいか」

『構わない。どうした』

　目を閉じる。唇を引ひき締しめて、数秒。受話口の向こうから、桐崎の息いき遣づかいが聞こえてくる。

『……クギト？』

「名栗のところへ行くんだろ」

『……、ああ。明日にでも行動を開始しようと思っていた』

「──オレも行く」

　沈黙。が、そう時間も経たたず、桐崎が言った。

『……いいのか？』

「お前、あいつを、止めるんだよな」

　すぐには、答えなかった。だが、桐崎はやがて、はっきりと言い放つ。

『ああ、止める』

「ハルは言った。もし名栗が今度、危険視される行動をとったら、必ずお前とオレで止めろと。……たとえ、その命を奪うことになっても」

『……ああ』

「お前、名栗を、殺せるか」

　どこか桐崎に似たあの男を。

　悪意ではなく。救ってくれると信じている人間の助けになると。裏切られ、騙だまされたまま、人を殺し続けている人間を。

『……やるさ』

　桐崎は、そう言った。

『任務だけの話じゃない。私は──名栗を、止めたいんだ』

「それは、どうしてだ」

『……、私には分かっていた。あの男が、全てを捨ててしまったような風に見えて……独りであることにずっと苦しんでいたことを』

　……もしも。オレが、こいつと付き合うことを条件に──誰かを傷つけることを頼たのめばどうなっていただろうか。

　桐崎はきっと、実行するだろう。

　性衝しよう動どうなんかじゃなく、自分の意思で、はっきりとした理性の中でナイフを握ることになるだろう。

　今までだってそうだった。

　冗談でふざけることはあっても。受け入れてくれるオレに対してだけ、素す顔がおのままで居られることはあっても。

　桐崎は、本来、誰かを傷つけたいと思っているわけじゃない。

　本能が。体に刻み込まれた忌いまわしい宿命が。

　桐崎に、ナイフを握らせる。

　オレと出会うまで、こいつはその呪のろいと、ずっと、戦い続けていた。

　だからもし、こいつが、意思あるがままに、オレ以外の誰かを傷つけることがあれば。

　それはきっと、桐崎が抱かかえた後悔よりも、こいつにとってずっと大きな苦しみとなる。

　そんなものは、許しちゃおけない。

　正義感などではなく。

　桐崎と、オレ。名栗と、早苗。

　同じような存在を受け入れることを選んだ、これは、果たすべき責任だ。

　だから、オレは名栗を止めると決意した。そして──【力】の向かうべき道に過ちを犯した早苗優花を、放ってはおかない。

「分かった」

　深く頷く。

「オレも協力する」

『……だが、クギト。以前も言ったが、これは私の償つぐないだ。貴様まで付き合う必要はない』

「早苗を信じたのは、オレの【罪】だ。オレも、もう、お前と同じなんだよ」

　受話器を、強く握り締める。

「だから、オレは、オレから逃げない」

　力をこめて。

「これは」

　オレは、言い放った。

「──これは、もう、オレの戦いでもあるんだ」

『クギト……』

「やるぞ、桐崎。二人でだ」

　迷いはない。

　完かん璧ぺきに、決めた。

「オレとお前で──名栗を、止める」

『…………』

　桐崎は。

『……分かった』

　短く、そう答えた。

『貴様がそう言うのなら、私には止められないな』

「……ああ」

『だが──』

　桐崎は何かを言いかけた。だが、それ以上、続けることはない。

「……桐崎？」

『……いや、なんでもない』

「なんだよ」

『気にしないでくれ。……篠原恵那は、【組織】がマークしているようだ。何か動きがあれば教えてくれるだろう』

「あ、ああ」

『それでは、またな』

　通話が、切れる。

　……妙だ。

　何が、というわけではない。だが、どこか、桐崎の反応がおかしい。

「気のせい、か……？」

　それなら、いいのだが。

　オレは、携けい帯たい電話を仕し舞まった。

「さて、と……」

　腕をぐるぐると回し、帰り路を急ぐ。

　全てが納まるところに納まった。そんな感じだ。

　後は、行くべき場所へ、やるべきことをやるために、突っ走るだけだと思った。

　オレは、呟いた。

「いっちょ決めるとするか──覚悟ってやつを」







　　　第五章　死なない男と絆の形





　初めて拳を固めたのは──いつのことだっただろうか。

　自分のそれが、何もかもを容易たやすく壊せてしまうことを理解したのは、一体いつのことだっただろうか。

　そしてそれを、自分が決して望んでいないことを知ったのは──いつのことだったのだろうか。

　だけど、その時にはもう、自分は独りで──

　周りには、敵が沢たく山さんいた。

　誰も彼かれも、自分のことを狙ねらっていた。いや、自分だけではない。その世界では、己以外の者は全て獲え物ものでしかなく、それらを狩かるのは、日々の生活の糧かてを得るために必要な手段だった。

　だからそうするしかないのだと思って。

　ただ、【潰し】続けた。

　パンを食べようと思って、ゴミ箱を漁あさっていたら、ここは俺おれの縄なわ張ばりだと言ってくる奴が居た。そいつは自分を邪じや魔ま者ものだと罵ののしり、殺そうとしてきた。いや、今から思えば、それはただの脅おどしだったのかもしれない。だけどその時の自分は、とにかく怖くて、殺されるんだと思った。自分はいつもそうだった。必要以上に強い【力】を持っているのに、誰よりも臆おく病びよう者もので、いつも何かを恐おそれていた。だから自分の身を守るため、その場に転がっていた鉄パイプを拾い、そいつに向かって思い切り叩きつけたのだ。鈍にぶい音がして、頭が弾はじけ飛とんだ。肉にく片へんが散らばり、骨が飛び、倒たおれこんだそいつの頭からは、どろどろと得体の知れないものが流れ出した。血が瞼まぶたにこびりつき、拭ぬぐっても拭ってもとれなかった。だけどおかげで、パンは食えた。

　だから、これは、正しいんだと思った。

　自分はこうしなければ、生きていけないんだと確信した。

　だからそれからも、顎がつ骨こつを砕くだき、目玉を突き、あばらを折り、頭ず蓋がい骨こつを叩き割わった。【潰し】て、【潰し】て、【潰し】続けた。いつしか誰もが自分を恐れ、遠ざけるようになっていったが、そうする以外に生きていく術がなかった。

　そうしている内に、ある日、自分はその人に出会った。

　その人は、自分を拾ってくれて、くさい臭くさいのしないご飯や、泥どろの味がしない水をくれた。

　その代わり、写真を渡わたし、住所を伝え、そいつを【潰し】てくれと頼んだ。

　自分は、それを請うけ負おった。飯のお礼をするつもりだった。

　そして、容易く写真の男を【潰し】て帰ると、その人はひどく喜んでくれた。

　その人は、お前がこのまま、今回と同じようなことをするために、ずっと傍そばに居てくれると嬉うれしいと言った。

　自分は、その提案を受けた。基本的に、今までとやることは同じだったからだ。それなのに、手に入るものは段だん違ちがいだった。だから、【潰し】を続けた。怯おびえる男を叩き壊し、わめき散らす女を血ち塗まみれにし、命いのち乞ごいをする者たちをただの肉につ塊かいへしていった。一度【潰す】度、その人は自分を可愛かわいがってくれた。褒ほめてくれた。美お味いしい物や、楽しい玩具おもちやを与えてくれた。その度に自分の確信は、益ます々ます強くなっていった。色んな人に嫌われはしたけど、やはり自分が人より優すぐれているものはこの【力】しかなく、これを使うことでしか、誰かに必要とはされないのだと。

　そして、何年も経った頃ころ。

　その人が、いつもと同じように、こいつを【潰し】てくれと頼んできた。

　自分は、何の迷いもなく承しよう諾だくした。

　だけど、手て違ちがいがあり、目的地につく前に空腹で倒れてしまった。

　薄れていく意識の中で、多分、自分はこのまま死んでしまうのだろうと思っていた。それもまた構いはしない。自分にとって生や死は、本当のそのまま生きているか死んでいるかで、そこに意味や理由などを考えたことはなく、ただ状態として認識していただけだったからだ。死ぬなら死ぬで、ただそれだけだった。

　だが目を覚ました時、自分はまだ息をしていて、目の前には女が居た。彼かの女じよは、自分を介かい抱ほうしてくれて、美う味まい飯や、あったかいベッドを与えてくれた。

　そして、色々な話をした。自分は決して話が上う手まいわけではなく、拾ってくれた人とも、大した会話をしていたわけじゃなかった。それにその人は、仕事以外で自分が己おのれに関かかわることを嫌っているようだったので、積極的にこっちから接することはあまりなかった。

　だけど、その女は、自分の話を楽しそうに聞いてくれた。一度つまらなくはないかと訊きいたことがあるが、彼女は言った。

「私は、同年代くらいの子と、一度もこうしておしゃべりしたことないの。だから、楽しいよ」

　とても驚いたのを、覚えている。女は、信じられないくらい大きな家に住んでいて、高価な物を沢山持っていて、美味しいご飯を食べて、広い風呂に毎日入っているのに──自分と同じで、独りぼっちだったのだ。

　大したこともない、どうでもいいような言葉のやりとりなのに、彼女が笑う顔を見ていると、なぜか高こう揚ようすることに気付いた。誰かが自分の話を聞いてくれている。ただ、それだけなのに。

　自分は感情を表に出すことが苦手で、よく「わたしの話、面おも白しろくなかった？」と訪ねられたけど、その度に必死で否定した。それを見て、彼女はまた笑った。

　彼女と何日か一いつ緒しよに居ると、心の何ど処こかが、形に出来ないなにかを激しく訴うつたえてくるのに気付いた。震ふるわせて、熱くして、表現出来ない物を生ませようとしてくる。そんなのは、初めての経験だった。

　それが、相手のことを好き、だという気持ちであることを、彼女の部屋にある本を読んで知った。難しくて、よく分からない説明だったけど、努力して、理解しようとした。それが、とても大事なことだと思ったから。

　自分は、その女に、己が【潰つぶし】を専門にやっているということを話した。拾ってくれた人に、簡単に話すなと言われたけど──彼女になら、言ってもいいと思った。女は驚いたけれど、別段、自分を怖こわがることはなかった。

　自分は、誰か、【潰して】欲ほしい奴はいるか？　と彼女に訊いた。

　しかし、その女は、首を振った。

　不思議だった。【潰して】欲しい相手もいないのに、なぜ自分に優やさしくしてくれたのだろう？　と。

　彼女は言った。最初は、同情。でも、今は、君のことをトモダチだと思っているからだと。

　トモダチ……奇き妙みような響ひびきをもった言葉だった。信しん頼らいした相手にのみ使う呼び方だと教えてもらった。とても大切な存在なのだと。だから、利害なんて関係なく、自分に優しくしてくれるのだと。

「だったらお前も、俺のトモダチか？」

　と訪ねた自分に、女は笑って答えてくれた。

「そうだと、嬉しいな」

　そして、ある時──その女が、自分が殺すべき相手であると知った。

　彼女が、自分から言ったのだ。

　でも、そんな気にはなれなかった。

　理由は、分からない。生かして義理に報いることは、生かすことだ。最初はそうだと思っていた。だけど体力が回復してから、女の家を離はなれてからも、彼女のことを忘れることはできなかった。どうしてなのか、ずっと考えていた。

　多分……トモダチ、だからだろう。詳くわしくは分からないけど、そう思うことにした。

　何度か、夜中に邪魔していた時だった。

　女がアルバムを広げ、色々と、自分が見たこともない【ガッコウ】という場所について語っていた。

　そんな折、不意に彼女は、ある写真を指して言った。

「わたしね……この人たちに、いじめられてたんだ」

　イジメとはなにか──訪ねた自分に、彼女は答えてくれた。複数の相手が、独りに寄ってたかって嫌がらせをすることだと。どうしてそんなことをするのか……そう訊くと、彼女は「分からない。暇ひまだから、なのかもね。でも、辛つらかったな」と言った。

　苦しかったのか、と訪ねた。

　そうだね、苦しかった、と女は呟いた。

「この人たち、今なにしてるのかな……。誰か、仕返ししてくれればな……なんてね」

　彼女はそう言った。他にも、【死し喰くいの道どう化け】という噂うわさのことを話し、それをネット上に流していじめていた相手を怖がらせようとしたけど、全く効果がなかった──などということも教えてくれた。

「それどころか、わたしのことなんて全然覚えてなかったみたいなの。……バカみたいよね」

　ずっと、なんでもないことだと言うように、笑いながら。だけどその笑いは、いつも自分に向けてくれるようなものではなく、どこか無理やりに作ったようなもののように思えた。こんなにも優しい彼女が、誰かに嫌がらせを受け、苦しめられてきたのだ。

　以前、女の部屋にある本に、こう書いてあった。

　トモダチとは、助け合うものである、と。

　自分は、彼女に命を救ってもらった。だったら……その恩を返すべきではないのだろうか。

　彼女がそれを望んでいる。きっと、そうすれば、彼女はもっと喜んでくれるはずだ。

　自分は、アルバムから女の上げた名前の載のった箇か所しよを調べ、住所を知った。

　そして、自分は。

　女と、ずっと、トモダチで居るために。

　彼女が流した噂の怪かい人じんに化け。

　彼女を忘れようとしている奴らを。

　この、唯一、自分という存在を他人に認めさせることの出来た【力】で。

　全員、【潰して】──やることにしたのだ。

「…………」

　既すでに、最後の一人になっていた。

　夜の繁はん華か街がいを、そいつは歩いていた。

　ずっと後ろを尾つけている自分のことを、相手は気付いていない。

　何人かの男にナンパされ、それを軽くあしらい──それでも扇せん情じよう的てきな動きで腰を振り、周りを誘ゆう惑わくしながら、進んでいく。

　自分は、聞いていた。先ほど電話で、相手がこれからある店に行くと誰かに話していたのを。幼い頃からあちこちを放ほう浪ろうしていたおかげで、この辺りの地理に関しては誰よりも詳しい。自分は、相手がその店へ行くまでに、必ず人気の無い道を通ることを知っていた。ここ最近、毎日のようにつけていて、やっと機会が訪おとずれた。

　案の定、そいつは、一度狙ねらわれたにも拘かかわらず、警けい戒かいもせず路地裏へ入って行く。先日のことは、事故か何かだとでも思っているのだろう。もう二度と、あんなことは起こるまいと。何の確証もない、安あん堵どに身を浸ひたして。

　入り口に足を踏み入いれると、いつも通り、懐ふところから出した道化の仮面を被かぶった。コートの内側から、静かに鉄パイプを引き抜ぬく。

　そして、音もなく、相手との距きよ離りを詰つめていく。

　このまま、命を奪うことは容易い。だが、そうしてしまっては意味がない。

　相手に、なぜ自分が殺されてしまうのが、分からせる必要があった。

　だから自分は、わざと壁を、その手にもった鉄パイプで叩たたいた。

　静せい寂じやくの世界に高く、甲かん高だかい音が響き渡る。

　相手が体を竦すくませた。若じやつ干かんの間が空く。

　そして、恐る恐るといった感じでこちらへ振り向むき、

「……ひっ」

　と声を上げた。

　自分は、ゆっくりと、遅おそいくらいの速度で、歩み寄っていく。

　何が起こっているのかわからない──そんな呆ほうけた顔で、相手は、その場に固まっていた。

　自分は、仮面越ごしに、くぐもった声で訊く。

「……自分が、殺される理由が分かるか？」

　女が、その場に腰を抜かして座すわり込んだ。

「ま……また……」

　繰くり返し、尋ねる。

「自分が──殺される、理由が分かるか？」

　じっと待った。相手が、答えるまで。

（こいつは、どうだ？）

　反応を、確かめるように。

　だが……、

「わ、わかんない……な、なんなのよ……！」

　やはり、ダメだった。

「お前もか……」

　自分は、一歩、また一歩と近付き、鉄パイプを握った。

「皆みな……皆、そうだった」

　手に、力を込める。

「誰も彼も──優ゆう花かのことなんて、覚えていない」

　相手の目が、見開かれる。

「ゆ……優花？　優花ってあの……早さ苗なえ優花？」

　ぴたりと、動きを止めた。

「…………」

「あ、あんたあの、早苗の……なんなの？　恋こい人びと？　仕返しにきたの？」

「……覚えているのか？」

　相手は、少しでも時間を稼かせごうとしているのか、がくがくと頷うなずいた。

「い、苛いじめてたのを恨うらんでるの？」

　しばらく沈黙したが……深く、頷いた。それを聞いて、相手は、手を前に出し、激しく振った。

「ちょ、ちょっと待ってよ。そりゃ確かにちょっとひどいことしたかもしれないけど……あんなの、別に、遊びでしょ？　そ、それに、あたしだって本当はやりたくなかったけど、ほら、クラスじゃグループがあってさ。リーダーに従わないと、今度はあたしがやられちゃうのよ。ね、ね、仕方ないのよ。だから……勘かん弁べんしてよ」

「…………」

　唯一、最後に彼女、早苗優花のことを記き憶おくしていた人間に出会ったということか。だが……、別に、だからどうだというわけでもない。記憶していようがいまいが、【潰す】ことに代わりはない。

　自分は、ゆっくりと鉄パイプを振り上あげた。

「ひっ！　や、やめて、お願い……謝るから！」

「……もう、遅い」

　一歩、足を踏み出す。

「い──いやぁッ！」

　そして、自分は、全力でその頭ず蓋がい目め掛がけて一いち撃げきを──、

「やめろ！」

　激しい声に、目標地点へ届く寸前、鉄パイプは止まった。

「もうやめろ……名な栗ぐり！」

　その声の主を、自分──名栗豹ひよう介すけは、知っていた。



　どうやら、ギリギリ間に合ったようだ。

【組織】から名栗が再び篠ささ原ばら恵え那なのことをつけていると連絡を受けてから、オレと桐きり崎さきは教えられた場所へと走った。

　辿り着いた時、名栗は、ターゲットを前に鉄パイプを振り上げているところだった。

　オレの言葉に、ゆっくりと振り返る。

　歪いびつな笑えみを貼はり付つけた仮面が、じっと見み据すえてきた。

「……その物ぶつ騒そうな物を下ろせ、名栗」

　オレは、息を整えながら、名栗に言う。

「…………」

「お前がやろうとしてることは、全部分かってる」

　桐崎と共に、警戒しながら、少しずつ近付いていく。

「お前が、なんでそんなことをしているのかも」

「…………」

「なあ、名栗……お前、もう、殺しはやらないんじゃなかったのかよ」

　拳こぶしを握り、大きく振った。

「オレに言っただろう！　早苗が居れば、もう、仕事をするつもりはないって！」

「…………、ああ」

　初めて。名栗が、口を開いた。

「仕事をするつもりは、もう、ない」

　鉄パイプを構えたまま、

「だけど、こいつらを殺せば──、早苗が、喜んでくれる」

　前を向いて、怯えきった篠原恵那へ向かう。

「だから、【潰す】」

「貴様は、早苗に騙されているんだ」

　桐崎はスカートを払はらい、ナイフを引き抜く。刃はを空気に滑すべらせて、目前で構えた。

「……早苗に？」

「早苗優花は、最初から自分を虐いじめた相手を殺して貰もらうため、貴様を利用していた。貴様と親しくしていたのも、そのためだ」

「…………」

「成なる程、貴様がその女を殺せば、早苗優花は喜ぶだろう。だが、それは初めから仕組まれていたことだ。あの女は貴様に恩義など感じない。貴様が抱いだいていた全ては──」

　奥おく歯ばを噛かみ締め、桐崎は強く叫さけんだ。

「全ては、幻げん想そうだったんだ！」

「…………」

　振り返ると、名栗は、鉄パイプを肩かたに担かついだ。そして呟つぶやくように、それでも断じるかのごとくはっきりと、

「そんなことはない」

「名栗、聞け！」

「早苗は、オレのトモダチだ」

　ゆらりと、闇に、銀光がきらめく。鉄パイプを突きつけて、

「……邪魔をするなら、お前たちも潰す」















　舌打ち。桐崎が、細く息をつく。

「名栗──」

　だが、その言葉を発するより前に、

「っ！」

　一歩踏み込むと同時、眼前に躍おどり出でた名栗が、大上段からの鉄パイプを振り下おろしていた。

「桐崎！」

　わずかに沈めた身を、バネのように跳はね返らせる。間かん一いつ髪ぱつで攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれた桐崎の前で、アスファルトが粉ふん砕さいした。篠原恵那の悲鳴が上がる。

「……やはり、無理のようだな」

「ああ」

　折れ曲がった鉄パイプを放ほうり投なげると、コートを翻ひるがえして、二本目の得物を取り出した。

「止めるしかねえ」

　オレは頷く。

「最悪だぜ──なにも、かも」

　桐崎が、ナイフを逆手に持つと、前ぜん傾けいした。

「クギト」

「ああ。分かった」

　言葉は要いらない。この状じよう況きようでまず初めにとる手段くらい、オレたちの間ではもう、口にする必要もないことだった。

「……シッ！」

　桐崎の左手が胸むな元もとに伸のびて放たれると同時、その指先から幾いく本もの光が散った。スローイングナイフだ。だがそれが当たるかどうかを見る前に、桐崎が疾しつ走そうし、オレもそれに続いた。予想通り名栗はスローイングナイフを全て打ち落とし、向かい来る桐崎へ向けて、その打だ撃げきを振り下ろす。

　しかし桐崎は、その範はん囲い一歩手前で急速にスピードを落とした。

　代わりに、オレがその前に出る。

「……!?」

　わずかながらも、名栗の動どう揺ようが見てとれた。だが勢いは止まらない。鉄パイプの先せん端たんは、オレの頭ず蓋がいを、真正面から直ちよく撃げきする。

「がっ！」

　稲いな妻ずまでも落ちたかのような衝しよう撃げきだった。視界がショートする。オレはぐらりとよろめきながらも、どうにか踏ん張ばって、足を地面に立てることへ成功した。

　どろりとした血を拭うと、オレのすぐ傍を、桐崎が駆かけていくのが見えた。よし、成功だ。

　桐崎は尻しり餅もちをついている篠原恵那を抱えると、即そく座ざに切り返し、振り返り様に放たれた名栗の横薙なぎを頭を下げてかわした。

　そのまま、路地裏の入り口へと放る。

「さっさと逃げろ！」

　篠原恵那は、投げられた時に生じた痛みに顔をしかめていたが、桐崎の言葉に目を見開いた。そのまま、よろめきながら去っていく。

「……これで、邪魔者はいなくなったな」

　桐崎はオレの横に並んで、呼吸を整えた。

「ああ。でも……こっからだぞ」

　一応、【組織】はこちらの動向を監かん視ししているだろう。だが、手を貸してくれるなどという考えは持たない方がいい。今回の事件を解決しなければならないのは、あくまでも桐崎とオレなのだ。

　名栗は、しばらく呆ぼう然ぜんとその場に突っ立たっていた。

　だが次の瞬間──背を反そらせると、高く、空をひび割るくらいに強く吼ほえる。

　それは、あるいは初めて見せた、名栗の怒いかりの感情なのかもしれなかった。

「邪魔、を、するな……」

　低く、轟とどろくような声で。

「邪魔を、するな……！」

　鈍い音。振り回まわした鉄パイプが、壁を砕き、その欠片かけらを散らす。

「邪魔を、」

　何度も。何度も。何度も。壊し、砕き、潰し、そして、

「邪魔を、するなああああああああああああ！」

　突とつ貫かんする。

「っ！」

　桐崎は地面を蹴けると、名栗の攻こう撃げきをわずかな動きで避さけた。鉄パイプを振り戻もどす隙すきを狙って攻撃を仕し掛かける。その切っ先が腕うでに突き刺ささるも、名栗は意に介かいさず、半歩下がって桐崎を突き飛ばした。

「ぐっ！」

　宙に躍おどる体を半回転させると、地面に着地。だがその時にはもう、名栗の体は迫せまって来ていた。桐崎が右へと転がる。先ほどまで立っていた場所を、その凶きよう悪あくな鉄てつ塊かいが押し潰した。素す早ばやく立ち上がった桐崎が、右下からの一刀を振るう。その刃が腕を切きり裂さくも、名栗は躊躇ためらう様子さえ見せない。振り上げた鉄パイプを、無造作に落とした。瞠どう目もく。体をひねるも、桐崎の肩に、鉄塊が沈んだ。

「あぁっ！」

「桐崎！」

　顔をしかめながらも、桐崎はその体勢から回し蹴げりを放った。名栗の腹に直撃を見み舞まうも、全くひるむことはない。再度の攻撃を仕掛けようとするそのわずかな隙を狙い、後ろへと跳とんだ。

　オレの隣となりに降り立つと、息をついて、舌打ちした。

「……ダメだ。らちがあかない」

「大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「ああ。出来る限りダメージを抑おさえるようには動いた。しかし……、次はどうなるか分からないな」

　首を振ふると、肩を押おさえる。

「どうやら、小手先の技わざで攻せめても無む駄だのようだ。【力】もそうだが、あの男……防ぼう御ぎよの方も中々らしいな。ちょっとやそっとの攻撃では全く効果がない」

　桐崎は、速度はあるが力そのものは、それほど強いわけではない。対して名栗は常識を超こえた力をもっているものの、スピードの方はそうでもない。一見すれば、数で迫れば桐崎が勝てそうなものだ。だが、耐たい久きゆう力りよくまで優れているとあっては、かなりの劣れつ勢せいを強しいられてしまう。

「それに以前も言ったが、下手に踏み込んで、直撃を喰らえばそれで終わりだ」

　いくら名栗のモーションが遅いと言っても、その全てをかわすのは恐らく不可能だ。

　たった一度でも奴の鉄パイプが桐崎の体を屠ほふれば、そこが生死の境目となる。

　目の前の物を、完かん膚ぷなきまでに叩き、壊し、潰し尽つくす──

　それこそが、名栗豹介が【潰し屋】と呼ばれていた所以ゆえんなのだろう。

「やるなら、一発勝負ってことか……」

「恐らくは。危ない賭かけになるな」

「……そうだな」

　オレは、ゆっくりと息をついた。確かに、無策で挑いどむには危あやう過ぎる相手だ。ただし、

「お前一人、ならな」

「……クギト？」

　そして、臨戦態勢を整える名栗を見据えて言った。

「いいか、桐崎。よく聞け。これからオレは、あいつ──名栗の攻撃を、全部正面から受け止める」

「なんだと？」

「ここは路地。左右に避ける道はない。前方はオレたちで塞ふさがってる。壁は高過ぎて、前みたいな芸当は無理だ。ましてこの状態で、オレたちに背を向けるような真ま似ねを、あいつはしないだろう。だったら、オレが向かっていったら、名栗はどうすると思う？」

　桐崎が、オレの言わんとすることを飲み込んだように、顔を強こわ張ばらせる。

「……あいつがこの場から逃げるには、オレをぶっ殺すしかない。だけどオレは【死なない】。オレは、あいつの攻撃を、避けずに全部受ける。お前は隙を伺うかがって、後ろから名栗に攻撃を仕掛けろ」

「しかし、私が飛び出したところを名栗に狙われたらどうする？」

「誰だれが、飛び出せって言ったよ」

　オレはかすかに笑い、そして、その考えを、桐崎に伝えた。桐崎は瞠目すると、信じられない表情でオレを見る。

「……本気か？」

「マジだ。生あい憎にくと、笑えない冗談は嫌いでね」

　オレは言った。

「桐崎、お前はオレに言った。あいつを止めたいと。オレはそれにこう答えた。オレも協力する──と。だから、遠えん慮りよなんかするな」

「だが、しかし！」

　手を上げ、オレは、桐崎の頭を乱雑に撫でた。

「……お前は、お前のやるべきことだけを、しっかりと見据えろ」

　わずかな、沈黙。

　やがて桐崎は、答えた。

「……分かった」

「よし」

　それでいいんだ。

　そして、オレは、前へ向かって歩き始めた。

　名栗が、警戒するように鉄パイプを握り直す。その体からは、隠かくし切れぬ殺気が溢あふれ出ていた。殺気──元々は、名栗豹介という人間には不似合いなものだったはずだ。極きわめて人間的な、それは。その感情もまた、早苗優花という人間の為ために得たものなのだろうか。

　不意に、オレは問いかけた。

「なあ、名栗。……お前、早苗のことが好きか？」

　名栗は、答えない。オレは続ける。

「誰かが誰かを好きだとか、誰かが誰かを必要だとか、面めん倒どうくさい話だよな。独りの方がよっぽど楽だと、オレは思ってた。……ちょっと前までは、な」

　だけど、

「……今は、そういうのも、悪くない。そう思う時もある」

　桐崎やりんと話していると。こんな日々が続いていくのも、そう面倒くさいことばかりではないと、そんな風に思うことがある。

「誰かと関わるってのは、大変なこともあるけど……それなりに楽しいこともある。それを大切にしたいっていう、失いたくないっていう、お前の気持ちも分からないわけじゃない」

　足を止めた。オレは、名栗に声をかける。

「でもな名栗。それに振り回されちゃダメだ。お前、早苗と親しそうに喋しやべってたよな。一緒に居ると楽しいって、そう言ってたよな。だったら、なんでそれを信じてやれねえんだ？　いつか見捨てられるかもしれないってのが、怖かったのか？　でもな、名栗……目に見えるもんがないと早苗のことを信用出来ないっていうなら、それは、お前が殺してきた連中と、やってきたことは一緒なんだよ」

　名栗は何も言わない。オレは息をついた。

「オレだって偉えらそうに言えるような立場じゃないけどよ……。名栗、お前が本当に早苗の友達だって言うなら、あいつの間違った考えを、正してやらなきゃいけないんじゃないのか？　仕返しなんて考えるなって、叱しかってやるべきじゃなかったのか……？」

　名栗は──。

「…………」

　やはり、答えなかった。

　代わりに、鉄パイプを、高く振り上げた。

「……そうかよ」

　お前は結局、そっちを選ぶんだな。

「分かった」

　オレは、両手を広げた。

「お前がそうしたいっていうなら、オレはもう何も言わない。だけどな、これだけは言っとく」

　名栗を、強く睨にらみつける。

「──お前は、絶対に、間違えてる。間違えた道を歩こうとする奴が、そう簡単に、前に進めると思うなよ。あくまでお前が進むっていうなら、オレや桐崎を叩き潰してからにしろ」

　そして長く息をつき、わずかに、片口を上げた。

「お前の底無しの【力】と、オレの絶対に【死なない体】──どっちが先に折れるか、勝負してみようじゃねえか」

　オレは、名栗へ向かって叫んだ。

「かかってこい、名栗ッ！」

　衝撃は、唐とう突とつだった。

　一歩踏み出だすと同時、懐へ突っ込んできた名栗は、オレのこめかみ目め掛がけて鉄パイプを叩き込んだ。

　視界がスパークする。オレは、勢いに吹ふき飛ばされ、真横の壁に激げき突とつした。

「クギト！」

　オレの横を、名栗が通とおり抜けようとした。が──オレは奥歯を噛み締め、名栗に飛び掛かかった。

「まだだ！」

　肩を掴つかむと、前方へ突つき飛ばす。もんどり打った名栗は、しかしすぐに体勢を整え、オレの横腹へ得物を薙ぎ入れた。

「ぐぶっ……！」

　苦鳴が漏もれる。ばぎり、という聞きたくもない音が鳴った。胃からせり上がってきた内容物が喉の奥まで迫ったが、どうにか飲み込み、オレは、倒れそうになる体を叱しつ咤たした。

「……まだだ」

　足をしっかりと踏みしめ、オレは言った。

「まだまだこんなもんじゃ、てめえは進めやしねえぞ、名栗……！」

「──ッ！」

　表現し難がたい叫びが放たれ、名栗は曲がった鉄パイプを放り投げると、コートを翻し、新たな一本を引き抜いた。

　そして真っ直ぐと振り落おとされた鉄パイプの先端が、オレの頭蓋を喰らう。

「がっ……ッ！」

　額からどろりとした液体が伝い、舌に鉄みたいな味を染み込ませた。遅おくれて額の辺りが熱を持ち、痛みが精神を侵おかし始める。一いつ瞬しゆん、意識が途と切ぎれかけた。たった三発でもう、これだ。だがオレは唇くちびるを噛み、痛みで無理やりに自分を覚かく醒せいさせる。

「どうした……名栗ッ！」

　名栗は、一瞬、動きを止め──

　次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい勢いでオレへ向かって攻撃の乱打をぶちこんできた。

　一撃、一撃が桁けた外はずれの強さを持っている。腕が、腹が、脚あしが、あらゆる箇所の骨が、歪ゆがみ、砕かれ、折れていくのが分かった。何度も、何度も、何度も何度も。

　その度に血が舞まい、オレの周囲へ散っていく。翻ほん弄ろうされ、思うままに嬲なぶられた。いつ果てるとも分からぬ痛みの連れん鎖さが、オレを絶え間なく襲おそう。

　その度にオレの心の何処かで、そろそろやべえんじゃねえかとか、そこまでやる意味があるのかとか、そんな言葉が囁ささやかれた。それでもオレはその場に立ち続けた。そして、じっと、ただ、耐たえ続けた。

「……ッ！」

　苛いらついたような声が上がり、一ひと際きわ大きな打撃がオレの横顔を屠った。乾けん坤こん一いつ擲てきという四字熟語、本当の意味で実現出来る奴がいるとは思わなかった。オレは、その勢いを殺すことも出来ず、ゴミのように軽々と壁へ衝しよう突とつする。

「がはっ──！」

　そのままずるずると、力なく、その場に崩くずれ落ちていき、

「……くっ！」

　だが、オレは、それでもどうにか壁に手をつくと、がくがくと震える脚で、立ち上がった。根こん性じようなんてもの、自分には無む縁えんだと思ってたが、ほとんど、意地みたいなものだった。

　……相当きついな、こりゃ。

　今までで、何回死んだ？　冗談じゃなく、これだったら、高速道路に身を投げ出した方がまだマシだ。オレは、次に来る攻撃に恐れを感じる自分に気付いていた。

　……だが、ここで倒れるわけにはいかない。意地だろうがちっぽけなプライドだろうが、一度自分で決めたことを守り通すことも出来なけりゃ、本当の意味でやっていることが、自己満足になっちまう。

　だが、どれだけ待っても、次の衝撃が来ることはなかった。攻撃の手が、唐突に止やんだ。オレは、ふらついた足で、はっきりしない視界の中、前を見た。

　仮面の奥おくで、名栗は荒あらい息をついていた。恐らく、驚おどろいているのだろう。一撃で頭蓋を粉砕するような力を何度も叩き込んでいるのに、オレは死ぬどころか、その場に伏ふすことさえもしていないのだから。

「……もう終わりか？　名栗」

　終わりそうなのは、こっちなのかも知れないが。断続せずに放たれる攻撃の波は、オレの傷が癒いえる前に新しいそれを生み、さすがのご自じ慢まんの体も、その処理能力の限界を超えかけているようだった。

「クギト……もう、やめろ。やはり、無理だ」

　だけど。

「やめるわけには……」

　それでも、

「やめるわけには──いかねえんだよ！」

　そうして、再び、名栗は一撃を放った。頭頂から足先に駆けて、稲妻のような衝撃が疾る。獣けもののようなうめきが口から漏れ、ぐらりと揺ゆらぐ体は、たとえそこが固い地面であろうと、横たわることを望んでいた。

　だがオレは、かろうじて足を踏み出し、そこにとどまることを、自分に命令付ける。

「しっかり……しやがれ──！」

　抉えぐり取とられようとする意識を、必死で繋つなぎとめた。

「……どうして」

　初めてそこで、名栗が、声を上げた。

「どうして、邪じや魔まをするんだ」

　抑よく揚ようのない、淡たん々たんとした。それなのに、どこか悲しげな声で。

「優花が、待っているのに」

　呟くように、言った。

「オレがあいつらを殺すのを。ずっと、待ってるのに」

　そして、鉄パイプを振り上げると、無造作にオレを殴なぐりつける。得物が何度も折れ曲がっても、その度に新たに取り出して。繰り返し、あいつが忌まわしいと思いながらも、それしか縋すがるもののなかった【力】で。オレを殴り続けた。

「どうして、邪魔をするんだ……！」

　嘆なげくような言葉で、名栗は、鉄パイプを振るうことをやめなかった。

「……名栗、まだ、分からないのか。貴様は、早苗に……あの女に、騙だまされているんだぞ！」

「嘘うそだ！」

　桐崎の言葉を、名栗は否定した。次し第だいに、その声に、感情が混じり始める。

「嘘だ。そんなはずはない。早苗は、早苗は、オレの、【トモダチ】だ！」

「…じゃあ……直接……訊いて、みろよ」

　オレは、血唾つばを吐はき、口元を拭った。にやりとする余よ裕ゆうは、まだかろうじて残されていた。

「オレたちをぶっ殺して……早苗のところまで行ってみろよ！」

　その挑ちよう発はつに、名栗は、乗った。

「──アァ──アァアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　鼓こ膜まくを震わせるような咆ほう哮こうが上がる。名栗は、一際大きく持ち上げた鉄パイプを、オレへ向かって振り落とした。

　オレは、朦もう朧ろうとする中で、わずかに首を傾かしげる。名栗の攻撃は、オレの耳すぐ横を通り過ぎ、肩に深くめり込んだ。音を立てて肩骨が砕けるのが分かる。表現し難い痛みが、内側からオレを喰らおうとした。

「ぐ……が……ッ！」

　だがオレは、そんな自分に必死で抗あらがい、そして、かすかに、笑った。

「かかったな！」

　既に感覚に乏とぼしくなった両手を伸ばし、鉄パイプを、がっしりと掴む。

「…………ッ！」

　普ふ段だんの名栗なら、すぐに振り払えただろう。だがさすがのこいつも、これだけ激しい動きを繰り返せば、少しは力も衰おとろえる。その証しよう拠こに、ほんの一瞬だけ、名栗はオレの拘こう束そくを解くことが出来なかった。

　だが、それで充じゆう分ぶんだった。

　オレは、その一瞬を、ずっと、待っていたのだ。

「今だ──」

　渾こん身しんの力で名栗の得物を握り締しめ、オレは叫んだ。

「行け、桐崎ッ！」

「──ああ、クギトッ！」

　桐崎の、迷いの無い力強い言葉が放たれる、その刹せつ那な。

「…………ッ！」

　オレの体を、強きよう烈れつな衝撃が駆け抜けた。

「……ぐッ」

　……さすがに、あれだけのラッシュの後、これはかなりきついか。

　オレは、今度こそ限界を迎むかえそうな意識の中、目の前にある【物】を見た。

　──腕が、突き出ている。

　オレの胸を、背後から、血塗れの細い腕が貫かん通つうしていた。

　そしてその先に握られたナイフは、

　しっかりと、名栗の体に突き刺さっていた。

「……ご……ッ」

　桐崎が腕を引き抜く──と同時に、眼前で血が噴ふん出しゆつした。

「が……ぐ……あ……」

　オレは、思わず膝ひざをつく。名栗は、ふらつきながら、後ろへ下がっていった。

「名栗ぃいいいいいいいいいいいいいッ！」

　オレの背後から、飛び出した。

　桐崎の小さな体が、

「がああああああああッ！」

　それでも死しに物もの狂ぐるいで反はん抗こうしようとする名栗の攻撃を掻かい潜くぐり、

「──ッ！」

　鋭するどい声と共に、最後の一撃を放った。

　瞬またたく閃せん光こうのような、刃の煌きらめき。

　それは、名栗の体を切り裂いて──、

「…………ッ！」

　──高く、血ち飛沫しぶきを上げていた。



　オレは、その場に座り込み、後ろにもたれかかった。

「……あー」















　もうそんな、単純な言葉しか出て来ない。体のどこが痛いとか、何がどうなっているとか、そんなことを確かめられるレベルじゃない。全部痛くて、全すべてどうにかなっている。

「クギト！」

　走り寄ってきた桐崎は、オレの傍にしゃがみこんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……なんとかな」

　オレは、自分の体を触さわった。……既に怪け我がが回復し始めているのが、恐ろしい。まったく、とんでもねえ能力だ。まあ今回は、少しだけそこに感謝しとくか。

「そうか、良かった……。じゃあ、刺しても大丈夫だな」

「健康でも大丈夫ってことはねえよ」

　ぱん、と頭をはたく。桐崎は、「すまん」と言って笑った。……ったく、お前の冗じよう談だんは笑えねえんだよ。

「しかし、無む茶ちやな作戦だ。確かに貴様の能力を考えれば、成功する可能性は高かったが……」

「ま、最善とは言えねえな。もっと他ほかにいい考えがあったのかもしれねえ。生憎とオレは、頭が悪いから思いつかなかったけどよ」

　地面に手をつくと、どうにか、ゆっくりと腰こしを上げた。

　そして、すぐ傍で横たわる名栗を見た。

「……そんなことより──桐崎、お前にはまだやることがあるだろ」

　桐崎が、オレの視線を辿たどり、小さく言った。

「……ああ、そうだな」

　名栗を見下ろすと、ナイフを握り直した。

「名栗は多分、生きていればまた、同じことを繰り返すだろう」

「だろうな。こいつは……道徳だとか、理性だとか、そういうのを知らねえんだ」

　そういう意味では、ある種、桐崎や、かつて戦ったアンネよりも性質の悪い相手かもしれなかった。

「警察に渡しても……ダメ、だろうな」

　なにせ、名栗は、自分が罪を犯おかしているという自覚がない。無理やりに押さえつけようとしても、暴れ回るだろう。そうなれば、また、新しい犠ぎ牲せい者しやが出てしまう。

「ここで殺すしか、ないんだな」

「……ああ」

　桐崎は、強くナイフを握り直した。真まっ直すぐと、刃は名栗の胸へ向いている。

「それが私に課せられた、罰ばつか」

「……そうだな」

　オレは、桐崎に近寄ると、そっと呟いた。

「怖いか？」

　桐崎が、ゆっくりと、こちらを向く。

　多分、ほとんどの人間は、分からないだろう。だけど、ずっとこいつの傍に居たオレには分かる。その目が、かすかな不安に揺れていることを。

「いや……そういうわけではない」

「……それならいい」

　桐崎の目を真っ直ぐと見据え──オレは、言った。

「それじゃあ──名栗を、止めてやってくれ」

　前を向き、桐崎は、空いた手で名栗の襟えりを掴んで持ち上げる。目を閉じ、しばし口をつぐむ。だが、しばらくして、瞼まぶたを開き、静かに言った。

「……許してくれとは、言わない」

　全てを振り切った、毅き然ぜんとした態度で。

「もし天国だの地じ獄ごくだのというものがあるなら……貴様はそっちで、私を憎にくんで待ってくれて構わない」

　堂々と、続ける。

「だが、貴様は決して許されない罪を犯した。それなのに、幸せを望もうとした。……私も、同じだ。だがやっぱり、それは許されることではなかったんだ。私たちは、罰を受けなければ、ならなかったんだ」

　腕を引く。静かに、狙いを定めた。

「だから……名栗」

　はっきりと、一言。

「──私は、貴様を殺す」

　宣言と同時、桐崎は、その胸に刃を向けた。

　音も無く、まるで吸い込まれるようにして、ナイフは名栗の心臓を貫つらぬこうと──、

「…………ッ！」

　その寸前、なんの前まえ振ぶりもなく、名栗の手が動いた。

「なに……ッ!?」

　ナイフの刃を握る。桐崎がそれを振り払うより早く、名栗が空いた手を拳にし、無造作に桐崎の肩を打った。

「……ぐっ！」

　思わず手を離し、桐崎の体勢が崩れる。

「桐崎！」

　その背を支え、オレは、体を前傾させる名栗に叫んだ。

「名栗、お前……ッ！」

　その瞬間──大きく仰のけ反ぞると、名栗は、天へ向かって吼えた。

「──グ──ガアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　野や獣じゆうを思わせる、原始的な怒りに満ちた叫びだった。名栗は、振り返ると、その場から走り出す。

「くそ……やべえッ！　桐崎！　走れるか！」

「大丈夫、そうひどいものではない。それより、名栗を追うぞ！」

　肩を貸そうとしたオレを押し止とどめ、桐崎は疾走した。オレは、その後ろから続く。

「どけええええええええええええええッ！」

　路地裏から出た名栗は、通行人に攻撃を浴びせながら進んでいく。悲鳴と怒ど号ごうが嵐あらしのように巻き起こった。

「やめろ、名栗！」

　オレの制止の声など、届くはずもない。やがて、名栗は、大通りへと出た。

　そのまま、一台の車へ向けて突っ込んでいく。

　跳ちよう躍やくと同時、驚きよう愕がくする運転手目掛けて、鉄パイプを打ち込んだ。

　激しい音。フロントガラスに網あみ目め状じようの皹ひびが入り、次の瞬間、粉々に砕くだけ散ちった。

　名栗はボンネットに降り立つと、曲がった鉄パイプを運転手へ突きつけた。

「走れ……俺の、言う通りに」

　運転手は、事態の意味が掴めないながらも、自分の置かれた状況の危うさは理解したのか、震えながら頷いた。

　名栗が助手席に乗り込むと同時、車は走り出す。

「しまった！」

　恐らく、名栗は早苗優花の屋や敷しきへ行くつもりだ。

「くそ──あいつ！」

「ぼうっとしている場合か、クギト！　タクシーを使うぞ！」

　桐崎はそう言って、近くを通りがかったタクシーを呼び止めるために手を上げた。



　案の定、名栗を乗せた車は、早苗優花の屋敷の前で止まった。名栗は飛び出すと、跳躍し、コートを翻す。新しい鉄パイプを引ひき抜くと、高い壁かべへ向かって鉄パイプを叩きつけ、出来たくぼみに足をかけて更さらに跳んだ。人にん間げん業わざじゃねえ。

　オレたちはタクシーから降りると、車に近付き、運転席の窓ガラスを叩いた。

「ひ、ひい！　もう許してくれ！」

　怯えきった運転手の声に、桐崎が言った。

「安心しろ、私たちはあの男を捕つかまえに来た者だ！　今すぐ警察と病院に連れん絡らくしてくれ！」

「……あ、あれ？　君たち子ども──」

「いいから早く！」

　恐きよう慌こう状態のためか、桐崎に怒ど鳴なられると、運転手は悲鳴を上げ、素す直なおに従った。

　用が済むと、オレたちは門へ走った。

「ここを開けろ！」

　ガードマンが、何事かと寄ってくる。

「誰だお前たちは！」

「そんなことはどうでもいい！　さっさと開けないと、事態は酷ひどくなるだけだぞ！」

「なにを言って──」

　直後、中で騒さわぎが起こった。誰かを制止する声が何度もするが、その度にすぐ沈ちん黙もくする。ガードマンが、何事かと振り返った。

「な、なんだ……？」

　慌あわてて駆け寄よると、門柱のスイッチを押す。自動的に開いていく門の中へ、一人が入っていった。オレたちも続こうとしたが、もう一人に防がれる。

「お前たちは、なんなんだ！」

「──すまん、説明している暇はない、緊きん急きゆう事態だ！」

　軽かろやかに翻るスカートから、真っ白い脚が伸びた。桐崎の放った回し蹴りが、見事にガードマンの横腹へ決まる。

「ぐげっ」

　思わず倒れこむガードマン。オレたちは合掌しながら、屋敷へと向かった。



　屋敷の広い庭には、転々とその場に伏したガードマンらしき人々が居た。

　そして、屋敷内部へ続く門の鍵かぎは、強ごう引いんに叩き壊こわされている。

　オレたちが中に入ると、そこも、散々たる有様になっていた。

　屋敷で働いていたメイドも、警護役の人間も、誰も彼もが倒れこんでいる。桐崎が様子を確かめ、軽く頷いた。

「大丈夫だ、傷はひどいが……気を失っているだけらしい」

　彼らの怪我は、後に来る救急車に任せればいいだろう。とりあえずは一安心だが、ここで立ち止まっているわけにはいかなかった。オレたちは階段を上ると、早苗優花の部屋へ向かった。

　長い廊ろう下かを走っていると、名栗のものだろう、血けつ痕こんが点々と落ちていた。その先で、倒れている人間が居た。執しつ事じの浅生あそうさんだ。

「しっかりしろ！」

　オレが抱え込んで声をかけると、浅生さんは、うめきを漏らして目を開け、震える指で部屋の扉とびらを指した。

　その瞬間、何かがぶつかる音が響いた。

「！　早苗！」

　オレと桐崎は、扉を蹴るようにして開けた。

　広々とした室内。無数のぬいぐるみたち。大量の本。

　床ゆかには、歪んだ鉄パイプが転がっていた。さっきした音は、これが壁にぶつかった時のものだろう。

　そして、名栗は、居た。

　窓を背に佇たたずみ、驚いたように目を見開く、早苗優花と対たい峙じして。

「……名栗、くん？」

「優花……」

　名栗は、そこで初めて仮面を外した。

　うつろな目で、一歩、一歩、近付いていく。

「……優花、オレはお前の【トモダチ】だ」

　縋るように思える声で、そう問いかけた。

「お前も……そうだな？」

「…………」

　早苗優花は、答えなかった。

　名栗は、手を差さし伸べる。

「嘘に、決まっている」

　震える、手を。

「お前は……俺おれに、優しくしてくれた。誰かを【潰さ】ないでも、俺と一緒に居てくれた」

　まるで、救いを求めるように。

「お前は俺の、【トモダチ】だな？」

「…………」

　早苗優花は、じっと佇んでいた。そしてやがて、わずかに。

「……そうよ」

　名栗に向かって、笑った。

「わたしは、あなたの、友達よ」

「早苗、貴様……！」

　早苗優花が手をとると、名栗は言った。

「優花、お前のために、お前を苛めていた連中を殺した」

「……そう、ありがとう」

「でも、まだ一人残っている。そいつも、必ず、殺すから」

　その言葉に、早苗優花は、微笑ほほえんだ。

「もういいのよ、名栗くん」

「……優花？」

「その気持ちだけで、充分だから」

「でも、俺は」

「今までやってくれた分で、わたしは満足したから。心配しなくても、名栗くんはずっと私の友達よ」

「……そう、なのか？」

「ええ。だから今は、ここから逃にげて。ずっと遠くに」

「……逃げる？」

　名栗の手を自分の胸に当て、早苗優花は言った。

「実はね、ちょっと事情があって、しばらく会えなくなりそうなの。だから、その間、名栗くんは、後ろの二人に捕まらないよう、逃げて欲しいの」

　顔を俯うつむけて、名栗は小さく呟いた。

「……逃げる」

「ええ、また、二人で会えるように」

「また、会ってくれるのか？」

「もちろん」

　名栗は、その言葉にどこか安心したように息をつき、言った。

「分かった。優花が、そう言うなら」

「うん。……それじゃ、またね」

　早苗優花が言い、名栗が頷く。そして、名栗は、窓へ向かって走り出した。

「待て、名栗！」

　追いかけようとする桐崎の前に、早苗優花が立ち塞がった。

「どけ、早苗！」

「……そういうわけにはいかないわ」

　甲高い音が鳴る。名栗は硝子がらすを突き破やぶり、外へ逃とう亡ぼうした。この屋敷は相当な高さだが、名栗にとってはなんでもないことなのだろう。その証拠に、どん、という鈍い音が鳴った直後、走り去る音がした。

「どういうつもりだ！」

　桐崎の問いに、早苗優花は答えた。

「私は、あなたたちにチャンスを与あたえた。名栗くんを止めるチャンスを。でもそれを、あなたたちは逃した。ゲームはわたしたちの勝ちで、あなたたちの負け。……そういうことよ」

「ふざけんなよ、てめえ！」

　オレは、強く睨み付けた。

「どこまで手前勝手なことを言いやがる！　人が死んでんだぞ！　お前のせいで！　なんとも思わねえのか！　挙句に、名栗に嘘までつきやがって……！」

「じゃあ、真実を教えろとでも言うの？　子どもみたいに純じゆん粋すいなあの子に。わたしはあなたを騙していて、本当は友達だなんて全然思ってないって。そっちの方が、残ざん酷こくだと思わない？」

「いつか消える希望を与えるなって言ったのは、お前だろうが！」

「消えないわよ。あの子の希望は。わたしという存在が、この世で生きていると信じている限り」

　桐崎が言う。

「……それで、しばらく会えないと言ったのか」

「そうよ。会えなくなっても、あの子はわたしが居る限り、もう【潰つぶし屋】の仕事はしない。……どう？　完かん璧ぺきじゃない？　名栗くんに希望を与え、尚なお且かつその犯行を止めたわ」

　早苗優花が、口元を歪めた。

「乃の出でくん。あなたがやっていることよりも、ずっとスマートな方法じゃないかしら」

「……違ちがう」

　オレは、押し殺ころした声で言った。

「お前のやったことは、間ま違ちがえてる」

「どう、間違えると言うのかしら？」

「あいつに自分の罪を自覚させないで、逃がして、偽にせ物ものの信頼を与えて。それで何になる。確かにあいつはこれ以上の罪を重ねないかもしれない。でも……だったらこれまでのことはどうなる。もう人を殺さない。それだけで、帳消しになることじゃねえ」

「……あなたがそんなことを言うとはね」

　可お笑かしそうに、早苗優花が続けた。

「あなただってそうじゃない。桐崎さんを傍に置いて、普ふ通つうの女の子みたいに付き合って。彼女に殺された人の気持ちも考えずに。そんなあなたが、そのことを棚たなに上げて、わたしを責めるの？」

　桐崎が、振り返る。オレは、その目を見て、頷いた。そして、早苗優花の方へ視線を移す。

「確かに、前まではそう思ってたところが、あったのかもしれねえ。……でも、今は違う。オレは桐崎のことを普通の女だなんて思ってない。こいつは沢たく山さんの人間を殺してきた奴やつだ。許されるわけがねえ」

「なら、どうして一緒に居るの？」

「それが、オレの責任だからだ」

　強く、言い放つ。

「桐崎は、オレに出会わなければ、いつかきちんとした場所で裁かれてたはずだ。こいつも、それを受け入れてた。でも、オレのせいで、お前が言うみたいに、生きたいっていう希望が生まれちまった。だから、オレは、その責任を持つって意味で桐崎が選ぶ道に、最後まで付き合う」

「……付き合う、ね。軽々しい響きだわ。それは、どのくらい先までのことを言っているのかしら？」

「言ったろ、最後までだ」

　オレは、桐崎に近寄ると、その肩に手を置いた。

「何年、いや、何十年かかったとしても。オレは、こいつの償つぐないに付き合う」

　そして、迷い無く言った。

「例え、自分の人生、全部を犠ぎ牲せいにしてでも」

「クギト……」

　桐崎が、驚いたように目を見開く。そして、すぐに視線を逸そらし、唇を噛み締める。オレはその様子に怪け訝げんにしながらも、視線を移した。

　早苗優花の顔が、呆あつ気けにとられたような表情になっていた。と思えば、次の瞬間、吹き出して、甲高い声で笑い出す。

「……乃出くん、あなた最高ね。最高の馬ば鹿かだわ。それ、本気で言ってるの？」

「ああ」

「人間なんて気持ちが変わるものよ。一年後に同じことが言えるかしら？」

「……変わらねえよ」

「その根こん拠きよは？」

「オレは、そんなほいほい考えを変えられるほど、器用な人間じゃねえ」

「……なるほど」

　肩を震わせ、早苗優花は、笑いを漏らした。

「まったく……面白いわね、あなた」

　そして、天てん井じようを仰あおぐ。

「責任、ね。安心して、わたしもちゃんととるつもりではあるから」

「なに……？」

　早苗優花は、振り返かえった。そして、ぽつりと呟く。

「……なぜ、わたしが名栗くんを使って復ふく讐しゆうをしたと思う？」

　オレが怪訝に眉まゆをひそめると、早苗優花は言った。

「直接自分で殺してしまえば、警察に捕まってしまうかもしれない。でもね、捕まることが恐こわかったんじゃないの。それが、消えてしまうことが恐かったのよ」

「消える……だと？」

「わたしがたとえ捕まったとしても、あの人……早苗敬けい三ぞうは、あらゆる手を使って事件をもみ消そうとするわ。たとえ実じつ刑けいを受けても、世間には絶対に公表されないよう手を回すでしょうね。わたしが大事なんじゃないわ。体面を保つためよ。正義を愛する政治家の娘むすめが殺人者だなんて、自分の活動に支障が出るでしょう？」

　ゆっくりと、歩き始める。

「だからわたしは、警察に捕まることなく、でも、殺人という事実だけは残るようにしたの」

　その細い指を、鏡面台に向けた。

「そこに、わたしが名栗くんに殺しを頼たのんだって書いた手紙が入ってるわ。本当は、全部終わった後、執事の浅生に頼もうと思ってたんだけど……彼もあの人に雇やとわれた身だし、最後まで信用が出来るわけじゃなかったから、不安だったの。でも、今はあなたたちがいるから安心ね」

　そう言って、口くち端はを上げた。

「それ、週刊誌でもどこでも、出来るだけ下げ卑びてて有名なところに送りつけてくれる？」

「……どうするつもりだ？」

「早苗敬三の娘が、素す性じよう不明の男に殺人を依い頼らいしてたって暴ばく露ろしてもらうのよ」

「そんなことをしても、証拠がない以上、すぐに否定されてしまうのではないか？」

「そうね。警察に捕まっても揉もみ消けされてしまうんだもの。そんなことをしたって、意味はないでしょう」

「なら、どうして」

　早苗優花は、少しずつ後ろへ下がっていく。そして彼女は、窓まど際ぎわで呟いた。

「……わたしが、生きて、いればね」

　それと同時、外へ向かって走る。

「ッ！　待て、早苗！」

　桐崎がその背を追う。しかし、それより早く、早苗優花は、ベランダに出ると、手すりの上に立った。

　両手を広げ、高く笑う。

「手紙がいくらデマだと主張しても、わたしが自殺していれば、世間はどう見るかしら？　どれだけ事実が否定されても、疑ぎ惑わくは残る。あの人は問とい詰められるでしょうね。何人もの人間に。不信感を抱く人だって出てくるわ」

「よせ！　やめろ！」

「ちっぽけなものかもしれないけど、それでもあの人に歯向かってやれるのよ。わたしのこと、自分を飾かざり立てる人形みたいにしか思ってなかったあの人は、初めてその存在を疎うとましく思う。いい気味よ！」

「バカヤロウ、それがお前の言う責任か！」

「そうよ、乃出くん。名栗くんを使って人を殺していた罪を、わたしは死をもって償う。あの人も、わたしを道具のようにしか見ていなかったその罪の重さを知ってもらうわ」

　そのまま、少しずつ、下がっていく。

「これがあなたの言う、わたしにとっての【責任】よ！」

　そして、ゆっくりと──後ろへ倒れていく。

「っ！」

　オレは、咄とつ嗟さに、駆け出していた。

　早苗優花の体が、ベランダから消えて行く。

　必死で、腕を伸ばした。

　指が、早苗優花のそれと、わずかに絡からみ合あう。

　オレは、ベランダから身を乗り出し、その手を強く握にぎり締めた。

「くっ……！」

「離はなしなさい、乃出くん！」

「うるせえ！」

　早苗優花の全てを否定するように、オレは叫んだ。

「何が責任だ！　それは、ただの逃とう避ひって言うんだ！」

「……逃避？」

「お前はただ、自分の罪から逃れたいだけだろうが！　お前が本当にやらなきゃいけないことは、殺された奴らの家に行って、一軒けん、一軒、自分のやったことを告白することだ！　どんだけ罵ののしられても、殴られても、耐えてみせろ！　自分のやれることは全部やって、死ぬならそれからにしろ！」

　かすかに笑い、早苗優花が言った。

「あなたには、それが出来ると言うの？　桐崎さんの被ひ害がい者しやが、なぜ彼女を生かし続けるのかと、あなたを責めたら？」

「……きちんと説明するさ」

「それでも納なつ得とくしなかったら？　憎しみっていうのはね、理り屈くつじゃないのよ。膨ふくらんで、暴走して、間違っていても、正しくなくても、その感情をぶつけたくなるの。わたしが、自分を苛いじめていた彼女たちを殺したくなったように」

「その時は、受け入れるさ」

「……受け入れる？」

　オレは、頷いた。

「その人たちが、オレや桐崎にぶつけてくる全ての感情を。どんだけ辛つらくても、しんどくても、全部真正面から受け止めてやる！」

　早苗優花は、沈黙した。

　大きく見開いた目で、オレを見つめ、呟く。

「……言うだけなら、幾らでも言えるわ」

「だったらてめえも生きて──このくらい、吹いてみろ！」

　その言葉に、彼女は笑い、そして言った。

「無理ね。……わたしは、そこまで、強くないもの」

　その瞬間、オレの手の甲こうに、鋭い痛みが走った。早苗優花が、空いた手で、強く爪つめを立てたのだ。突とつ然ぜんのことに、思わず力が緩ゆるむ。

　そして、彼女は、オレの手を振り払った。

「……ッ！」

　慌てて掴み直そうとするが──もう、遅かった。

「……あなたは頑がん張ばってね、乃出くん」

　オレの、早苗優花を止めようとした手は──

　彼女を救おうとした手は、すり抜ぬけて、空を切る。

「早苗──ッ！」

　オレの叫びは、空むなしく、空へ響いていくだけだった。

　ゆっくりと落ちていく早苗優花はオレを見て。

　確かに、その時、笑った。















　　　エピローグ　そして夜は姿を見せる





「……以上が、桐きり崎さき恭きよう子こと乃の出で狗くぎ斗とからの報告です」

　闇やみ。そう表するのが一番相応ふさわしい部屋の中で、ハルは長々とした言葉を締めくくった。

「なるほど」

　男は光一つさえ差さぬ室内でテーブルに両りよう肘ひじをつき、両手を組み合わせる。

「結局、【潰し屋】、名な栗ぐり豹ひよう介すけの抹まつ殺さつは失敗。彼は現在も逃亡中ということか」

「そうなります。いかがなさいますか？」

「無論、行方ゆくえを全力で追ってもらう。殺すのは惜おしい男だが、その話を聞く限り、彼はこれ以上の【潰し】をすることはないだろう。スカウトの件は、諦あきらめねばなるまい」

「……桐崎恭子の処分は？」

「不問としよう」

「よろしいのですか？」

　口元に歪んだ笑えみを浮うかべ、男が言った。

「彼女にはまだやってもらうことがある。それに今回は思っていた以上の収しゆう穫かくがあった。その褒ほう美びとしよう」

　そして、暗黒の中で手を伸のばす。仄ほのかな明かりが灯ともり、机き上じようを照らした。

　そこには、一冊の雑誌が開かれて置いてある。政治家や芸能人のスキャンダルを中心に取り扱あつかうので有名な、性質の悪い週刊誌だ。今週号の一面記事は、早さ苗なえ敬けい三ぞうの娘による連続殺人が発覚したという物だった。正しくは、彼女が素性の知れぬ男を使い、昔自分が苛められていた相手に復讐をしていたという内容になっている。そしてそれが、最近頻ひん発ぱつしていた女子高生撲ぼく殺さつ事件の真相であるとも。匿とく名めい希望で送りつけられた手紙に、その全てが書かれていたらしい。その結果、罪を悔くいて、娘が自殺したとも。

　このスクープにより、早苗敬三のもとには多くのマスコミが押しかけた。彼かれはインタビューで、記事は全く事実無根のデタラメであり、近く出版社とこの記事に関かかわった人間を名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえると答えている。しかし、早苗敬三の娘が亡なくなっているのは事実であるとの報道がされ、国民に疑惑の波を生んでいる。しかもここに来て、警察関係者からの内部告発により、早苗敬三が女子高生連続殺人事件の被害者が皆、彼女の中学時代の同級生であるという事実をもみ消していたことが発覚した。事件とのはっきりとした因果関係が明らかでない以上、警察側もその圧力に従っていたらしいが、週刊誌の記事を読んだ何者かが密告したのである。

　早苗敬三自身は、多少の職権乱用はあったものの、直接的には何もしていない。

　だが、実行犯が未いまだ捕まっていないということ、そして彼の娘が亡くなっているということにより、マスコミの標的は早苗敬三に集中した。連日続く不ふ祥しよう事じの追つい及きゆうに、彼の信用は徐じよ々じよに消え去ろうとしている。

　また政界でも、一気に早苗敬三の発言力は落ちてしまった。

「政治家は、善人でいなければならない。だが国民は皆、彼らはどこかで罪を犯しているだろうと思っている。故ゆえに、ほんの少しのミスも許されない。早苗敬三は、自分の傀かい儡らいでしかないと思っていた娘に、そのほころびを空けられたということだろうね」

「……彼は【組織】を構成するに於おいて相応しい正義感をもった、大切な人物でした」

「昔は、ね。いや、彼だけではない。この【組織】が立ち上げられた直後は、誰もがその情熱をもっていた物だよ。だが、時が経たち、ここも少々本来の目的から外れ、形けい骸がい化かしてしまったようだ」

「早苗敬三が、【組織】を私的利用した件でしょうか？」

「ああ、それもある。……恐おそらく彼は、自分の娘が、名栗豹介を使って殺人を行っていたことを知っていたのだろう。連続撲殺事件の被害者の共通点を探さぐられないよう動いていたのも、そのためだ」

　考えるに──と、男が言った。

「早苗敬三の娘が住む屋敷の人間は、全て彼の意のままに動いていたのではないかな。早苗敬三は、彼女が自分をひどく嫌きらっていることを知っていた。いや、憎んでさえいるのかもしれない、ということを」

「……だから、自分の活動に何らかの障害を生むようなことを仕し掛かけてくるかもしれない、と恐れていたということですか」

「もちろん、念ねんの為ためという意味でしかなかったかもしれない。どちらにしろ、彼は屋敷の人間に、彼女の世話と、そして──監かん視しという役目をもたせていた」

　そこで、早苗敬三は知ったのだろう。自分の娘が、己を狙ねらっていた殺し屋と親しくなっていたことを。

「そして、彼は後に、テレビで報道されている連続撲殺事件の被害者が娘を苛めていた相手であることも知った。イジメがあったという事実をもみ消したのは彼だそうだから、その主犯を知っていてもおかしくはない」

「では……娘を護衛させ、名栗豹介を殺そうとしたのは？」

「もちろん、名栗を殺し、事件をうやむやの上で終わらせようとしたのだろう。娘の復讐が、本当は父親へ向けられていたとまでは読んでいなかったのかもしれないが。だが、たとえそうだとしても、彼女の手紙は廃はい棄きされていただろうな」

　男は、口端を上げた。

「彼女が父親の庇ひ護ご下にいる以上、どれだけもがいても、所しよ詮せんは彼の掌てのひらの上だ。それを見み抜ぬけなかったのは、やはり子ども故の浅はかさと言ったところかな」

　一瞬の、静寂。やがて、ハルが言う。

「……ボスは、初めからそのことに気付いていたのではありませんか？」

「どういうことかね？」

「普通、【組織】に属する人間なら、早苗敬三の娘……早苗優ゆう花かと名栗豹介の関係を知っても、目標を抹殺して終わるでしょう。しかし、桐崎恭子と乃出狗斗なら、人間的に完成しておらず、未熟で、行動に無駄の多い彼らなら……必ず、名栗豹介を殺すことを躊躇ためらい、二人のことに深く関わった上で、今回のようになることを読んでいたのでは？」

「人間的に完成しておらず、未熟で、行動に無駄が多いとは、全て同義語だと思うが──ともかく。私は、そこまで賢さかしくはないよ。買かい被かぶり過ぎだ。こんな結末に至ったのは多分に運に左右される部分も多い」

　そこで、男は、雑誌を指で撫なでた。

「……だが、少し妙みようだと思ってね。早苗敬三が、娘に本当の意味で愛情をもっていないということは知っていた。華はなやかな場所で、綺き麗れいに着き飾かざった娘を、わざと人に見せびらかすように歩いていれば誰でも分かる。その娘の顔が、人形のように無表情であれば尚なお更さらだ。だから、前回、娘の護衛をして欲ほしいとあの男が言っていた時、不自然なものを感じた」

「不自然、ですか？」

「考えてもみたまえ、娘が殺し屋に狙われ、無残に殺されてしまった。それでも自分は脅おどしに負けず、悲しみを振り切って政治家活動に命を費やす──、泣けるシナリオだとは思わないかね」

「……国民の同情は買えるでしょう」

「そんなチャンスをわざわざ逃のがしてまで、こちらに依頼してくるということは、何か裏があるだろうと踏ふんだまでだ。そこで、少々、イレギュラーを投入してみることにした。早苗敬三が、唯ゆい一いつ関かん与よできない要素を入れることによって、上う手まく転がればと思っていたが……ここまで見事に思うように行くとはね」

　くつくつと笑う男へ、ハルが問いかける。

「……早苗敬三が【組織】を私的に利用しようとした罪は、これほどまでに大きいと？」

「いいや、それだけじゃあない」

　男が、ゆっくりと首を横に振った。

「……彼が、最近、この【組織】が本来持つ意味について少々、懐かい疑ぎ的てきになっているようだったものでね。そろそろ、制裁が必要かと思ったのだよ」

　ハルは、わずかに沈黙した。何かを、考えるように。

「……どういうことでしょう」

「君だって知っているだろう。この【組織】が何な故ぜ作られたのか。法で裁けぬ悪を、同じ悪にて裁く──そんな荒こう唐とう無む稽けいな考えが、何故実現したのか。実現しなければならなかったからだ。そうしなければならない状況が、かつて存在した」

「それはもちろん、存じ上げておりますが」

「……政治家などというものは、普段は国民の代弁者のように振ふる舞まっているが、その中身はちっぽけな一人の人間だ。だから彼らは命の危機にさらされた時、怯おびえ、こびへつらい、機き嫌げんを伺うかがって事なきを得ようとする。……早苗敬三もまた、そんな男だったということだ」

「……。では、あの話は本当なのですか？」

　ハルから投げられた問いかけに、男は答えた。

「残念ながら、そのようだ」

　口端を上げる男に、ハルが言った。

「……あの二人がこちらの武器になると良いのですが」

「なってもらわなければ困る」

　そう答え、男は……静かに、呟いた。

「──その為に、乃出狗斗までこちら側に引き込んだのだから」

　そして、首を振る。

「だが、唯ゆい一いつにして最大の誤算だったのは、彼が今回の事件で妙な方向に覚かく悟ごを決めてしまったことだな」

「はい。こちらとしても予想外でした」

「わざわざ夢を見させて絶望に叩き落おとしてあげたと言うのに、お強いことだ。あわよくば、これで潰れて、償いを餌えさに操あやつり人にん形ぎようになってくれればそれで幸いと思っていたが……そこまで都合良くはいかなかったか。ふむ。侮あなどり難いものだ」

「彼の暴走を止めるには足りなかった、ということでしょうか」

「……子どもは子どもらしく、素直に自分の弱さを認めていればいいものを」

　椅い子すの背もたれに体を預け、男は言った。

「まあ、いい。これで彼と桐崎恭子との関係は、より強固なものとなった。そちらのケースで考えたとしても、なんら問題はない。こちらの言うことに従おうと、自らの意思で出向こうと、それは大きく見ればなんの違いもない」

　くつくつと、低く笑いながら。

「……これで【彼】が動いても、対処出来るというものだ」

「動くでしょうか」

「そろそろではないかと思うよ。勘かんだがね」

　肩かたを竦めて、男は、囁いた。

「──せいぜい、愛し合う二人の、健けん闘とうを祈いのるとしよう」



「……じゃあ、桐崎はおとがめなしってことか？」

『ええ。貴方あなたの話を聞く限り、名栗豹介は今後、【潰し屋】としての仕事を請うけ負おうことはないでしょう。そういう点で見れば、桐崎恭子の任務は完かん了りようしたと言えます』

　電話の向こうのハルは、相変わらずの淡々とした声で言った。

「そうか。意外に、【組織】の懐ふところも広いな」

『……では、私はこれで。また新しい指令がありましたら、その際連れん絡らく致いたします』

「ああ、分かった」

　音を立てて、通話が切れる。オレは携けい帯たい電話を握りながら、ほっと息をついた。

「……クギト、なんて？」

　桐崎が、伺いを立てるように訊きいてくる。オレは、手をぴらぴらと振った。

「なんにもなしだってよ。ちょっと拍ひよう子し抜ぬけだな。いやまあ、もちろん、いいことではあるんだけどよ」

「そうか──」

　唇に指を立て、何かを唸うなる桐崎。

「どうした」

「いや……奴らが、そんな甘あまい対応をとるとも思えなくてな。何か裏でもあるのか……？」

「そうかもしれねえけど、考えても仕方ないだろ」

「まあ、それはそうだが……」

「それより、そろそろ行こうぜ」

　オレは、桶おけを持ち上げた。桐崎は、献けん花かを持ち、「そうだな」と頷うなずいた。

　冬の晴れ晴れとした空は、どこまでも澄すみ渡わたっていて、目に眩まぶしいくらい青々としていた。風も穏おだやかで、気温は低いが、そう厳しい程ほどでもない。オレは、あまりに清すが々すがしい天気はそれほど好きな方じゃなかった。なにうらぶれた生き方をしてるんだ、しっかりしろって、誰かに怒おこられているような気になるからだ。だが、今日は別だった。最高の天候になったのは、幸いだったと言えるだろう。

　ぶらぶらと歩きながら、オレと桐崎は、目的である場所へ向かった。

　目の前には無数の石柱が整然と並び、静せい寂じやくを保っている。その一つ一つに死が眠ねむっていることを考えると、あまりぞっとしない話だが……終わりを迎えた人間を弔とむらうことが出来ている内は、まだ平和だと言えるのかもしれない。過去を忘れて、今ばかりにしがみつくようになれば、いつか人は未来さえも失ってしまうような気がした。……なんて、柄がらでもないことを考えている自分に気付き、オレは頭を掻く。

「どうした？」

「いや、別に。なんでこう墓場ってのは、不気味さもあるけど、厳げん粛しゆくさもあるんだろうな。骨が埋うまってるだけなのに」

「それは貴様が、誰かの死を悼いたむという心を持っているからだろう。生物であることの証拠だ。墓をただの石くれだと思うようになれば、そいつはもう獣以下ということになる」

　なるほど。納得したような、してないような。まあいいか。

「……っと、ここか」

　オレは、一つの墓の前で足を止めた。

　あの事件の後……執事の浅生あそうさんにここの場所を尋たずねると、どこで情報が漏れたのか、マスコミが大勢押しかけているので、少し待った方がいいと言われた。さすがに一ヶか月げつも過ぎれば多少は落ち着きを見せるようで、平日の昼間だからか、オレたちの他には誰もいなかった。いつしかこうやって、誰もが彼かの女じよのことを忘れていくのだろうか。やがて事件そのものも、そんなこともあったねという情報の一つとして片付けられてしまうのだろう。

「忘れるというのは、人間に与えられた長所で、短所でもある」

　桐崎が言った。

「私たちは、忘れてはならないことと、忘れてもいいことを、無意識的に選び分けている。その中で、どうしても、自分に関わること以外の記き憶おくは捨て去ってしまう。それが正しいか間違っているかは分からないが……あまり、喜ばしいことではないのだろうな」

　それでも、オレたちは、色んなことを忘れていかなくちゃならない。何年も、何十年先も生きていくために。存在が消えたわけではないのに、さも、そんな風に振舞って。

「……せめてオレたちくらいは、覚えておこうぜ」

　献花を供える桐崎に、オレは言って、桶から汲くんだ水をかけた。

　透とう明めいな液体が、石柱を伝い、下の地面へ染み込んでいく。オレは、そこに刻まれた名前を見て、呟いた。

「早苗──お前の親父おやじ、手痛い目に遭あってたぜ」

　早苗優花の手紙を雑誌社へ送りつけたのはオレたちだ。彼女が死を賭かけてまで成なし遂とげようとした執しゆう念ねんを、そのまま無駄にするわけにはいかなかった。そして何より、早苗優花の父親には、娘の考えを、想おもいを、知るべき義務があると思った。

　テレビで沢山のマイクを突きつけられ、早苗敬三は冷静を保っていたものの、その言動にはやはり動どう揺ようが滲にじんでいた。磐ばん石じやくだと思われた彼の政治家人生は、大きく転落し始めている。

「お前のこと、一生恨うらむだろうな。……満足か？」

　答えはない。当たり前だ。死者は話が出来ない。……だからオレは、何かを主張するのに死を選んではいけないと思う。

　オレがかつて、自分の存在を恐れ、何度も己おのれを殺すことを実行して──そうして掴んだ結果は、こんなことをしても、なんにもならないという、当たり前のことだった。オレが死んで、それで、どうなるだろう？　何かは救われるのだろうか？　逆に、悲しみを増やしてしまうだけではないだろうか。だから、オレは、どうせならと、死んでるような生きてるような人生を送ることにしたのだ。終わってしまった者には、反論は出来ない。反省も出来ない。後こう悔かいも出来ない。後ろに戻もどって考えることも、前に進むために悩なやむことも出来ない。間違っていると分かっても、やり直すことさえ許されないのだ。そして自分の存在が、誰かに憎まれ、疎まれても、それを打開する術を、もつことも出来ない。死は、あらゆる可能性を潰してしまう。オレは、そう思った。

　だから、オレは、早苗優花を、止めたかった。

「……救えなかったな、結局」

「そうだな……」

「何が出来たんだろうな、オレは。名栗にも、早苗にも、何も出来なかった。やっぱり、オレのこの【力】が、何かの役に立つことはなかった」

「まだ、分からないさ。これから先、貴様がずっと生きていくなら──機会は幾いくらでもある」

「……お前もな、桐崎」

　オレの言葉に、桐崎は頷いた。

「さて……」

　オレは、両手を合わせて目を閉じ、黙もく祷とうを捧ささげた。別に仏教徒ってわけじゃないが、こういうのは、この国に生まれた人間がしなければならない、礼れい儀ぎなんだと思う。瞼を開けると、桐崎は早苗優花の墓をじっと見つめていた。

「……もしも、」

　静かに、呟く。

「もしも【死なない】という体質をもっているのが早苗で、私が貴様ではなくこの女に出会っていたら……名栗と同じことをしたかもしれないな」

「桐崎……？」

「……すまない。妙なことを言った」

　桐崎は、ゆっくりと立ち上がった。

「……いや、そうだな。そうかもしれねえ」

　オレは、同意して、しかし、「でも」と返した。

「お前は、オレと会った。そしてオレは、お前を、自分の都合の良いように使うようなことは絶対にしない。それでいいんじゃねえか」

　桐崎という【力】を傍そばに置いていること、それが、自分の考えが少しでも間違えば、絶望的な状じよう況きようを生んでしまうこと。そのことを、オレは噛かみ締めなくちゃいけない。

　ナイフに鞘さやがついてくるのは、それが、危険なものだと認にん識しきされているからだ。だとすれば、気をつけなければならないのは、それその物ではなく、使う者の意識の方なのだろう。

　刃やいばの先は、誰かの明日を乗せている。そのことを、忘れるわけにはいかない。

「……早苗は、恐くなったのかもしれないな」

「恐くなる？」

「自分が、名栗っていう危険なものを手にしていることが、恐くなったのかもしれない。早苗が言ったように……ずっと、あいつと一いつ緒しよに居る自信をもつことが出来なかったのかもしれないな」

　あなたは、頑張ってね。早苗優花は、最さい期ごにそう言った。

　それが、どういう意味をもっていたのか、ずっと考えていた。単純に捉とらえれば、オレが言った決意を守るように、ということだろう。だけど本当は、早苗優花だって、名栗とずっと友達で居たかったのかもしれない。だが、名栗の背後にある様々な罪や枷かせを考える上で、どうしたって、どこかであいつと別れなければならないと思っていた。だから、その日が来るのが恐くて。利用しているだけだと、自分に言い聞かせていたのかもしれない。そうすれば、必要以上に、依い存ぞんしなくても済むから。別れの時に、痛みや苦しみを背せ負おうことがないから。

　──考えてもみなさい。あなたはこれから、何十年という人生を生きていくのよ。

　あれは……自分自身に向けた言葉ではなかったのだろうか？

　もちろん、全てオレの想像でしかない。やはり早苗優花は、名栗豹介という男と、自分の復讐のためだけに付き合っていたのかもしれない。しかし、それでもやはり……オレは、心の何ど処こかでは、それが真実であって欲しいと願っていた。ハルに甘いと言われてしまえばそれまでだが──全てを冷静に、冷れい酷こくに見つめることだけが、正しいとは思えなかった。

「んじゃ、そろそろ帰ろうぜ」

「……ああ」

　オレは、また来る、と心の中で別れの挨あい拶さつをして、その場を離れた。

　吹き荒すさんだ寒風に、コートの襟を合わせる。

「クギト」

　桐崎が、ぽつりと呟く。

「ん？」

「……私は、やはり、貴様に出会えて幸せだったと思う」

「またかよ」

「だけど、」

　振り返る。桐崎の目が、オレを見つめていた。

「だけど……貴様は、本当に、それでいいのか」

「あ？」

　きょとんとして、訊き返す。















「どういう、ことだ？」

「貴様は、何年も、何十年先も、私と共にあると言った。……本当に、それでいいのか？」

「なんだよ、突然」

　変な奴だな、とオレはわずかに笑った。

「いいもなにも、オレが、そう決めたんだよ」

「……そうか」

　桐崎は顔を伏せ、コートの裾すそを、ぎゅっと握り締しめた。

「桐崎？　どうかしたか？」

「……なんでもない」

　それでも、オレは、気がついていた。その声が、わずかに、震ふるえていたことに。

「なんでも、ないんだ──」

「…………」

　やっぱり、変だった。

　オレが電話で言った時も。桐崎の反応が、弱い。

　まるで、何かを、思いつめているかのように。

「……大丈夫か、桐崎」

　思わず、そう尋ねる。だが桐崎は、首を振って、オレの傍を駆かけて行った。

　……どうかしたのか、あいつ。

　変な引っ掛かかりを覚えながらも、オレは、空を仰ぐ。

　先ほどまで、確かに晴はれ渡っていた。

　だがいつのまにか、蒼そう穹きゆうを黒雲が浸しん食しよくしようとしている。綺麗なもの、鮮あざやかだったもの、光ひかり輝かがやいていたもの全てを、喰くらうかのように。

「……雨が、降りそうだな」



　オレは、静かに、そう呟いた。
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　よろしく勇気！　空埜です。お久し振りで御座います。

「死なない男に恋した少女　６～死喰いのドウケ～」をお送りしました。

　遂に六巻……正直、感無量です。ここまで来たら後はもう突っ走るだけなので、限界まで力を振り絞って頑張りたい所存で御座います。

　さて、今回はちょっと話の都合上、ここを先に読んでいる方がいる可能性を考えると、あまり内容に触れることが出来ません。そのため、かなり関係ないことなど書かせて頂きたいと思います。

　とりあえず、この巻が今年初めに出る本なので、数ヶ月遅いですが、明けましておめでとうございます。今年もなにとぞ、宜しくお願い致します。

　前回から四ヶ月余り、一体なにをしていたかと言われれば、色々あったような気もしますが、思い出してみるとテレビの前に座っていた記憶しかないのが不思議です。いや、別に……引きこもりとかと違うし……ちゃんとコンビニと本屋は行ってたし……そもそも外出ると交通事故とか起きるから、そういう『外で活動しない人間は不健康』みたいな考えは正直鬱陶しいし……ぼくは安全に人生を過ごしたいだけだし……誰だ今、そんなんだから彼女も出来ないなんて言った奴は。ちょっと表出ろ。そんで風邪とかひけ。ぼくはゴッドイーターやっとく。

　まあ、そんな非常に残念ならないぼくですけども、人並みに健康には気を遣っていると言いますか、今年の初めくらいからＷｉｉフィットなるものを始めてみました。アウトドアさえインドア！　これが真の引きこもりライフ！

　最初は筋肉痛が酷くて、体鍛える前に細胞がなんかこう、なんやかんやなって、最終的にフリーザ戦のクリリンみたいに爆発すんじゃねーの、と思ったんですが、これがびっくりすることに、慣れてくるもので、今は七キロ走ってもほとんど息切れしません。

　まあそれは良かったんですが、それで調子こいて遠出して疲れている時に「どんなにしんどくてもトレーニングはかかさない。これが長生きの秘訣さウヒャホーイ、汚物は消毒だー！」といつも通り走りこんだら、見事に風邪をひいてしまったという体たらくです。つまり今、これ書いてる最中、鼻水ズッルズルなわけです。皆さんも、自己紹介と疲労時に調子に乗るのはやめましょう。後々響きます。



　さて……死なない男と刺したがりの女の子との出会いから始まった物語も、こちらの想像を遥かに越えた規模で展開してきました。

　最初こそ四苦八苦していたぼくですが、さすがにここまで来ると、七転八倒くらいの余裕で楽しみながらお話を書けています。余裕ではないです。はい。まじすいません。

　しかし、ふと思い浮かんだキャラクターたちとまさか二年に渡って付き合うことになるとは勿論、思ってもおらず、世の中には架空の人間にも『縁』というものがあるのだな、とつらつら思っておるところです。

　なんか毎回同じようなこと言ってるなこいつ、進歩ねえな、と思っている方。ぼくが変わっていないのではなく、あなたが同じ日々を繰り返しているのでは!?　と、的を得ているようで全く意味が分からず矢が斜め上に飛んで行っている指摘をしたところで、逃げるように謝辞へ移りたいと思います。



　担当のＳ様。どうにかスマートに原稿が通るようにはなってきましたが、まだまだ修行中の身で、毎回ご迷惑をおかけして申し訳ありません。これからもお世話になるかとは思いますが、どうか見捨てずに宜しくお願いします。

　挿絵担当のぷよ様。本気で忙しい身となられ、正直なところ恐縮しっ放しですが、毎度、こちらのイメージ通りのイラストを仕上げて頂いて感謝しております。

　友人Ｕ、Ａ、君たちへの謝辞がまさか六巻まで続くとは予想しておりませんでした。これ、いつやめたらいいのかタイミングが掴めません。

　友人Ｙ、そろそろ『お便りコーナーと化すのはやめろ』という声が聞こえていきそうですが、元気にしてますか？　体には気をつけてください。

　いつもサイトからメールを下さる方々、日記にコメントを下さる方々、本当にありがとうございます。間違いなく執筆の原動力となっております。

　そして何より、本書を手にとって頂いた全ての人へ。物語もいよいよ佳境となりました。どうか最後までお付き合い頂けますよう、お願い申し上げます。

　それではまた、次でお会いしましょう。



Ｐ．Ｓ　お願いします。買ってください。（直球勝負）



ＢＧＭ　『誰がために』　三月　空埜一樹



ＨＰ　　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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